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今だから考えたい！

これからの 
「女子を伸ばす教育」とは？
長野 雅弘 聖徳大学教授×小柳 和孝 校長×久光 洋子 中高一貫コース教頭
特別鼎談

①10月  2日(日)
②11月20日(日)
10:00～15:30 (12:30～13:30休憩)

音楽と自然によるともいき
～ガムラン・ワークショップと“筑女の森”自然観察～

筑紫女学園大学
飛翔会館３階

スクヮーヴァティーホール
および学内高雄山遊歩道

一般／
30名
※各回完結、
複数回受講可

筑紫女学園大学
８号館１階
８１０３教室

一般／
30名気になる子の行動の理解 平成29年2月18日(土)

10:00～12:00

一般／
50名

仏教専修課程入門講座
「親鸞思想へのいざない」

光蓮寺
梵響会館ホール
(太宰府市宰府1-10-23）

①11月  5日（土）
②11月12日（土）
③11月19日（土）

④11月26日（土）
⑤12月  3日（土）
　 13:30～15:00

太宰府市
いきいき情報センター
(太宰府市五条3-1-1）

一般／
50名

英語と英文学の世界
①Gender and Culture～ジェンダーから見た文化
②Representations of Japanese and American Culture in Cinema
③英国詩の世界　④英単語と漢字の意外な共通点　⑤感じてみよう～日本語と英語の違い

①なぜか誤解？されているらしい西アジアの風土と民族　
②西アジアの人 と々の正しいつきあい方　③西アジアの女性たちも、それなりに、がんばっています

アジア塾
「遠いですか？アラブ・ペルシア・トルコ」 一般／

50名

①11月  5日(土)
②11月12日(土)
③11月19日(土)
14：00～15：30

太宰府市
いきいき情報センター
(太宰府市五条3-1-1)

公開
講座

公開
講座

体験
講座

公開
講座

公開
講座

公開
講座

公開
講座

①10月  1日(土)
②10月  8日(土)
③10月15日(土)

④10月22日(土)
⑤10月29日(土)
　 15:00～16:30

ピーポート甘木
（朝倉市甘木198-1）

一般／
50名

①火野葦平と沖縄　②上野英信と沖縄　③谷川雁と沖縄　④佐木隆三と沖縄
文学と南(3) ～火野葦平・上野英信・谷川雁・佐木隆三～ 一般／

30名

第23回 仏教学研究室公開講義 「ビジュアル ～ブッダの歩んだ道～」
①ブッダ生誕の地：ルンビニー
②成道の地：ブッダガヤ

③初転法輪の地：サールナート
④王舎城の悲劇：ラージギル

⑤涅槃の地：クシナガル

①10月  1日(土)
②10月  8日(土)
③10月15日(土)

④10月22日(土)

　 14:00～16:00

福岡市赤煉瓦文化館
(福岡市中央区天神1-15-30)

2017（平成29）年度入学試験要項

●入試要項の詳細はホームページでも紹介しています。 ［ホームページアドレス］http://www.chikushi.ac.jp

学校名 学部･学科・専攻・コース 入学試験の種類定員･募集人員

大
　
　
学

高等学校

大学院

普通科

後期入試50名
（特進5名を含む）

幼稚園

人間科学研究科

願書受付期間 試験日 合格発表日
一般入試
社会人入試

外国人留学生入試
学内進学入試

  2月16日（木）

220名 2016年12月14日（水）～2017年1月6日（金）必着
ただし、2016年12月28日（水）～2017年1月5日（木）の受付はいたしません。

1月  9日（月・祝）   1月11日（水）

10名

2016年11月1日（火）

2017年1月27日（金）～2月1日（水）※土日は除く

1期 10月16日（日） 10月25日（火）

2期   2月22日（水）  2月17日（金）

※両日とも面接
11月2日（水）・4日（金）

　　  

90名
90名
70名

【文学部】
日本語・日本文学科
英語学科
アジア文化学科

【人間科学部】
人間科学科人間関係専攻
　発達臨床心理コース
　社会福祉コース
人間科学科人間形成専攻
　初等教育コース
　幼児保育コース

70名
60名

50名
100名

【現代社会学部】
現代社会学科 190名

ホームページ上にて
お知らせします

大学一般入試（前期日程）の試験会場は、本学以外にも北九州・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島があります。大学では外国人留学生特別入試、海外帰国生特別入試も実施します。詳しくはホームページをご覧ください。

中学校

2月11日（土・祝）

前期入試230名
（特進80名を含む）

  2月  7日（火）  2月  3日（金）

専願入試100名
（特進5名を含む）

  1月26日（木）  1月24日（火）

1期
2期

公募推薦入試A・B 12月18日（日） 12月27日（火）
指定校推薦入試 11月13日（日） 11月22日（火）

自己推薦入試
12月17日（土） 12月27日（火）
  3月14日（火）   3月17日（金）

センタープラス型入試   2月16日（木）
一般入試（後期日程）   3月12日（日）   3月17日（金）

大学入試
センター試験
利用入試

1月14日（土）・15日（日）
大学入試センター試験

※本学での個別試験は課さない

  2月16日（木）
  3月  7日（火）
  3月17日（金）

10月16日（日） 10月25日（火）

  2月17日（金）   2月22日（水）

海外帰国生特別入試   2月17日（金）   2月22日（水）

1期

2期

1期
2期
3期

編入学試験
社会人特別入試

外国人留学生特別入試

一般入試（前期日程）   1月31日（火）   2月16日（木）
併設校推薦入試B 12月18日（日） 12月27日（火）
併設校推薦入試A 11月13日（日） 11月22日（火）

2017年  1月18日（水）～  1月20日（金）

2017年  2月7日（火）～  2月10日（金）

2017年  1月30日（月）～  2月13日（月）

2016年12月  1日（木）～12月14日（水） 
2016年11月  1日（火）～11月  8日（火） 

2016年12月  1日（木）～12月14日（水） 
2017年  2月23日（木）～  3月  9日（木）

2017年  1月  6日（金）～  1月23日（月） 
2017年  2月17日（金）～  3月  6日（月）
2017年  1月  6日（金）～  1月26日（木）
2017年  2月17日（金）～  2月27日（月）
2017年  3月  1日（水）～  3月13日（月）

2016年10月  3日（月）～10月10日（月・祝）

2017年  1月30日（月）～  2月13日（月）

2017年  1月30日（月）～  2月13日（月）

2017年  1月  6日（金）～  1月23日（月） 
2016年12月  1日（木）～12月14日（水） 
2016年11月  1日（火）～11月  8日（火） 

筑紫女学園大学 公開講座2016（平成28）年度 後期 受講料無料

講座名 日時 会場 対象

お申込み・お問合せ

＊お申し込みの際は、①受講希望講座名②氏名（フリガナ）③郵便番号④住所⑤電話番号・FAX番号をご記入ください。  ＊定員に達した場合は、締切りとなりますのでご了承ください。
＊お預かりした個人情報は適切に管理し、公開講座運営以外に使用することはありません。

TEL／092（925）9685   FAX／092（925）8319
Eメール／gakushu@chikushi-u.ac.jp

筑紫女学園大学生涯学習センター
〒818-0192  福岡県太宰府市石坂2丁目12-1

お申込み方法
ハガキ・FAX・Eメールまたは
本学ホームページより
（Eメールは右のQRコードから）

“ともいき(共生)”～あらゆる存在とのつながりの中で生かされていることへの目覚め～

★詳細につきましては、本学ホームページをご覧ください。 http://www.chikushi-u.ac.jp/campaign/lecture/

12月14日（水）
19:00～20:30
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寿
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い
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は
、阿

弥
陀
仏
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い
の
ち
）」の
は
た
ら
き
が
、限
り

が
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。「
光
」は「
光
明
」と
も
言
わ
れ
、私

た
ち
を
明
る
く
照
ら
し
出
す
も
の
で
、

仏
の「
智
慧
」を
表
現
す
る
も
の
で
す
。

　
仏
の
智
慧
は「
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つ
で
も・ど
こ
で

も・
誰
を
で
も
」照
ら
す
光
で
、そ
の
よ
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な
、時
代
・
地
域
・
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族
を
超
え
た

普
遍
性
を
あ
ら
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す
言
葉
が「
無
量
」

で
す
。親
鸞
聖
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の『
和
讃
』に
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煩
悩

に
ま
な
こ
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へ
ら
れ
て
　
摂
取
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光

明
み
ざ
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大
悲
も
の
う
き
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が
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ま
で
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分
の
心
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た
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あ
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縁
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。

こころに響くことば 
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※「法海」とは、仏法の広大なことを海にたとえている言葉です。

【
中
学
校
・
高
等
学
校
宗
教
教
育
部
】

今回の表紙は7月1日に開催され
た高等学校・体育祭の応援合戦
におけるひとコマです。華やかなチ
アリーディングをはじめ、企画内容
から衣装製作に至るまで、そのす
べてを生徒たち自身が考えて準備
し、実行に移しています。

2016 September
No.90

P2
Special Issue

特集／中学校・高等学校
今だから考えたい！
これからの「女子を伸ばす教育」とは？

この内容は、中学校・高等学校のWebサイト「今月のことば」に掲載されています。
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寿
無
量
」と
い
う
言
葉
は
、阿

弥
陀
仏
と
い
う
仏
の
、「
光
」と

「
寿（
い
の
ち
）」の
は
た
ら
き
が
、限
り

が
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。「
光
」は「
光
明
」と
も
言
わ
れ
、私

た
ち
を
明
る
く
照
ら
し
出
す
も
の
で
、

仏
の「
智
慧
」を
表
現
す
る
も
の
で
す
。

　
仏
の
智
慧
は「
い
つ
で
も・ど
こ
で

も・
誰
を
で
も
」照
ら
す
光
で
、そ
の
よ

う
な
、時
代
・
地
域
・
民
族
を
超
え
た

普
遍
性
を
あ
ら
わ
す
言
葉
が「
無
量
」

で
す
。親
鸞
聖
人
の『
和
讃
』に
、「
煩
悩

に
ま
な
こ
さ
へ
ら
れ
て
　
摂
取
の
光

明
み
ざ
れ
ど
も
　
大
悲
も
の
う
き
こ

と
な
く
て
　
つ
ね
に
わ
が
身
を
て
ら
す

な
り
」と
あ
る
よ
う
に
、仏
の「
智
慧
」

と「
慈
悲
」は
いつ
も
私
を
照
ら
し
て
い

ま
す
。「
光（
光
明
）」に
は
、「
照
明
」と

「
照
育
」と
い
う
作
用
が
あ
り
ま
す
。

「
照
明
」に
は〝
闇
を
照
ら
し
出
す
〞は

た
ら
き
が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
が
、光
を

受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、影
も
ま
た

は
っ
き
り
し
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、光
が
当
た
る
こ
と
に
よ
っ

て
、そ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
塵
や

埃
も
見
え
て
き
ま
す
。親
鸞
聖
人
は

「
煩
悩
に
眼
を
遮
ら
れ
て
」と
う
た
わ

れ
て
い
ま
す
が
、今
ま
で
見
え
な
か
っ

た
自
分
の
心
の
闇
が
、「
煩
悩
」と
気
づ

か
さ
れ
る
の
も
ま
た
、「
光
明
」の
は
た

ら
き
で
す
。煩
悩
の
代
表
的
な
も
の
と

し
て「
む
さ
ぼ
り
・
怒
り
・
愚
痴
」が
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、簡
単
に
叩
き
出
せ
る

よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の

よ
う
な
心
の
塵
や
埃
を
照
ら
し
出
す

の
が「
照
明
」で
す
。も
う
ひ
と
つ
の「
照

育
」と
は
、太
陽
の
光
が
生
き
物
を
育

て
る
よ
う
に
、私
た
ち
を
成
長
さ
せ
、

豊
か
に
育
む
は
た
ら
き
の
こ
と
で
す
。

　
釈
尊
は「
人
生
は
苦
で
あ
る
」と
説

か
れ
ま
し
た
が
、そ
れ
は
、自
分
の
都

合
の
良
い
よ
う
に
人
生
が
運
ぶ
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。と
も
す
る

と
私
た
ち
は
、自
分
に
と
っ
て
都
合
の

悪
い
こ
と
が
あ
る
と
、自
分
を
深
く
省

み
る
こ
と
な
く
、そ
れ
を
人
や
社
会
な

ど
、他
者
の
せ
い
に
し
よ
う
と
し
ま
す
。

　
人
生
に
は
何
が
あ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、都
合
の
良
い
こ
と
も
、逆
に

悪
い
こ
と
も
自
分
を
成
長
さ
せ
る
大

切
な
縁
で
あ
っ
た
、と
振
り
返
る
こ
と

が
少
し
で
も
あ
れ
ば
、そ
れ
は
大
き
な

成
長
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こころに響くことば 

14

※「法海」とは、仏法の広大なことを海にたとえている言葉です。

【
中
学
校
・
高
等
学
校
宗
教
教
育
部
】
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程
も
違
い
ま
す
。違
う
過
程
を
踏

ん
で
大
人
に
な
っ
て
い
く
男
子
と

女
子
を
一
緒
に
し
て
は
、そ
れ

ぞ
れ
を
最
大
限
に
伸
ば
す
教
育

が
で
き
る
は
ず
が
な
い
の
で
す
。

小
柳
　
私
は
長
年
共
学
校
で
教

鞭
を
執
っ
て
い
た
だ
け
に
、本
校

に
赴
任
し
て
か
ら
改
め
て
、女
子

校
の
魅
力
を
と
て
も
実
感
し
て

い
ま
す
。共
学
校
の
教
師
は
、男

女
の
伸
び
方
の
違
い
を
何
と
な

く
感
じ
て
い
ま
す
が
、裏
付
け
を

持
た
な
い
ま
ま
、入
学
当
初
は

男
子
よ
り
優
秀
な
成
績
だ
っ
た

女
子
が
後
半
で
伸
び
悩
み
、最

後
は
男
子
が
上
位
を
占
め
る
と

い
う
定
説
の
よ
う
な
も
の
を
抱

い
て
い
ま
す
。し
か
し
本
校
で
は

先
生
方
が
最
後
ま
で
生
徒
に
寄

会
の
実
現
が
叫
ば
れ
る
中
、教

育
も
男
女
一
緒
が
当
た
り
前
と

い
う
考
え
方
が
あ
り
、少
子
化
と

も
相
ま
っ
て
、福
岡
県
で
も
こ
の

10
年
ほ
ど
で
共
学
化
が
進
み
ま

し
た
。首
都
圏
や
欧
米
で
は
別

学
の
メ
リ
ッ
ト
が
見
直
さ
れ
て

い
る
の
に
残
念
で
す
。

長
野
　
ア
メ
リ
カ
で
は
２
０
０

２
年
に
新
し
い
法
律（※

１
）が
で

き
、公
立
校
で
も
男
女
別
学
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。１
９
９
５
年
に
は
全
米
で
わ

ず
か
３
校
だ
っ
た
男
女
別
学
教

育
の
導
入
校
が
、現
在
は
５
０

０
校
を
超
え
、素
晴
ら
し
い
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。男
女
は
同

権
で
す
が
、同
質
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。脳
の
仕
組
み
も
成
長
の
過

今
回
の
対
談
を

読
み
解
く

※
１ 

【
N
C
L
B
法
】

０
０
２（
平
成
14
）年
に
ア
メ

リ
カ
で
制
定
さ
れ
た「
落
ち

こ
ぼ
れ
を
つ
く
ら
な
い
た
め
の
初
等

中
等
教
育
法
」。N
C
L
B
は「N

o 
C
hild Left Behind

」の
略
。こ
の

法
律
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、子
ど

も
た
ち
の
学
力
向
上
の
た
め
に

様
々
な
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。そ
の
一
環
と
し
て
、

男
女
の
違
い
を
認
識
す
る
こ
と
が

子
ど
も
た
ち
の
学
力
を
伸
ば
す
こ

と
に
繋
が
る
と
す
る
た
め
、男
女
別

学
の
学
校
や
ク
ラ
ス
を
設
置
で
き
る

よ
う
に
な
り
、そ
の
成
果
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。現
在
は
、男
女
共
学
ク

ラ
ス
と
男
女
別
学
ク
ラ
ス
の
い
ず
れ

か
を
選
択
で
き
る
学
校
も
多
い
。

２※
２ 

【
女
性
キ
ャ
リ
ア
】

手
聖
徳
女
子
中
学
校
･
高
等

学
校
が
２
０
１
０（
平
成
22
）年

度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
日
本
初
の

女
子
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。生
徒
一
人

ひ
と
り
の
可
能
性
を
追
求
し
、知
性

と
気
品
を
兼
ね
備
え
、自
立
し
た
美

し
く
し
な
や
か
な
女
性
、さ
ら
に
は

社
会
に
貢
献
し
得
る
意
欲
と
資
質

を
身
に
つ
け
た
女
性
の
育
成
を
目

指
す
。同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、少
人
数

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
学
級
･
学
年

活
動
、中
学
･
高
校
が
連
携
し
た
全

校
的
な
活
動
、系
列
大
学
と
の
連

携
、多
彩
な
手
段
で
の
活
動
な
ど
多

様
な
形
態
に
よ
る
学
習
を
実
施
。生

徒
が
自
主
的
･
実
践
的
な
活
動
を

進
め
る
中
、自
ら
の
力
で
組
織
を
作

り
、活
動
計
画
を
立
て
て
協
力
し
合

う
よ
う
促
す
。

取※
３ 

【
新
・
ク
ラ
ス
編
成

　
　
　

  

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

0
1
5（
平
成
27
）年
度
に
、筑

紫
女
学
園
中
学
・
高
等
学
校

で
ス
タ
ー
ト
し
た
新
た
な
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
。習
熟
度
別
ク
ラ
ス
編
成
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底
し
、グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
の
強
化
、理
系
教
育
の
充

実
、各
種
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入

な
ど
、中
高
6
年
間
と
い
う
時
間
の

中
で
、生
徒
一
人
ひ
と
り
の
力
を
着

実
に
伸
ば
し
、希
望
の
進
路
を
実

現
す
る
た
め
に
、様
々
な
取
り
組
み

を
推
し
進
め
て
い
る
。詳
し
く
は
、

http://w
w
w
.chikushi.ac.jp/

hsc/j/C
Jnew

s/ 

を
参
照
の
こ
と
。

２

Special Issue

り
添
い
、丁
寧
に
、粘
り
強
く
指

導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。実
際
、

明
る
く
て
意
欲
的
で
協
調
性
も

備
え
た
生
徒
の
多
さ
が
本
校
の

自
慢
で
す
し
、女
子
校
だ
か
ら

こ
そ
、一
人
ひ
と
り
の
個
性
や

良
さ
、強
さ
が
引
き
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
、私
自
身
、実
感
し
て

い
ま
す
。

長
野
　
中
学
・
高
校
時
代
は
、

人
が
人
と
し
て
形
づ
く
ら
れ
る

時
期
で
す
。様
々
な
能
力
が
大

き
く
伸
び
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。こ
の
大
切
な
時
期
を
、よ
り

良
い
環
境
で
学
ぶ
こ
と
こ
そ
、将

来
の
幸
せ
に
繋
が
る
と
考
え
、

本
校（
聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖

徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
）で

は
、生
徒
一
人
ひ
と
り
が｢

美
し

く
し
な
や
か
な
、自
立
し
た
女

性｣

に
成
長
す
る
た
め
の
女
子

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム｢

女
性
キ
ャ
リ

ア｣

（※

２
）を
創
り
ま
し
た
。御
校

の
キ
ー
ワ
ー
ド（
ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ

キ
ー
ワ
ー
ド
）も｢

し
な
や
か｣

で

す
よ
ね
。こ
れ
は
女
子
教
育
に

と
っ
て
非
常
に
大
切
な
要
素
と

し
て
、ア
メ
リ
カ
や
文
科
省
で
も

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
が
、御
校
以
外
で
は
こ
の
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
、と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。

久
光
　
筑
女
で
は
、歴
史
を
礎

と
し
つ
つ
、｢

し
な
や
か
で
ゆ
る

ぎ
な
い
教
育｣

を
目
指
し
て
い
ま

す
。時
代
の
要
請
に
応
え
る
こ
と

も
必
要
で
す
が
、迎
合
し
た
り
、

流
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。中
学
に
導
入
し
た

「
新
・
ク
ラ
ス
編
成
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
」（※

３
）を
軸
と
し
て
、多
様

な
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
力
を
磨

き
、こ
れ
か
ら
の
時
代
を
し
な

や
か
に
生
き
る
女
性
を
育
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
野
　
特
に
中
学
時
代
の
生
徒

に
は
、徹
底
し
て
基
礎
学
力
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
教
育
が
大
切

で
す
か
ら
ね
。強
固
な
基
礎
が

あ
れ
ば
高
校
で
大
き
く
伸
び
る

も
の
で
す
。成
績
表
の｢

５｣

は
80

点
以
上
で
、そ
れ
く
ら
い
の
力
が

あ
れ
ば
十
分
だ
と
思
い
が
ち
で

す
が
、私
は
97
〜
98
％
の
内
容

が
し
っ
か
り
理
解
で
き
て
、初
め

て
基
礎
学
力
が
つ
い
た
と
言
え

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

久
光
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で

す
。本
校
で
は
教
科
ご
と
の
小
テ

ス
ト
で
も
理
解
が
不
十
分
な
場

合
は
何
度
も
何
度
も
再
試
を
行

い
ま
す
。ま
た
、放
課
後
の
指
導

を
行
っ
た
り
、ノ
ー
ト
の
点
検
を

し
た
り
、粘
り
強
く
、と
こ
と
ん

生
徒
と
向
か
い
合
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

長
野
　
大
賛
成
で
す
。本
校
な

ら
、逃
げ
よ
う
と
し
た
ら
追
い
か

け
て
捕
ま
え
ま
す
よ（
笑
）。私
な

り
に｢

良
い
教
師｣

を
言
い
表
す

と
し
た
ら
、｢

善
意
を
持
っ
た
お

節
介
な
人｣

。生
徒
が
間
違
っ
た

こ
と
を
し
た
ら
、善
意
を
も
っ
て

叱
る
。良
い
教
師
は
、全
て
の
行

動
が
善
意
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

小
柳
　
と
こ
ろ
で
、長
野
先
生

は
赴
任
さ
れ
た
学
校
の
難
関
大

学
進
学
実
績
を
10
倍
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
な
ど
、女
子
教
育
に

お
い
て
数
々
の
素
晴
ら
し
い
実

績
を
お
持
ち
で
す
が
、女
子
の
学

い
ま
す
か
？
さ
ら
に
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

長
野
　
少
子
高
齢
化
や
団
塊
世

代
の
一
斉
退
職
な
ど
を
背
景
と

し
て
、こ
れ
ま
で
以
上
に
女
性
の

社
会
貢
献
に
期
待
が
集
ま
る
一

方
、女
性
の
教
育
に
対
す
る
古

い
価
値
観
が
、い
ま
だ
残
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。そ
れ
は
地

方
に
限
ら
ず
首
都
圏
も
同
じ
で

す
ね
。｢

女
性
だ
か
ら…

｣

と
将

来
の
目
標
に
壁
を
作
っ
て
い
る

生
徒
や
保
護
者
も
少
な
く
な
い

の
で
す
。こ
う
し
た
女
性
の
可
能

性
を
抑
制
す
る
心
理
を
打
破
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
、

女
性
が
自
由
に
自
ら
の
将
来
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、別
学
に
お
け
る
女
性
の

た
め
の
教
育
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

久
光
　
同
感
で
す
。し
か
し
な
が

ら
、こ
こ
20
〜
30
年
ほ
ど
で
女

子
高
が
半
減
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。男
女
共
同
参
画
社

小
柳
　
先
ほ
ど
は
、本
校
開
催

の「
特
別
講
演
会
」（
p.6 

参
照
）に

ご
登
壇
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。長
野
先
生
の
お
話

を
伺
い
な
が
ら
、改
め
て
女
子
教

育
の
素
晴
ら
し
さ
を
認
識
で
き

ま
し
た
。そ
れ
で
早
速
で
す
が
、

先
生
は
、長
年
に
わ
た
る
独
自

の
女
子
教
育
の
実
践
や
科
学
的

な
研
究
報
告
な
ど
か
ら
、女
子

の
中
等
教
育
の
現
状
や
課
題
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

｢

女
性
の
た
め｣

の
教
育
で

自
由
な
将
来
の
選
択
を

長
野 

雅
弘 

聖
徳
大
学
教
授
　
　
　
　
小
柳 

和
孝 

校
長
　
　
　
　
久
光 

洋
子 

中
高
一
貫
コ
ー
ス
教
頭

共
に｢

し
な
や
か｣

を

教
育
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

共
に
歩
む
教
師
の
存
在
が

学
力
伸
長
の
大
き
な
力
に

今
改
め
て「
女
子
校
な
ら
で
は
の
教
育
」が

求
め
ら
れ
る
時
代
に
！

鼎談
「
本
校
で
は
時
代
に
応
え
つ
つ
も
流
さ
れ
ず
、生
徒

 

一
人
ひ
と
り
と
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
い
ま
す
」 （
久
光
）

▲（写真右から）長野教授、小柳校長、久光教頭。本校のブランディングキーワードである「その教育 しなやかで、ゆるぎない」 を来校直後に見かけた長野教授は「『しなやか』という言葉は、
　女子教育にとって大切なキーワードですね」とお褒めいただきました。
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「
共
学
校
勤
務
の
経
験
を
経
て
、今
、改
め
て

 

女
子
校
の
魅
力
を
実
感
し
て
い
ま
す
」 （
小
柳
）

今
だ
か
ら
考
え
た
い
！
こ
れ
か
ら
の「
女
子
を
伸
ば
す
教
育
」と
は
？

高・中



程
も
違
い
ま
す
。違
う
過
程
を
踏

ん
で
大
人
に
な
っ
て
い
く
男
子
と

女
子
を
一
緒
に
し
て
は
、そ
れ

ぞ
れ
を
最
大
限
に
伸
ば
す
教
育

が
で
き
る
は
ず
が
な
い
の
で
す
。

小
柳
　
私
は
長
年
共
学
校
で
教

鞭
を
執
っ
て
い
た
だ
け
に
、本
校

に
赴
任
し
て
か
ら
改
め
て
、女
子

校
の
魅
力
を
と
て
も
実
感
し
て

い
ま
す
。共
学
校
の
教
師
は
、男

女
の
伸
び
方
の
違
い
を
何
と
な

く
感
じ
て
い
ま
す
が
、裏
付
け
を

持
た
な
い
ま
ま
、入
学
当
初
は

男
子
よ
り
優
秀
な
成
績
だ
っ
た

女
子
が
後
半
で
伸
び
悩
み
、最

後
は
男
子
が
上
位
を
占
め
る
と

い
う
定
説
の
よ
う
な
も
の
を
抱

い
て
い
ま
す
。し
か
し
本
校
で
は

先
生
方
が
最
後
ま
で
生
徒
に
寄

会
の
実
現
が
叫
ば
れ
る
中
、教

育
も
男
女
一
緒
が
当
た
り
前
と

い
う
考
え
方
が
あ
り
、少
子
化
と

も
相
ま
っ
て
、福
岡
県
で
も
こ
の

10
年
ほ
ど
で
共
学
化
が
進
み
ま

し
た
。首
都
圏
や
欧
米
で
は
別

学
の
メ
リ
ッ
ト
が
見
直
さ
れ
て

い
る
の
に
残
念
で
す
。

長
野
　
ア
メ
リ
カ
で
は
２
０
０

２
年
に
新
し
い
法
律（※

１
）が
で

き
、公
立
校
で
も
男
女
別
学
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。１
９
９
５
年
に
は
全
米
で
わ

ず
か
３
校
だ
っ
た
男
女
別
学
教

育
の
導
入
校
が
、現
在
は
５
０

０
校
を
超
え
、素
晴
ら
し
い
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。男
女
は
同

権
で
す
が
、同
質
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。脳
の
仕
組
み
も
成
長
の
過

今
回
の
対
談
を

読
み
解
く

※
１ 

【
N
C
L
B
法
】

０
０
２（
平
成
14
）年
に
ア
メ

リ
カ
で
制
定
さ
れ
た「
落
ち

こ
ぼ
れ
を
つ
く
ら
な
い
た
め
の
初
等

中
等
教
育
法
」。N
C
L
B
は「N

o 
C
hild Left Behind

」の
略
。こ
の

法
律
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、子
ど

も
た
ち
の
学
力
向
上
の
た
め
に

様
々
な
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。そ
の
一
環
と
し
て
、

男
女
の
違
い
を
認
識
す
る
こ
と
が

子
ど
も
た
ち
の
学
力
を
伸
ば
す
こ

と
に
繋
が
る
と
す
る
た
め
、男
女
別

学
の
学
校
や
ク
ラ
ス
を
設
置
で
き
る

よ
う
に
な
り
、そ
の
成
果
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。現
在
は
、男
女
共
学
ク

ラ
ス
と
男
女
別
学
ク
ラ
ス
の
い
ず
れ

か
を
選
択
で
き
る
学
校
も
多
い
。

２※
２ 

【
女
性
キ
ャ
リ
ア
】

手
聖
徳
女
子
中
学
校
･
高
等

学
校
が
２
０
１
０（
平
成
22
）年

度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
日
本
初
の

女
子
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
。生
徒
一
人

ひ
と
り
の
可
能
性
を
追
求
し
、知
性

と
気
品
を
兼
ね
備
え
、自
立
し
た
美

し
く
し
な
や
か
な
女
性
、さ
ら
に
は

社
会
に
貢
献
し
得
る
意
欲
と
資
質

を
身
に
つ
け
た
女
性
の
育
成
を
目

指
す
。同
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、少
人
数

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
学
級
･
学
年

活
動
、中
学
･
高
校
が
連
携
し
た
全

校
的
な
活
動
、系
列
大
学
と
の
連

携
、多
彩
な
手
段
で
の
活
動
な
ど
多

様
な
形
態
に
よ
る
学
習
を
実
施
。生

徒
が
自
主
的
･
実
践
的
な
活
動
を

進
め
る
中
、自
ら
の
力
で
組
織
を
作

り
、活
動
計
画
を
立
て
て
協
力
し
合

う
よ
う
促
す
。

取※
３ 

【
新
・
ク
ラ
ス
編
成

　
　
　

  

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

0
1
5（
平
成
27
）年
度
に
、筑

紫
女
学
園
中
学
・
高
等
学
校

で
ス
タ
ー
ト
し
た
新
た
な
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
。習
熟
度
別
ク
ラ
ス
編
成
を

こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底
し
、グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
の
強
化
、理
系
教
育
の
充

実
、各
種
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入

な
ど
、中
高
6
年
間
と
い
う
時
間
の

中
で
、生
徒
一
人
ひ
と
り
の
力
を
着

実
に
伸
ば
し
、希
望
の
進
路
を
実

現
す
る
た
め
に
、様
々
な
取
り
組
み

を
推
し
進
め
て
い
る
。詳
し
く
は
、

http://w
w
w
.chikushi.ac.jp/

hsc/j/C
Jnew
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を
参
照
の
こ
と
。

２
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り
添
い
、丁
寧
に
、粘
り
強
く
指

導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。実
際
、

明
る
く
て
意
欲
的
で
協
調
性
も

備
え
た
生
徒
の
多
さ
が
本
校
の

自
慢
で
す
し
、女
子
校
だ
か
ら

こ
そ
、一
人
ひ
と
り
の
個
性
や

良
さ
、強
さ
が
引
き
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
、私
自
身
、実
感
し
て

い
ま
す
。

長
野
　
中
学
・
高
校
時
代
は
、

人
が
人
と
し
て
形
づ
く
ら
れ
る

時
期
で
す
。様
々
な
能
力
が
大

き
く
伸
び
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。こ
の
大
切
な
時
期
を
、よ
り

良
い
環
境
で
学
ぶ
こ
と
こ
そ
、将

来
の
幸
せ
に
繋
が
る
と
考
え
、

本
校（
聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖

徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
）で

は
、生
徒
一
人
ひ
と
り
が｢

美
し

く
し
な
や
か
な
、自
立
し
た
女

性｣

に
成
長
す
る
た
め
の
女
子

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム｢

女
性
キ
ャ
リ

ア｣

（※

２
）を
創
り
ま
し
た
。御
校

の
キ
ー
ワ
ー
ド（
ブ
ラ
ン
ディ
ン
グ

キ
ー
ワ
ー
ド
）も｢

し
な
や
か｣

で

す
よ
ね
。こ
れ
は
女
子
教
育
に

と
っ
て
非
常
に
大
切
な
要
素
と

し
て
、ア
メ
リ
カ
や
文
科
省
で
も

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
が
、御
校
以
外
で
は
こ
の
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
、と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。

久
光
　
筑
女
で
は
、歴
史
を
礎

と
し
つ
つ
、｢

し
な
や
か
で
ゆ
る

ぎ
な
い
教
育｣

を
目
指
し
て
い
ま

す
。時
代
の
要
請
に
応
え
る
こ
と

も
必
要
で
す
が
、迎
合
し
た
り
、

流
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。中
学
に
導
入
し
た

「
新
・
ク
ラ
ス
編
成
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
」（※

３
）を
軸
と
し
て
、多
様

な
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
力
を
磨

き
、こ
れ
か
ら
の
時
代
を
し
な

や
か
に
生
き
る
女
性
を
育
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
野
　
特
に
中
学
時
代
の
生
徒

に
は
、徹
底
し
て
基
礎
学
力
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
教
育
が
大
切

で
す
か
ら
ね
。強
固
な
基
礎
が

あ
れ
ば
高
校
で
大
き
く
伸
び
る

も
の
で
す
。成
績
表
の｢
５｣
は
80

点
以
上
で
、そ
れ
く
ら
い
の
力
が

あ
れ
ば
十
分
だ
と
思
い
が
ち
で

す
が
、私
は
97
〜
98
％
の
内
容

が
し
っ
か
り
理
解
で
き
て
、初
め

て
基
礎
学
力
が
つ
い
た
と
言
え

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

久
光
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で

す
。本
校
で
は
教
科
ご
と
の
小
テ

ス
ト
で
も
理
解
が
不
十
分
な
場

合
は
何
度
も
何
度
も
再
試
を
行

い
ま
す
。ま
た
、放
課
後
の
指
導

を
行
っ
た
り
、ノ
ー
ト
の
点
検
を

し
た
り
、粘
り
強
く
、と
こ
と
ん

生
徒
と
向
か
い
合
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

長
野
　
大
賛
成
で
す
。本
校
な

ら
、逃
げ
よ
う
と
し
た
ら
追
い
か

け
て
捕
ま
え
ま
す
よ（
笑
）。私
な

り
に｢

良
い
教
師｣

を
言
い
表
す

と
し
た
ら
、｢

善
意
を
持
っ
た
お

節
介
な
人｣

。生
徒
が
間
違
っ
た

こ
と
を
し
た
ら
、善
意
を
も
っ
て

叱
る
。良
い
教
師
は
、全
て
の
行

動
が
善
意
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

小
柳
　
と
こ
ろ
で
、長
野
先
生

は
赴
任
さ
れ
た
学
校
の
難
関
大

学
進
学
実
績
を
10
倍
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
な
ど
、女
子
教
育
に

お
い
て
数
々
の
素
晴
ら
し
い
実

績
を
お
持
ち
で
す
が
、女
子
の
学

い
ま
す
か
？
さ
ら
に
お
考
え
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

長
野
　
少
子
高
齢
化
や
団
塊
世

代
の
一
斉
退
職
な
ど
を
背
景
と

し
て
、こ
れ
ま
で
以
上
に
女
性
の

社
会
貢
献
に
期
待
が
集
ま
る
一

方
、女
性
の
教
育
に
対
す
る
古

い
価
値
観
が
、い
ま
だ
残
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。そ
れ
は
地

方
に
限
ら
ず
首
都
圏
も
同
じ
で

す
ね
。｢

女
性
だ
か
ら…

｣

と
将

来
の
目
標
に
壁
を
作
っ
て
い
る

生
徒
や
保
護
者
も
少
な
く
な
い

の
で
す
。こ
う
し
た
女
性
の
可
能

性
を
抑
制
す
る
心
理
を
打
破
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
、

女
性
が
自
由
に
自
ら
の
将
来
を

選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、別
学
に
お
け
る
女
性
の

た
め
の
教
育
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

久
光
　
同
感
で
す
。し
か
し
な
が

ら
、こ
こ
20
〜
30
年
ほ
ど
で
女

子
高
が
半
減
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。男
女
共
同
参
画
社

小
柳
　
先
ほ
ど
は
、本
校
開
催

の「
特
別
講
演
会
」（
p.6 

参
照
）に

ご
登
壇
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。長
野
先
生
の
お
話

を
伺
い
な
が
ら
、改
め
て
女
子
教

育
の
素
晴
ら
し
さ
を
認
識
で
き

ま
し
た
。そ
れ
で
早
速
で
す
が
、

先
生
は
、長
年
に
わ
た
る
独
自

の
女
子
教
育
の
実
践
や
科
学
的

な
研
究
報
告
な
ど
か
ら
、女
子

の
中
等
教
育
の
現
状
や
課
題
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

｢

女
性
の
た
め｣

の
教
育
で

自
由
な
将
来
の
選
択
を

長
野 

雅
弘 

聖
徳
大
学
教
授
　
　
　
　
小
柳 

和
孝 

校
長
　
　
　
　
久
光 

洋
子 

中
高
一
貫
コ
ー
ス
教
頭

共
に｢

し
な
や
か｣

を

教
育
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

共
に
歩
む
教
師
の
存
在
が

学
力
伸
長
の
大
き
な
力
に

今
改
め
て「
女
子
校
な
ら
で
は
の
教
育
」が

求
め
ら
れ
る
時
代
に
！

鼎談
「
本
校
で
は
時
代
に
応
え
つ
つ
も
流
さ
れ
ず
、生
徒

 

一
人
ひ
と
り
と
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
い
ま
す
」 （
久
光
）

▲（写真右から）長野教授、小柳校長、久光教頭。本校のブランディングキーワードである「その教育 しなやかで、ゆるぎない」 を来校直後に見かけた長野教授は「『しなやか』という言葉は、
　女子教育にとって大切なキーワードですね」とお褒めいただきました。
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「
共
学
校
勤
務
の
経
験
を
経
て
、今
、改
め
て

 

女
子
校
の
魅
力
を
実
感
し
て
い
ま
す
」 （
小
柳
）

今
だ
か
ら
考
え
た
い
！
こ
れ
か
ら
の「
女
子
を
伸
ば
す
教
育
」と
は
？

高・中
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演
で
は
ニュ
ー
ロ
ン
の
話
も
学
力

を
伸
ば
す
ポ
イ
ン
ト
し
て
お
話

し
し
ま
し
た
。ニュ
ー
ロ
ン
は
左
側

頭
部
に
あ
る
神
経
細
胞
で
、褒

め
ら
れ
た
時
に
伸
び
る
こ
と
が

科
学
的
に
も
実
証
さ
れ
て
い
ま

す
。ニュ
ー
ロ
ン
が
伸
び
る
と｢

頑

張
る
力｣

や｢

負
け
な
い
心｣｢

前

向
き
な
心｣

が
蓄
積
さ
れ
て
い
き

ま
す
。で
す
か
ら
、教
師
の
皆
さ

ん
も
保
護
者
の
方
も
生
徒
が
頑

張
っ
て
い
る
姿
を
見
た
ら
、ぜ
ひ

褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。特
に

ご
両
親
の
褒
め
言
葉
は
最
強
の

｢
や
る
気
増
強
剤｣

な
ん
で
す
よ
。

小
柳
　
褒
め
る
こ
と
は｢

心｣

ば

か
り
か｢
脳｣
に
も
良
い
ん
で
す

ね
。共
感
脳
な
ど
の
こ
と
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、長

野
先
生
の
お
話
は
情
緒
的
な
こ

と
に
加
え
、脳
科
学
に
も
基
づ
い

て
お
ら
れ
る
の
で
説
得
力
が
あ

り
ま
す
ね
。選
定
す
べ
き
問
題
集

や
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
こ
と
に
つ
い
て

も
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
す
。

久
光
　
何
事
に
お
い
て
も
や
る

気
は
自
ら
輝
く
た
め
の
第
一

歩
。理
解
し
て
能
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
、子
ど
も
た

ち
は
輝
い
て
い
き
ま
す
よ
ね
。そ

の
た
め
に
本
校
で
は
、勉
強
だ

け
で
な
く
行
事
や
部
活
動
な

ど
、一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
輝

く
た
め
の
き
っ
か
け
と
な
る
機

会
も
用
意
し
て
い
ま
す
。中
高
一

貫
校
に
は
中
だ
る
み
の
問
題
も

あ
り
ま
す
の
で
、常
に
次
の
目

標
を
設
定
で
き
る
環
境
が
大
切

で
す
。そ
う
し
た
中
に
い
る
と
、

女
子
は
自
然
と
高
み
を
目
指
す

よ
う
に
な
る
も
の
。ま
た
、み
ん

な
で
助
け
合
い
、力
を
合
わ
せ
て

共
感
し
な
が
ら
成
長
し
て
く
れ

る
ん
で
す
。

長
野
　
そ
う
、女
子
は
そ
の
点

が
強
い
ん
で
す
よ
。助
け
合
い
や

共
感
を
教
師
と
共
有
で
き
れ
ば

落
ち
こ
ぼ
し
は
生
ま
れ
ま
せ
ん

し
、友
だ
ち
と
共
有
で
き
れ
ば

学
び
合
い
、一
緒
に
歩
ん
で
い
け

力
を
伸
ば
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
お
教
え
願
え
ま
す
か
。

長
野
　
第
一
に
大
切
な
の
は
、

苦
手
な
教
科･
単
元
に
も
共
感

し
て
一
緒
に
取
り
組
み
、歩
む

指
導
者
が
い
る
こ
と
で
す
。そ
の

点
、筑
女
は
先
生
方
が
と
て
も

熱
心
な
の
で
全
く
問
題
あ
り
ま

せ
ん
ね
。他
に
は
、ス
モ
ー
ル
ス

テ
ッ
プ
、つ
ま
り
小
さ
な
成
功
体

験
の
積
み
重
ね
を
大
切
に
す
る

こ
と
や
、達
成･

成
就
の
実
感
に

よ
り
、自
信
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と

も
大
事
で
す
。ま
た
、一
人
き
り

で
取
り
組
ま
せ
る
演
習
で
は
、

あ
ま
り
難
易
度
の
高
く
な
い
問

題
集
を
与
え
る
べ
き
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

久
光
　
男
女
で
大
き
く
違
う
点

は
あ
り
ま
す
か
？
講
演
の
中
で

お
話
し
に
な
っ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ロ

ン
に
つ
い
て
も
今
一
度
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

長
野
　
女
子
は
多
様
な
問
題
に

慣
れ
さ
せ
る
た
め
に
、同
程
度
の

問
題
集
数
冊
に
取
り
組
ま
せ
る

こ
と
が
大
切
。女
子
は
解
い
た

回
数
よ
り
も
、解
い
た
問
題
の
数

に
よ
っ
て
、｢

勉
強
し
た｣

と
納
得

す
る
か
ら
で
す
。よ
っ
て
、本
番
で

未
知
の
問
題
が
出
る
と
、頭
の

中
が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
が
、多
く
の
問
題
を
解
い
て

お
け
ば
底
力
を
発
揮
し
ま
す
。講

（※

４
）も
始
め
ま
し
た
。ま
た
、自

ら
の
経
験
を
発
表
す
る｢

ス
チ
ュ

ー
デ
ン
ト･

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン｣

（※

５
）、学
校
の
広
報
活
動
に
参

加
す
る｢

ス
マ
イ
ル
Ｃ
Ｊ
プ
ロ
ジェ

ク
ト（
Ｓ
Ｃ
Ｊ
）｣（※

６
）と
い
っ
た

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。多

く
の
生
徒
が
喜
ん
で
協
力
し
て

く
れ
る
ん
で
す
よ
。

長
野
　
筑
女
の
生
徒
さ
ん
は
自

分
た
ち
の
学
校
が
大
好
き
な
ん

で
す
ね
。素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
。ま
た
、生
徒
た
ち
に｢

女
性

と
し
て
自
立
し
て
生
き
る
こ
と｣

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
見
せ

て
お
ら
れ
る
点
も
共
感
し
ま
す
。

本
校
の｢

女
性
キ
ャ
リ
ア｣

で
も
、

同
様
の
取
り
組
み
を
長
年
に
わ

た
っ
て
継
続
し
て
い
ま
す
。

久
光
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。長
野
先
生
の
お
考
え
と
筑

女
の
ス
タ
ン
ス
に
は
重
な
る
こ

と
が
多
く
、今
後
の
力
に
な
り

ま
し
た
。生
徒
た
ち
が
自
分
ら

し
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
、人
間

教
育
を
基
本
に
、学
力
も
心
も

し
っ
か
り
と
育
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

長
野
　
御
校
は
理
念
が
ぶ
れ
ず
、

先
生
方
が
皆
さ
ん
熱
心
な
の

で
、時
代
が
い
か
に
変
わ
ろ
う
と

も
必
要
と
さ
れ
る
は
ず
で
す
。本

物
の
学
校
は
必
ず
残
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
筑
紫
女
学
園
な
ら

で
は
の
魅
力
を
し
っ
か
り
と
打

ち
出
し
て
いっ
て
く
だ
さ
い
。

小
柳
　
伝
統
に
あ
ぐ
ら
を
か
か

ず
、体
系
化
し
て
い
る
女
子
教
育

に
は
揺
る
が
ぬ
自
信
を
持
っ
て
、

生
徒
や
保
護
者
と
向
き
合
っ
て

い
き
ま
す
。こ
れ
が｢

不
易｣

。ま

た
、時
代
の
流
れ
を
見
極
め
る

｢

流
行｣

や
、先
を
読
む
先
見
性

も
教
育
に
は
必
須
と
考
え
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、長
野
先
生
に
貴

重
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
、筑
女
に
お
け
る
女
子

教
育
への
意
を
改
め
て
強
く
胸
に

刻
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。本
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

る
ん
で
す
。生
来
、共
感
力
が
高

い
女
性
に
は
、互
い
に
協
力
し
合

い
、伸
ば
し
合
い
、助
け
合
う
と
い

う
理
想
の
社
会
を
創
っ
て
い
く

力
が
内
在
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。女
性
に
は
、社
会
の
牽
引
者

に
ふ
さ
わ
し
い
資
質
が
あ
る
ん

で
す
。

小
柳
　
だ
か
ら
こ
そ
、視
野
を

広
げ
ら
れ
る
機
会
を
作
る
こ
と

も
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
本
校
で
は
、大
学
の
先
生

や
専
門
家
を
お
招
き
し
て
生
徒

た
ち
に
直
接
講
義
を
し
て
い
た

だ
き
、大
学
な
ど
に
お
け
る
実
際

の
授
業
や
研
究
内
容
に
触
れ
る

従
来
の｢

追
夢（
ツ
イ
ム
）講
座｣

に
加
え
、各
分
野
の
第
一
線
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
お
話
を

伺
う｢

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」

共
感
力
が
高
い
女
性
に
は

理
想
の
社
会
を
創
る
力
が
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※
６ 

【
ス
マ
イ
ル
C
J

　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｓ
Ｃ
Ｊ
）】

女
生
の
笑
顔
を
み
ん
な
の
笑

顔
へ
」を
モ
ッ
ト
ー
に
結
成
さ

れ
た
高
校
の
生
徒
組
織
。筑
女
の
広

報
活
動
に
お
け
る
情
報
発
信
や
行

事
な
ど
の
ガ
イ
ド
役
を
務
め
、筑
紫

女
学
園
大
学
に
留
学
中
の
学
生
を

招
い
て
の
交
流
会
や
マ
ナ
ー
研
修
会

も
実
施
。ま
た
、企
業
と
の
共
同
開

発
な
ど
に
携
わ
る
こ
と
も
。自
薦
他

薦
は
問
わ
ず
、現
在
は
約
1
0
0
名

が
在
籍
。

「
筑

│Report│ 長野先生の講演会を開催！

校では、本年７月９日（土）小・中・高校
生とその保護者、教育関係者などを対

象に、本校講堂にて長野雅弘氏の特別講演
会を主催しました。
　多数の受講者を前に、小柳校長が講演に
先立ち、仏教の教えによる「命の教育」という
普遍的な人間教育を根底とする筑紫女学園
中学校･高等学校の教育を語り、「この機会を
“自律してしなやかに美しく生きる女性”の育成
のための学びに」と挨拶。続いて長野先生か
ら、「子どもの成長過程における『女子教育』の
必要性～ダイバーシティー・インクルーシブの
現代～」とのテーマに基づき、別学による女子
教育のメリットを、脳科学、心理学、児童教育、
現代世界の状況といった面から分かりやすく
お話しいただきました。
　実践に裏付けされた興味深い内容に、聴講

された皆さんは熱心にペンを
走らせ、講演後の質疑応答で
は自宅での学習環境のあり方
を尋ねる保護者の方も。学
習、リラックス、睡眠といった活
動を明確にした空間で過ごす
ことの大切さや、起床、自宅学
習、就寝の時間を固定する効
果などを説かれる長野先生の
お話に納得し、「我が家でも
早速！」と思われた方も多かっ
たのではないでしょうか。
　なお、「ダイバーシティー・イ
ンクルーシブ」とは、多様な価値観や個性を尊
重しながら、同じ目的を共有する存在としての
「同質性」を改めて確認し、全体を包括した視
点から自らの行動を考え、組織づくりの基盤に

すること。講演の中で示された、女性が社会で
活躍するために重要な中等教育のあり方が、
筑女のスタンスと多くの点で重なることを確認
することができました。

「勉強ができない」という思い込みを払拭。
別学による女子教育と子どもを伸ばす環境を

「
共
感
力
が
高
い
女
性
に
は
、理
想
的
な
社
会
を

 

創
っ
て
い
く
力
が
内
在
し
て
い
る
ん
で
す
」 （
長
野
）

長野 雅弘
【ながの・まさひろ】

●南山大学外国語学部卒業後、
公立高校を経て私立の女子高等
学校に赴任。その後数校の女子
校の校長を歴任し、学校改革に
おいて手腕を発揮。中でも2009
年4月から2016年3月まで校長を
務めた聖徳大学附属取手聖徳女
子中学校・高等学校では、国公
立大学・難関私立大学への現役
合格者を4%から40％に激増さ
せた。なお、同校は2010年、新た
な女子教育プログラム「女性キャ
リア」をスタート。この分野では全
国初となる「教育課程特例校」と
して文部科学大臣より指定を受
け、教育界からも注目されている。
2012年4月より、聖徳大学児童学
部教授。

▲本校の良いところを学内外に発信するための高校生の組織「スマイルCJ
プロジェクト」。任務を遂行するにあたり、独自のマナー研修なども実施し、「お
もてなし」の本質についても学びます。

▲生徒の知的好奇心を高め、進路への意識、目標達成
に向けた意欲の向上を図るために大学の先生方を招い
て行う「追夢（ツイム）講座」（高校1年～3年次に実施）。

▲2016年度から高校1年生に対して実施している
「SBE（Sustainable Business and the Environment）プロ
グラム」。「維持可能なビジネスと環境」をテーマに、新
しい学びの視点を育むグローバル学習。授業はすべて
英語で実施。ディスカッションやプレゼンテーションを
行いながら、理解力・発信力・協働力を身につけます。

▲｢今日お話しいただいたことを本校の教
育の裏付けとして我々がしっかり認識する
ことで、学内外の方々の本校に対する理解
を深めることができるはず。さらに自信を
持って邁進できます｣と小柳校長。

▲｢講演のテーマであった『ダイバーシ
ティー・インクルーシブ』は、いろいろな人と
出会い、共に生きること。恵まれた命を尊び、
自らのいのちを輝かせ、他のいのちも大切
にするという本校の校訓とも重なりました｣
と久光教頭。

今
だ
か
ら
考
え
た
い
！
こ
れ
か
ら
の「
女
子
を
伸
ば
す
教
育
」と
は
？

高・中

※
４ 

【
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
セ
ミ
ナ
ー
】

ま
ざ
ま
な
分
野
で
国
際
的
に

活
躍
さ
れ
る
方
々
の
講
演
を

聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ

ン
ド
を
養
い
、地
球
規
模
の
諸
課
題

に
つ
い
て
見
聞
を
深
め
る
と
と
も
に

考
察
を
深
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
。

講
演
後
に
は
、「
国
際
的
な
機
構
で

働
く
た
め
に
必
要
な
素
養
と
は
？
」

と
い
っ
た
質
問
が
挙
が
り
、闊
達
な

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
。

さ※
５ 

【
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
･

　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】

報
化
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
、多
様

化
の
進
展
の
中
で
、生
徒
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
引
き
出
し
、グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材

育
成
を
期
し
て
実
施
。留
学
、国
内

外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、「
模
擬

国
連
」、「
日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

養
成
塾
」な
ど
に
お
い
て
、主
体
的

に
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
た
体
験

を
発
表
す
る
。

情

本

不
易
流
行
と
先
見
性
で

必
要
と
さ
れ
る
学
校
に

▲｢首都圏には共学の形を保ちながら、授業は男女
別に行っている学校も増えてきました。それもまた、
別学の良さが浸透してきた証ですね｣と長野教授。

◀長野先生の著書の一部。『女の子
の学力の伸ばし方 心の育て方』（写真
左／あさ出版刊／1,400円＋税）
は、女子が自立し、幸せな人生を歩
むために必要な考え方から具体
的な取り組みまで、詳細に解説。
▶『「勉強ができない」と思い込
んでいる女の子とお母さんへ～

思春期の「学力」を伸ばし「心」を育てる45の言葉～』
（写真右／学研教育出版刊／1,400円＋税）は、思春
期の女の子を持つ母親に向け、学力の伸びる子に育
てるための基本的な考え方やさまざな実践例などが
分かりやすくレクチャーされた一冊。
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演
で
は
ニュ
ー
ロ
ン
の
話
も
学
力

を
伸
ば
す
ポ
イ
ン
ト
し
て
お
話

し
し
ま
し
た
。ニュ
ー
ロ
ン
は
左
側

頭
部
に
あ
る
神
経
細
胞
で
、褒

め
ら
れ
た
時
に
伸
び
る
こ
と
が

科
学
的
に
も
実
証
さ
れ
て
い
ま

す
。ニュ
ー
ロ
ン
が
伸
び
る
と｢

頑

張
る
力｣

や｢

負
け
な
い
心｣｢

前

向
き
な
心｣

が
蓄
積
さ
れ
て
い
き

ま
す
。で
す
か
ら
、教
師
の
皆
さ

ん
も
保
護
者
の
方
も
生
徒
が
頑

張
っ
て
い
る
姿
を
見
た
ら
、ぜ
ひ

褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。特
に

ご
両
親
の
褒
め
言
葉
は
最
強
の

｢

や
る
気
増
強
剤｣

な
ん
で
す
よ
。

小
柳
　
褒
め
る
こ
と
は｢

心｣

ば

か
り
か｢

脳｣

に
も
良
い
ん
で
す

ね
。共
感
脳
な
ど
の
こ
と
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、長

野
先
生
の
お
話
は
情
緒
的
な
こ

と
に
加
え
、脳
科
学
に
も
基
づ
い

て
お
ら
れ
る
の
で
説
得
力
が
あ

り
ま
す
ね
。選
定
す
べ
き
問
題
集

や
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
こ
と
に
つ
い
て

も
、大
変
勉
強
に
な
り
ま
す
。

久
光
　
何
事
に
お
い
て
も
や
る

気
は
自
ら
輝
く
た
め
の
第
一

歩
。理
解
し
て
能
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
、子
ど
も
た

ち
は
輝
い
て
い
き
ま
す
よ
ね
。そ

の
た
め
に
本
校
で
は
、勉
強
だ

け
で
な
く
行
事
や
部
活
動
な

ど
、一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
輝

く
た
め
の
き
っ
か
け
と
な
る
機

会
も
用
意
し
て
い
ま
す
。中
高
一

貫
校
に
は
中
だ
る
み
の
問
題
も

あ
り
ま
す
の
で
、常
に
次
の
目

標
を
設
定
で
き
る
環
境
が
大
切

で
す
。そ
う
し
た
中
に
い
る
と
、

女
子
は
自
然
と
高
み
を
目
指
す

よ
う
に
な
る
も
の
。ま
た
、み
ん

な
で
助
け
合
い
、力
を
合
わ
せ
て

共
感
し
な
が
ら
成
長
し
て
く
れ

る
ん
で
す
。

長
野
　
そ
う
、女
子
は
そ
の
点

が
強
い
ん
で
す
よ
。助
け
合
い
や

共
感
を
教
師
と
共
有
で
き
れ
ば

落
ち
こ
ぼ
し
は
生
ま
れ
ま
せ
ん

し
、友
だ
ち
と
共
有
で
き
れ
ば

学
び
合
い
、一
緒
に
歩
ん
で
い
け

力
を
伸
ば
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
お
教
え
願
え
ま
す
か
。

長
野
　
第
一
に
大
切
な
の
は
、

苦
手
な
教
科･

単
元
に
も
共
感

し
て
一
緒
に
取
り
組
み
、歩
む

指
導
者
が
い
る
こ
と
で
す
。そ
の

点
、筑
女
は
先
生
方
が
と
て
も

熱
心
な
の
で
全
く
問
題
あ
り
ま

せ
ん
ね
。他
に
は
、ス
モ
ー
ル
ス

テ
ッ
プ
、つ
ま
り
小
さ
な
成
功
体

験
の
積
み
重
ね
を
大
切
に
す
る

こ
と
や
、達
成･

成
就
の
実
感
に

よ
り
、自
信
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と

も
大
事
で
す
。ま
た
、一
人
き
り

で
取
り
組
ま
せ
る
演
習
で
は
、

あ
ま
り
難
易
度
の
高
く
な
い
問

題
集
を
与
え
る
べ
き
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

久
光
　
男
女
で
大
き
く
違
う
点

は
あ
り
ま
す
か
？
講
演
の
中
で

お
話
し
に
な
っ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ロ

ン
に
つ
い
て
も
今
一
度
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

長
野
　
女
子
は
多
様
な
問
題
に

慣
れ
さ
せ
る
た
め
に
、同
程
度
の

問
題
集
数
冊
に
取
り
組
ま
せ
る

こ
と
が
大
切
。女
子
は
解
い
た

回
数
よ
り
も
、解
い
た
問
題
の
数

に
よ
っ
て
、｢

勉
強
し
た｣

と
納
得

す
る
か
ら
で
す
。よ
っ
て
、本
番
で

未
知
の
問
題
が
出
る
と
、頭
の

中
が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
が
、多
く
の
問
題
を
解
い
て

お
け
ば
底
力
を
発
揮
し
ま
す
。講

（※
４
）も
始
め
ま
し
た
。ま
た
、自

ら
の
経
験
を
発
表
す
る｢

ス
チ
ュ

ー
デ
ン
ト･
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン｣

（※

５
）、学
校
の
広
報
活
動
に
参

加
す
る｢

ス
マ
イ
ル
Ｃ
Ｊ
プ
ロ
ジェ

ク
ト（
Ｓ
Ｃ
Ｊ
）｣（※
６
）と
い
っ
た

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。多

く
の
生
徒
が
喜
ん
で
協
力
し
て

く
れ
る
ん
で
す
よ
。

長
野
　
筑
女
の
生
徒
さ
ん
は
自

分
た
ち
の
学
校
が
大
好
き
な
ん

で
す
ね
。素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す
。ま
た
、生
徒
た
ち
に｢

女
性

と
し
て
自
立
し
て
生
き
る
こ
と｣

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
見
せ

て
お
ら
れ
る
点
も
共
感
し
ま
す
。

本
校
の｢

女
性
キ
ャ
リ
ア｣

で
も
、

同
様
の
取
り
組
み
を
長
年
に
わ

た
っ
て
継
続
し
て
い
ま
す
。

久
光
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。長
野
先
生
の
お
考
え
と
筑

女
の
ス
タ
ン
ス
に
は
重
な
る
こ

と
が
多
く
、今
後
の
力
に
な
り

ま
し
た
。生
徒
た
ち
が
自
分
ら

し
く
生
き
ら
れ
る
よ
う
、人
間

教
育
を
基
本
に
、学
力
も
心
も

し
っ
か
り
と
育
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

長
野
　
御
校
は
理
念
が
ぶ
れ
ず
、

先
生
方
が
皆
さ
ん
熱
心
な
の

で
、時
代
が
い
か
に
変
わ
ろ
う
と

も
必
要
と
さ
れ
る
は
ず
で
す
。本

物
の
学
校
は
必
ず
残
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
筑
紫
女
学
園
な
ら

で
は
の
魅
力
を
し
っ
か
り
と
打

ち
出
し
て
いっ
て
く
だ
さ
い
。

小
柳
　
伝
統
に
あ
ぐ
ら
を
か
か

ず
、体
系
化
し
て
い
る
女
子
教
育

に
は
揺
る
が
ぬ
自
信
を
持
っ
て
、

生
徒
や
保
護
者
と
向
き
合
っ
て

い
き
ま
す
。こ
れ
が｢

不
易｣

。ま

た
、時
代
の
流
れ
を
見
極
め
る

｢

流
行｣

や
、先
を
読
む
先
見
性

も
教
育
に
は
必
須
と
考
え
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、長
野
先
生
に
貴

重
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き

た
こ
と
で
、筑
女
に
お
け
る
女
子

教
育
への
意
を
改
め
て
強
く
胸
に

刻
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。本
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

る
ん
で
す
。生
来
、共
感
力
が
高

い
女
性
に
は
、互
い
に
協
力
し
合

い
、伸
ば
し
合
い
、助
け
合
う
と
い

う
理
想
の
社
会
を
創
っ
て
い
く

力
が
内
在
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。女
性
に
は
、社
会
の
牽
引
者

に
ふ
さ
わ
し
い
資
質
が
あ
る
ん

で
す
。

小
柳
　
だ
か
ら
こ
そ
、視
野
を

広
げ
ら
れ
る
機
会
を
作
る
こ
と

も
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
本
校
で
は
、大
学
の
先
生

や
専
門
家
を
お
招
き
し
て
生
徒

た
ち
に
直
接
講
義
を
し
て
い
た

だ
き
、大
学
な
ど
に
お
け
る
実
際

の
授
業
や
研
究
内
容
に
触
れ
る

従
来
の｢

追
夢（
ツ
イ
ム
）講
座｣

に
加
え
、各
分
野
の
第
一
線
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
々
の
お
話
を

伺
う｢

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
セ
ミ
ナ
ー
」

共
感
力
が
高
い
女
性
に
は

理
想
の
社
会
を
創
る
力
が
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※
６ 

【
ス
マ
イ
ル
C
J

　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｓ
Ｃ
Ｊ
）】

女
生
の
笑
顔
を
み
ん
な
の
笑

顔
へ
」を
モ
ッ
ト
ー
に
結
成
さ

れ
た
高
校
の
生
徒
組
織
。筑
女
の
広

報
活
動
に
お
け
る
情
報
発
信
や
行

事
な
ど
の
ガ
イ
ド
役
を
務
め
、筑
紫

女
学
園
大
学
に
留
学
中
の
学
生
を

招
い
て
の
交
流
会
や
マ
ナ
ー
研
修
会

も
実
施
。ま
た
、企
業
と
の
共
同
開

発
な
ど
に
携
わ
る
こ
と
も
。自
薦
他

薦
は
問
わ
ず
、現
在
は
約
1
0
0
名

が
在
籍
。

「
筑

│Report│ 長野先生の講演会を開催！

校では、本年７月９日（土）小・中・高校
生とその保護者、教育関係者などを対

象に、本校講堂にて長野雅弘氏の特別講演
会を主催しました。
　多数の受講者を前に、小柳校長が講演に
先立ち、仏教の教えによる「命の教育」という
普遍的な人間教育を根底とする筑紫女学園
中学校･高等学校の教育を語り、「この機会を
“自律してしなやかに美しく生きる女性”の育成
のための学びに」と挨拶。続いて長野先生か
ら、「子どもの成長過程における『女子教育』の
必要性～ダイバーシティー・インクルーシブの
現代～」とのテーマに基づき、別学による女子
教育のメリットを、脳科学、心理学、児童教育、
現代世界の状況といった面から分かりやすく
お話しいただきました。
　実践に裏付けされた興味深い内容に、聴講

された皆さんは熱心にペンを
走らせ、講演後の質疑応答で
は自宅での学習環境のあり方
を尋ねる保護者の方も。学
習、リラックス、睡眠といった活
動を明確にした空間で過ごす
ことの大切さや、起床、自宅学
習、就寝の時間を固定する効
果などを説かれる長野先生の
お話に納得し、「我が家でも
早速！」と思われた方も多かっ
たのではないでしょうか。
　なお、「ダイバーシティー・イ
ンクルーシブ」とは、多様な価値観や個性を尊
重しながら、同じ目的を共有する存在としての
「同質性」を改めて確認し、全体を包括した視
点から自らの行動を考え、組織づくりの基盤に

すること。講演の中で示された、女性が社会で
活躍するために重要な中等教育のあり方が、
筑女のスタンスと多くの点で重なることを確認
することができました。

「勉強ができない」という思い込みを払拭。
別学による女子教育と子どもを伸ばす環境を

「
共
感
力
が
高
い
女
性
に
は
、理
想
的
な
社
会
を

 

創
っ
て
い
く
力
が
内
在
し
て
い
る
ん
で
す
」 （
長
野
）

長野 雅弘
【ながの・まさひろ】

●南山大学外国語学部卒業後、
公立高校を経て私立の女子高等
学校に赴任。その後数校の女子
校の校長を歴任し、学校改革に
おいて手腕を発揮。中でも2009
年4月から2016年3月まで校長を
務めた聖徳大学附属取手聖徳女
子中学校・高等学校では、国公
立大学・難関私立大学への現役
合格者を4%から40％に激増さ
せた。なお、同校は2010年、新た
な女子教育プログラム「女性キャ
リア」をスタート。この分野では全
国初となる「教育課程特例校」と
して文部科学大臣より指定を受
け、教育界からも注目されている。
2012年4月より、聖徳大学児童学
部教授。

▲本校の良いところを学内外に発信するための高校生の組織「スマイルCJ
プロジェクト」。任務を遂行するにあたり、独自のマナー研修なども実施し、「お
もてなし」の本質についても学びます。

▲生徒の知的好奇心を高め、進路への意識、目標達成
に向けた意欲の向上を図るために大学の先生方を招い
て行う「追夢（ツイム）講座」（高校1年～3年次に実施）。

▲2016年度から高校1年生に対して実施している
「SBE（Sustainable Business and the Environment）プロ
グラム」。「維持可能なビジネスと環境」をテーマに、新
しい学びの視点を育むグローバル学習。授業はすべて
英語で実施。ディスカッションやプレゼンテーションを
行いながら、理解力・発信力・協働力を身につけます。

▲｢今日お話しいただいたことを本校の教
育の裏付けとして我々がしっかり認識する
ことで、学内外の方々の本校に対する理解
を深めることができるはず。さらに自信を
持って邁進できます｣と小柳校長。

▲｢講演のテーマであった『ダイバーシ
ティー・インクルーシブ』は、いろいろな人と
出会い、共に生きること。恵まれた命を尊び、
自らのいのちを輝かせ、他のいのちも大切
にするという本校の校訓とも重なりました｣
と久光教頭。

今
だ
か
ら
考
え
た
い
！
こ
れ
か
ら
の「
女
子
を
伸
ば
す
教
育
」と
は
？

高・中

※
４ 

【
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
セ
ミ
ナ
ー
】

ま
ざ
ま
な
分
野
で
国
際
的
に

活
躍
さ
れ
る
方
々
の
講
演
を

聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ

ン
ド
を
養
い
、地
球
規
模
の
諸
課
題

に
つ
い
て
見
聞
を
深
め
る
と
と
も
に

考
察
を
深
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
。

講
演
後
に
は
、「
国
際
的
な
機
構
で

働
く
た
め
に
必
要
な
素
養
と
は
？
」

と
い
っ
た
質
問
が
挙
が
り
、闊
達
な

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
。

さ※
５ 

【
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
･

　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】

報
化
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
、多
様

化
の
進
展
の
中
で
、生
徒
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
引
き
出
し
、グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材

育
成
を
期
し
て
実
施
。留
学
、国
内

外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、「
模
擬

国
連
」、「
日
本
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

養
成
塾
」な
ど
に
お
い
て
、主
体
的

に
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
た
体
験

を
発
表
す
る
。

情

本

不
易
流
行
と
先
見
性
で

必
要
と
さ
れ
る
学
校
に

▲｢首都圏には共学の形を保ちながら、授業は男女
別に行っている学校も増えてきました。それもまた、
別学の良さが浸透してきた証ですね｣と長野教授。

◀長野先生の著書の一部。『女の子
の学力の伸ばし方 心の育て方』（写真
左／あさ出版刊／1,400円＋税）
は、女子が自立し、幸せな人生を歩
むために必要な考え方から具体
的な取り組みまで、詳細に解説。
▶『「勉強ができない」と思い込
んでいる女の子とお母さんへ～

思春期の「学力」を伸ばし「心」を育てる45の言葉～』
（写真右／学研教育出版刊／1,400円＋税）は、思春
期の女の子を持つ母親に向け、学力の伸びる子に育
てるための基本的な考え方やさまざな実践例などが
分かりやすくレクチャーされた一冊。



は
、今
年
の
３
月
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ド
ッ
ト
ジ
ェ
イ

ピ
ー
主
催
の「
未
来
自
治
体
２

０
１
６
」と
い
う
大
会
に
参
加
し

ま
し
た
。こ
の
催
し
は
、各
地
域

の
学
生
が
チ
ー
ム
を
組
み
、「
も

し
あ
な
た
が
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

（
市
長
）な
ら
、30
年
後
、あ
な
た

の
街
を
ど
ん
な
街
に
し
た
い
で

す
か
？
」と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

ビ
ジ
ョ
ン
と
政
策
・
予
算
を
提
案

し
、コ
ン
テ
ス
ト
形
式
で
競
い
合

う
も
の
で
す
。

　
私
の
所
属
す
る
チ
ー
ム
は
、

「
子
ど
も
の
孤
食
・
貧
困
」と
い

う
問
題
に
焦
点
を
当
て
、解
決

策
を
考
え
ま
し
た
。福
岡
県
は
、

経
済
的
に
貧
困
状
態
に
あ
る
と

推
測
さ
れ
る
子
ど
も（
18
歳
以

下
）の
数
が
、全
国
と
比
較
す
る

と
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。そ
こ
で
、

子
ど
も
に
食
事
を
提
供
し
、ご

飯
を
ひ
と
り
で
食
べ
る
子
ど
も
を

な
く
し
て
い
く
た
め
の「
子
ど
も

食
堂
」完
備
と
、子
ど
も
に
社
会

経
験
の
場
を
提
供
し
、生
き
る

力
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
、自
立

を
促
し
て
い
く
た
め
の「
子
ど
も

商
店
街
」設
置
プ
ラ
ン
を
提
案

し
ま
し
た
。

　
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会（
７
チ
ー

ム
20
名
）に
お
い
て
、お
か
げ
さ

ま
で
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
予
選

を
１
位
で
通
過
し
、次
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
予
選
も
最
後
の
４
チ
ー
ム
に

残
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。最

後
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国

の
決
勝
大
会（
４
チ
ー
ム
10
名
）

に
お
い
て
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、

社
会
の
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
ゲ
ス
ト
や
総
勢
３
０
０
名

ほ
ど
の
観
客
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、見
事
、優

勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
で
、全
国
優
勝
に

向
け
て
何
度
も
チ
ー
ム
メ
イ
ト

と
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、

納
得
が
い
く
ま
で
話
し
合
い
と

練
習
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
最
後

ま
で
チ
ー
ム
で
協
力
し
な
が
ら

互
い
に
高
め
あ
え
た
こ
と
が
、今

回
の
優
勝
と
い
う
結
果
に
繋

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。初
対
面
で

あ
っ
た
チ
ー
ム
メ
イ
ト
も
２
カ
月

間
、と
も
に
ひ
と
つ
の
目
標
に
向

か
い
協
力
し
あ
え
た
こ
と
で
今

で
は
、か
け
が
え
の
な
い
仲
間
と

な
り
ま
し
た
。

の
政
策
を
通
し
て
孤
食

と
貧
困
の
深
刻
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
想
い
を

掲
げ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

は
、私
の
大
学
生
活
で
経
験
し

て
き
た
全
て
が
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。大
学
で
は
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。そ
こ

で
初
め
て
貧
困
世
帯
の
子
ど
も

に
出
会
い
ま
し
た
。そ
し
て
今
は

「
子
ど
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」を
理
念
に
も
つ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
Ｌ
Ａ

Ｂ
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、企
画
運
営
に
も
携
わ
っ
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
様
々
な
経
験

を
通
じ
て
、子
ど
も
た
ち
に
深

く
関
わ
り
、自
分
の
中
で「
貧
困

の
現
状
を
知
っ
て
ほ
し
い
」と
い

う
想
い
が
強
く
な
っ
た
こ
と
が
、

今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

繋
が
っ
た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
将
来
の
目
標
は
特
別
支
援

学
校
の
先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。

筑
紫
女
学
園
大
学
へ
入
学
し
た

元
々
の
理
由
は
、臨
床
心
理
士

に
な
り
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
な
る
た
め
で
し
た
。し
か
し
、

入
学
後
、特
別
支
援
学
校
の
先

生
に
な
れ
る
こ
と
を
知
り
、併
せ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
る

う
ち
に
、早
く
現
場
に
立
ち
た
い

と
い
う
想
い
が
ど
ん
ど
ん
大
き

く
な
り
ま
し
た
。目
下
、模
擬
授

業
の
準
備
や
、学
校
の
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
な
ど
を
積
極
的

に
行
い
、夢
に
向
か
っ
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

岩
橋 

和
芽
さ
ん（
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
人
間
関
係
専
攻
発
達
臨
床
心
理
コ
ー
ス
３
年
／
福
岡
県
立
久
留
米
高
等
学
校
出
身
）

筑
女
で
過
ご
す
中
、

明
確
に
な
っ
た
将
来
の
夢

「
こ

私 貧
困
状
態
に
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
支
援
策
を
提
案

勉強をはじめ、さまざまなことに積極的に
取り組む筑女生の活躍ぶりを紹介するこ
のコーナー。今回は「未来自治体2016」
で全国優勝を果たした大学生と、合唱を
とおして東日本大震災の被災地・福島県
の方々に、歌で思いを届けてきた高校生
にご登場いただきました。

【 高校 】
「
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
」に
出
場

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
方
々
に
、思
い
を
込
め
て…

吉
原 

文
さ
ん（
高
校
３
年
／
筑
紫
女
学
園
中
学
校
出
身
）

は
３
月
18
日
か
ら
21
日

に
行
わ
れ
た「
声
楽
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大

会
」に
出
場
す
る
た
め
、福
島
県

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
大
会

は
、音
楽
を
創
り
上
げ
る
う
え

で
一
番
の
基
礎
と
な
る
要
素

「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」に
焦
点
を
当
て

た
、少
人
数
編
成
の
合
唱
団
に

よ
る
大
会
で
す
。大
会
へ
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
福
岡
児
童
合
唱
団「
Ｍ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｉ
」に
所
属
す
る
同
学
年
８

人
で
出
場
し
て
き
ま
し
た
。学

校
も
住
ん
で
い
る
所
も
バ
ラ
バ
ラ

で
、週
に
１
度
の
限
ら
れ
た
時

聞
に
し
か
集
ま
れ
な
い
た
め
毎

回
の
練
習
を
大
切
に
し
て
き
ま

し
た
。

　
大
会
で
歌
っ
た
３
つ
の
曲
は

ど
れ
も
難
易
度
が
高
く
、１
人

１
パ
ー
ト
を
歌
う
曲
も
あ
り
ま

し
た
。指
揮
者
が
い
な
い
た
め
、

お
互
い
を
感
じ
合
っ
て
歌
う
こ

と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。そ
の
た

め
何
度
も
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
し
な

が
ら
歌
い
上
げ
ま
し
た
。こ
の
体

験
を
と
お
し
て
自
然
と
仲
間
と

の
距
離
が
縮
ま
り
、こ
の
８
人
で

歌
え
る
幸
せ
を
と
て
も
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。結
果
、参

加
42
団
体
中
７
位
、銀
賞
受
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。私
に
と
っ

て
、福
岡
か
ら
遠
く
離
れ
た
合

唱
大
国
福
島
で
、し
か
も
、福
岡

県
か
ら
は
初
参
加
と
い
う
中
、

私
た
ち
の
歌
を
聴
い
て
も
ら
え

た
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
か
っ
た

で
す
。客
席
か
ら
大
き
な
拍
手

を
も
ら
っ
た
感
動
は
、今
で
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

た
、私
た
ち
は
東
日
本

大
震
災
か
ら
５
年
を
経

た
福
島
で
歌
う
に
あ
た
り
、大

会
出
場
と
は
別
に
私
た
ち
の
思

い
を
歌
で
届
け
た
い
と
考
え
、私

た
ち
自
ら
市
役
所
に
問
い
合
わ

せ
て
仮
設
住
宅
を
訪
問
し
、歌

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。映
像

で
し
か
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た

仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
方
々
か
ら

震
災
の
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、報
道
だ
け
で
は
知
る
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
被
災
地
の
現

実
を
知
り
ま
し
た
。こ
の
震
災

で
傷
を
負
っ
た
心
は
完
全
に
癒

え
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
思
い
を
込
め
て
私
た

ち
の
歌
を
届
け
る
こ
と
に
意
昧

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。私
た
ち

の
歌
を
楽
し
そ
う
に
聴
い
て
く

だ
さ
っ
た
方
、涙
さ
れ
て
い
た
方

を
見
る
と
、私
た
ち

の
思
い
を
少
し
で

も
届
け
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　
私
は
昨
年
の
冬

に
コ
ー
ラ
ス
部
を
卒

部
し
、今
年
の
春
に

は
９
年
間
お
世
話

に
な
っ
た
合
唱
団

を
卒
団
し
ま
し
た
。

小
学
３
年
生
の
時

に
初
め
て
合
唱
に

触
れ
、仲
間
と
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
つ
く
り
だ

す
こ
と
の
楽
し
さ

を
知
り
ま
し
た
。歌

を
通
じ
て
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ば

せ
て
も
ら
い
、た
く

さ
ん
の
大
切

な
出
会
い
が
あ
り

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
を

は
じ
め
、今
ま
で
お
世
話
に
な
っ

た
方
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、歌
を

と
お
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
て
、目
指
す
夢
に
向
か
っ
て
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

福
岡
県
か
ら
初
参
加
し
た

大
会
で
、銀
賞
を
受
賞

ま 歌
を
と
お
し
て
被
災
地
に

思
い
を
届
け
て
き
ま
し
た

目
標
に
向
かっ
て
協
力
し
あ
え
た
結
果
が

「
未
来
自
治
体
２
０
１
６
」の
全
国
優
勝
に
！

【 大 学 】

CJ People

が
ん
ば
る
C
J
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

高・中

私

▲表彰後、メンバーとともにステージにて（前列、右から2番目が吉原さん）

8 CJ Report No.90 7CJ Report No.90

大学

▲仲間と歌えることの幸せを感じながら歌いました。（左から4番目が吉原さん）

▲大会の様子はNHKテレビでも放映されました
（写真はオンエア時の画面）。

▲見事、優勝を果たすことができました！
（チームメイトとともに。写真中央が岩橋さん）

▶各自空いた時間にプレゼンの準備・
練習を重ね、本番に臨みました。



は
、今
年
の
３
月
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ド
ッ
ト
ジ
ェ
イ

ピ
ー
主
催
の「
未
来
自
治
体
２

０
１
６
」と
い
う
大
会
に
参
加
し

ま
し
た
。こ
の
催
し
は
、各
地
域

の
学
生
が
チ
ー
ム
を
組
み
、「
も

し
あ
な
た
が
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

（
市
長
）な
ら
、30
年
後
、あ
な
た

の
街
を
ど
ん
な
街
に
し
た
い
で

す
か
？
」と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

ビ
ジ
ョ
ン
と
政
策
・
予
算
を
提
案

し
、コ
ン
テ
ス
ト
形
式
で
競
い
合

う
も
の
で
す
。

　
私
の
所
属
す
る
チ
ー
ム
は
、

「
子
ど
も
の
孤
食
・
貧
困
」と
い

う
問
題
に
焦
点
を
当
て
、解
決

策
を
考
え
ま
し
た
。福
岡
県
は
、

経
済
的
に
貧
困
状
態
に
あ
る
と

推
測
さ
れ
る
子
ど
も（
18
歳
以

下
）の
数
が
、全
国
と
比
較
す
る

と
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。そ
こ
で
、

子
ど
も
に
食
事
を
提
供
し
、ご

飯
を
ひ
と
り
で
食
べ
る
子
ど
も
を

な
く
し
て
い
く
た
め
の「
子
ど
も

食
堂
」完
備
と
、子
ど
も
に
社
会

経
験
の
場
を
提
供
し
、生
き
る

力
を
身
に
付
け
て
も
ら
い
、自
立

を
促
し
て
い
く
た
め
の「
子
ど
も

商
店
街
」設
置
プ
ラ
ン
を
提
案

し
ま
し
た
。

　
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会（
７
チ
ー

ム
20
名
）に
お
い
て
、お
か
げ
さ

ま
で
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
予
選

を
１
位
で
通
過
し
、次
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
予
選
も
最
後
の
４
チ
ー
ム
に

残
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。最

後
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国

の
決
勝
大
会（
４
チ
ー
ム
10
名
）

に
お
い
て
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、

社
会
の
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
ゲ
ス
ト
や
総
勢
３
０
０
名

ほ
ど
の
観
客
の
前
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、見
事
、優

勝
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
こ
の
大
会
で
、全
国
優
勝
に

向
け
て
何
度
も
チ
ー
ム
メ
イ
ト

と
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、

納
得
が
い
く
ま
で
話
し
合
い
と

練
習
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
最
後

ま
で
チ
ー
ム
で
協
力
し
な
が
ら

互
い
に
高
め
あ
え
た
こ
と
が
、今

回
の
優
勝
と
い
う
結
果
に
繋

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。初
対
面
で

あ
っ
た
チ
ー
ム
メ
イ
ト
も
２
カ
月

間
、と
も
に
ひ
と
つ
の
目
標
に
向

か
い
協
力
し
あ
え
た
こ
と
で
今

で
は
、か
け
が
え
の
な
い
仲
間
と

な
り
ま
し
た
。

の
政
策
を
通
し
て
孤
食

と
貧
困
の
深
刻
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
」と
い
う
想
い
を

掲
げ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

は
、私
の
大
学
生
活
で
経
験
し

て
き
た
全
て
が
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。大
学
で
は
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。そ
こ

で
初
め
て
貧
困
世
帯
の
子
ど
も

に
出
会
い
ま
し
た
。そ
し
て
今
は

「
子
ど
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」を
理
念
に
も
つ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
Ｌ
Ａ

Ｂ
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
、企
画
運
営
に
も
携
わ
っ
て

い
ま
す
。こ
う
し
た
様
々
な
経
験

を
通
じ
て
、子
ど
も
た
ち
に
深

く
関
わ
り
、自
分
の
中
で「
貧
困

の
現
状
を
知
っ
て
ほ
し
い
」と
い

う
想
い
が
強
く
な
っ
た
こ
と
が
、

今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

繋
が
っ
た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
将
来
の
目
標
は
特
別
支
援

学
校
の
先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。

筑
紫
女
学
園
大
学
へ
入
学
し
た

元
々
の
理
由
は
、臨
床
心
理
士

に
な
り
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
な
る
た
め
で
し
た
。し
か
し
、

入
学
後
、特
別
支
援
学
校
の
先

生
に
な
れ
る
こ
と
を
知
り
、併
せ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
る

う
ち
に
、早
く
現
場
に
立
ち
た
い

と
い
う
想
い
が
ど
ん
ど
ん
大
き

く
な
り
ま
し
た
。目
下
、模
擬
授

業
の
準
備
や
、学
校
の
状
況
を

把
握
す
る
こ
と
な
ど
を
積
極
的

に
行
い
、夢
に
向
か
っ
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

岩
橋 

和
芽
さ
ん（
人
間
科
学
部
人
間
科
学
科
人
間
関
係
専
攻
発
達
臨
床
心
理
コ
ー
ス
３
年
／
福
岡
県
立
久
留
米
高
等
学
校
出
身
）

筑
女
で
過
ご
す
中
、

明
確
に
な
っ
た
将
来
の
夢

「
こ

私 貧
困
状
態
に
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
支
援
策
を
提
案

勉強をはじめ、さまざまなことに積極的に
取り組む筑女生の活躍ぶりを紹介するこ
のコーナー。今回は「未来自治体2016」
で全国優勝を果たした大学生と、合唱を
とおして東日本大震災の被災地・福島県
の方々に、歌で思いを届けてきた高校生
にご登場いただきました。

【 高校 】
「
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
」に
出
場

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
方
々
に
、思
い
を
込
め
て…

吉
原 

文
さ
ん（
高
校
３
年
／
筑
紫
女
学
園
中
学
校
出
身
）

は
３
月
18
日
か
ら
21
日

に
行
わ
れ
た「
声
楽
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大

会
」に
出
場
す
る
た
め
、福
島
県

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。こ
の
大
会

は
、音
楽
を
創
り
上
げ
る
う
え

で
一
番
の
基
礎
と
な
る
要
素

「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」に
焦
点
を
当
て

た
、少
人
数
編
成
の
合
唱
団
に

よ
る
大
会
で
す
。大
会
へ
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
福
岡
児
童
合
唱
団「
Ｍ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｉ
」に
所
属
す
る
同
学
年
８

人
で
出
場
し
て
き
ま
し
た
。学

校
も
住
ん
で
い
る
所
も
バ
ラ
バ
ラ

で
、週
に
１
度
の
限
ら
れ
た
時

聞
に
し
か
集
ま
れ
な
い
た
め
毎

回
の
練
習
を
大
切
に
し
て
き
ま

し
た
。

　
大
会
で
歌
っ
た
３
つ
の
曲
は

ど
れ
も
難
易
度
が
高
く
、１
人

１
パ
ー
ト
を
歌
う
曲
も
あ
り
ま

し
た
。指
揮
者
が
い
な
い
た
め
、

お
互
い
を
感
じ
合
っ
て
歌
う
こ

と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。そ
の
た

め
何
度
も
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
し
な

が
ら
歌
い
上
げ
ま
し
た
。こ
の
体

験
を
と
お
し
て
自
然
と
仲
間
と

の
距
離
が
縮
ま
り
、こ
の
８
人
で

歌
え
る
幸
せ
を
と
て
も
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。結
果
、参

加
42
団
体
中
７
位
、銀
賞
受
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。私
に
と
っ

て
、福
岡
か
ら
遠
く
離
れ
た
合

唱
大
国
福
島
で
、し
か
も
、福
岡

県
か
ら
は
初
参
加
と
い
う
中
、

私
た
ち
の
歌
を
聴
い
て
も
ら
え

た
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し
か
っ
た

で
す
。客
席
か
ら
大
き
な
拍
手

を
も
ら
っ
た
感
動
は
、今
で
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

た
、私
た
ち
は
東
日
本

大
震
災
か
ら
５
年
を
経

た
福
島
で
歌
う
に
あ
た
り
、大

会
出
場
と
は
別
に
私
た
ち
の
思

い
を
歌
で
届
け
た
い
と
考
え
、私

た
ち
自
ら
市
役
所
に
問
い
合
わ

せ
て
仮
設
住
宅
を
訪
問
し
、歌

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。映
像

で
し
か
見
た
こ
と
の
な
か
っ
た

仮
設
住
宅
で
暮
ら
す
方
々
か
ら

震
災
の
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、報
道
だ
け
で
は
知
る
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
被
災
地
の
現

実
を
知
り
ま
し
た
。こ
の
震
災

で
傷
を
負
っ
た
心
は
完
全
に
癒

え
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
思
い
を
込
め
て
私
た

ち
の
歌
を
届
け
る
こ
と
に
意
昧

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。私
た
ち

の
歌
を
楽
し
そ
う
に
聴
い
て
く

だ
さ
っ
た
方
、涙
さ
れ
て
い
た
方

を
見
る
と
、私
た
ち

の
思
い
を
少
し
で

も
届
け
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　
私
は
昨
年
の
冬

に
コ
ー
ラ
ス
部
を
卒

部
し
、今
年
の
春
に

は
９
年
間
お
世
話

に
な
っ
た
合
唱
団

を
卒
団
し
ま
し
た
。

小
学
３
年
生
の
時

に
初
め
て
合
唱
に

触
れ
、仲
間
と
ハ
ー

モ
ニ
ー
を
つ
く
り
だ

す
こ
と
の
楽
し
さ

を
知
り
ま
し
た
。歌

を
通
じ
て
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ば

せ
て
も
ら
い
、た
く

さ
ん
の
大
切

な
出
会
い
が
あ
り

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
を

は
じ
め
、今
ま
で
お
世
話
に
な
っ

た
方
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、歌
を

と
お
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
て
、目
指
す
夢
に
向
か
っ
て
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

福
岡
県
か
ら
初
参
加
し
た

大
会
で
、銀
賞
を
受
賞

ま 歌
を
と
お
し
て
被
災
地
に

思
い
を
届
け
て
き
ま
し
た

目
標
に
向
かっ
て
協
力
し
あ
え
た
結
果
が

「
未
来
自
治
体
２
０
１
６
」の
全
国
優
勝
に
！

【 大 学 】

CJ People

が
ん
ば
る
C
J
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

高・中

私

▲表彰後、メンバーとともにステージにて（前列、右から2番目が吉原さん）

8 CJ Report No.90 7CJ Report No.90

大学

▲仲間と歌えることの幸せを感じながら歌いました。（左から4番目が吉原さん）

▲大会の様子はNHKテレビでも放映されました
（写真はオンエア時の画面）。

▲見事、優勝を果たすことができました！
（チームメイトとともに。写真中央が岩橋さん）

▶各自空いた時間にプレゼンの準備・
練習を重ね、本番に臨みました。



９
５
９（
昭
和
34
）年
、中
学
校
に
入
学
い
た
し
ま
し

た
。学
園
創
立
50
周
年（
昭
和
32
年
）に
新
築
落
成

し
た
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
校
舎
で
し
た
。た
だ
、雨
の
日
に

は
、購
買
部
や
家
庭
科
教
室
へ
の
移
動
に
傘
が
必
要
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。1
ク
ラ
ス
60
名
以
上
で
5
ク

ラ
ス
で
し
た
。入
学
式
は
私
服
で
し
た
の
で
、制
服
は
入
学

後
に
注
文
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。私
は
1
組
で
し
た
が
、

担
任
の
一
木
明
子
先
生
が「
ア
ン
ネ
の
日
記
」を
毎
朝
少

し
ず
つ
読
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。こ
の
年
、高
校
2
年
生

に
田
中（
現
・
竹
宇
治
）聡

子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。「
筑
紫
」と
い
え

ば「
水
泳
」と
い
う
時
代

で
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
は
、度
々
中

学
校
・
高
校
全
校
生
徒
が

運
動
場
に
整
列
し
て
、水

月
文
英
校
長
先
生
か
ら
の

表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、平
和
台
陸
上
競
技

場
な
ど
で
毎
年
催
さ
れ

て
い
た
私
学
祭
で
は
、学
年
全
員
で
県
民
体
操
な
ど
も
し

ま
し
た
。中
学
校
に
入
学
し
て
最
初
の
映
画
鑑
賞
は
、中

州
の
映
画
館
で
ジ
ャ
ン
・
ギ
ャ
バ
ン
の「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」

で
し
た
。お
別
れ
遠
足
は
い
つ
も
太
宰
府
で
し
た
。西
鉄
電

車
で
都
府
楼
駅
ま
で
行
っ
て
、歩
い
て
観
世
音
寺
や
、当
時

は
草
茫
々
で「
ど
こ
が
？
」と
思
っ
た
政
庁
跡
を
抜
け
、天

満
宮
に
行
き
ま
し
た
。右
手
奥
に「
だ
ざ
い
ふ
え
ん
」が
あ
っ

て
、簡
単
な
遊
具
や
木
箱
を
連
ね
た
よ
う
な
可
愛
ら
し
い

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
の
修
学
旅
行
は
3
年
生
の
5
月
で
、宇
佐
神
宮

か
ら
別
府
へ
行
き
、関
西
汽
船
の
紫
丸（
船
中
泊
）で
四
国

に
行
き
ま
し
た
。栗
林
公
園
、金
比
羅
宮
、鷲
羽
山
、宮
島

な
ど
に
行
き
ま
し
た
。高
校
で
は
2
年
生
の
11
月
で
し
た
。

大
阪
か
ら
京
都
2
泊
、箱
根
1
泊
、東
京
2
泊
帰
路
車
中

泊
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。高
校
3
年
生
の
時
に
は
柳
原
の
バ

ス
停（
現
・
赤
坂
2
丁
目
）の

付
近
ま
で
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
聖
火
リ
レ
ー
を
見
に
行

き
ま
し
た
。

　

親
元
を
離
れ
て
中
学
校
に

入
学
し
た
私
に
と
っ
て
、警
固

で
の
学
園
生
活
、特
に
中
学

校
の
3
年
間
は
、大
人
へ
の
第

一
歩
の
日
々
で
し
た
。育
ん
で

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

人
式
」と
い
う
と
、生

ま
れ
育
っ
た
地
元
で
行

わ
れ
る
同
窓
会
的
な
催
し
が
一

般
的
で
す
が
、筑
女
で
は
、学
友

会
主
催
に
よ
る「
夏
の
成
人
式
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。振
袖
で
は
な

く
、浴
衣
で
式
典
を
執
り
行
う

と
い
う
も
の
で
、「
二
十
歳
の
時

を
共
に
過
ご
し
て
い
る
大
学
の

友
人
と
も
成
人
を
祝
い
あ
い
た

い
」と
考
え
た
、筑
女
だ
け
の
新

し
い
形
の
成
人
式
で
す
。

　
浴
衣
の
着
付
け
と
ヘ
ア
メ
イ

ク
、将
来
の
目
標
を
掲
げ
て
写

真
撮
影
す
る「
大
人
宣
言
」、式

典
で
は
、太
宰
府
市
長
に
ご
列

席
い
た
だ
き
、祝
辞
を
頂
戴
し

ま
し
た
。そ
し
て
、第
二
部
は
結

婚
式
会
場
の
Q
U
A
N
T
I
C

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
）で
食
事

会
を
実
施
。こ
こ
で
は
、会
場
の

Q
U
A
N
T
I
C
さ
ん
と
こ
の
企

画
の
総
合
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い

し
て
い
る
株
式
会
社
ビ
ー
・パ
ー

チ
ェ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
）と
し
て
、参

加
者
の
一
人
が
本
物
の
ウ
ェ

ディ
ン
グ
ド
レ
ス
を
着
て
行
う
模

擬
結
婚
式
を
行
い
ま
し
た
。参

加
者
や
協
力
の
企
業
の
方
々
、

さ
ら
に
、毎
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

着
付
け
と
ヘ
ア
メ
イ
ク
を
請
け

負
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ベ
ル
エ

ポ
ッ
ク
美
容
専
門
学
校
の
皆
さ

ん
が
楽
し
そ
う
に
時
間
を
過
ご

し
て
い
る
風
景
を
見
な
が
ら
、私

自
身
、達
成
感
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
を
と
お
し
て
、リ
ー

ダ
ー
と
し
て
メ
ン
バ
ー
を
巻
き
込

ん
で
仕
事
を
進
め
る
こ
と
の
難

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。一
人
で

や
っ
た
方
が
早
い
と
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。で
も
、大
切
な

こ
と
は
企
画
の
準
備
を
進
め
て

い
く
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、意
見

の
衝
突
が
あ
っ
て
も
み
ん
な
で

こ
の
企
画
を
作
り
上
げ
て
い
く

こ
と
に
こ
そ
、真
の
意
味
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。そ
し
て
、自
分
に
は
た
く

さ
ん
の
支
え
て
く
れ
る
仲
間

が
い
る
こ
と
も
実
感
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
失
敗
や
負
担

を
恐
れ
ず
、学
友
会
活
動
を

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
学
友
会
・
岩
尾
朱
莉
／
大
学
・
人
間
科
学

部
人
間
関
係
専
攻
発
達
臨
床
心
理
コ
ー
ス

２
年（
福
岡
県
立
小
郡
高
等
学
校
出
身
）】
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イ
ベ
ン
ト
主
催
を
と
お
し
て
、

仲
間
の
支
え
を
実
感

「
成 筑

女
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
夏
の
成
人
式
」

仲
間
と
ひ
と
つ
の
も
の
を
作
る

真
の
意
味
を
学
ぶ
！

大学

護
者
と
し
て
筑
紫
女
学

園
と
ご
縁
が
つ
な
が
り
、

６
年
前
か
ら
は
経
営
責
任
の
あ

る
理
事
と
し
て
客
観
的
に
学
園

を
見
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
度
、理
事
長
を
拝

命
し
、ま
た
新
た
な
気
持
ち
で

学
園
運
営
に
尽
力
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
理
事
時
代
に
感
じ
た
の
は
、

時
代
の
急
速
な
変
化
、Ｉ
Ｔ
の

進
歩
、そ
し
て
日
本
の
良
き
文

化
が
薄
ら
い
で
い
く
こ
と
で
し

た
。そ
う
し
た
中
、本
学
園
に
は

世
界
中
の
人
が
憧
れ
る
日
本
文

化
を
大
切
に
継
承
し
て
い
く
と

い
う
大
き
な
役
割
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。な

ぜ
な
ら
、卑
弥
呼
、推
古
天
皇
、

持
統
天
皇
な
ど
の
時
代
か
ら
今

日
ま
で
、日
本
は
元
々
女
性
が

支
え
て
き
た
国
で
あ
り
、女
性
の

教
育
こ
そ
が
本
学
園
の
伝
統
か

つ
特
長
だ
か
ら
で
す
。そ
し
て
、

そ
の
根
幹
に
、浄
土
真
宗
の
教

え
に
基
づ
く
建
学
の
精
神
に
よ

り
、｢

自
分
の
い
の
ち
の
尊
厳
に

気
づ
き
、他
者
の
尊
厳
を
認
め
、

大
い
な
る
恵
に
よ
っ
て
生
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
抱
く｣

生
き
方
へ
導
く
伝
統
を
堅
持
し

た
教
育
が
継
承
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。

　
こ
う
し
た
教
育
に
よ
っ
て
目

指
す
の
は
、子
ど
も
た
ち
が
こ

こ
で
の
学
び
を
人
生
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
に｢

私
は
日
本
一
の
学
校

で
学
ん
だ｣

と
い
う
自
信
と
誇
り

を
持
ち
、社
会
で
活
躍
で
き
る

よ
う
育
む
こ
と
で
す
。そ
れ
は
先

生
方
に
学
園
へ
の
自
信
と
誇
り

が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
す
る
も
の

で
す
が
、幸
い
本
学
園
は
人
財
に

恵
ま
れ
、素
晴
ら
し
い
先
生
方

が
子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。本
質
的
に
責
任

感
に
優
れ
て
い
る
女
性
が
、本
学

園
を
巣
立
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、

社
会
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、日
本
は
今

以
上
に
素
晴
ら
し
い
国
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
よ
っ
て
、私
は
子
ど
も
た
ち
の

誇
り
や
自
信
に
直
結
す
る
先
生

方
の
願
い
や
夢
を
実
現
で
き
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ
の
責
務
を
し
っ
か
り
と
果

た
す
こ
と
に
よ
り
、子
ど
も
た

ち
と
先
生
方
の
今
と
未
来
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

オール筑女の「フレッシュ・トピック」を

お届け！

建
学
の
精
神
を
大
切
に

日
本
文
化
の
砦
と
な
る
学
園
に

保 理
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て

先
生
方
の
願
い
や
夢
に
応
え
、

子
ど
も
た
ち
に
自
信
と
誇
り
を

学園

本学に関わるすべての方に知っておいていただき
たい「筑紫女学園の取り組みやニュース」を厳選し
てお届けするこのコーナー。今回は、6月に就任し
た理事長からのメッセージ、および、大学で行って
いる「夏の成人式」の話題をお送りします。
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▲食事会の会場までは西鉄電車で移動。約70名の浴衣
姿の学生たちが電車に乗っている風景は艶やかなものと
なりました。

▲福岡ベルエポック美容専門学校の生徒さんをはじめ
プロの美容師さんにもご協力頂き、キャンパス内でヘアメ
イクと着付けを行いました。

学 園

大学

オ
ー
ル
筑
女
の「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ト
ピ
ッ
ク
」 

／ 

筑
女
O
G
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

６
年
間
の
警
固
で
の
学
園
生
活
は

大
人への
第
一
歩
の
日
々
で
し
た

１今
年（
２
０
１
６
年
）の
精
華
会

総
会
に
て
。

お
別
れ
遠
足
で
行
っ
た「
だ
ざ
い
ふ

え
ん
」。 中

学
校
１
年
生
の
時
の
ク
ラ
ス
写
真
。

制
服
は
入
学
後
の
注
文
で
し
た
。

●
精
華
会
会
長

熊
谷 

敏
子
さ
ん

１
９
６
５（
昭
和
40
）年
高
等
学
校
卒
／

筑
紫
女
学
園
短
期
大
学 

英
文
科 

１
期
生

筑女卒業生からのメッセージ＆同窓会情報

精華会からのお知らせ
今後の行事等予定 （2016.9～2017.4）

※各行事等の詳細は精華会Webサイト
　（http://www.seikakai.com/）で
　ご確認ください

ご法話の会（講師：井浦 順爾 先生） ・・・・・・・・・・
一日研修（会場：大刀洗平和記念館） ・・・・・・・・・・・
精華セミナー（講師：波多江 愛子 氏〈新40回生〉）

9月24日（土）
10月12日（水）
11月26日（土）

【2016年】

追悼会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
精華会入会式 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
精華会だより「筑紫」第60号発行 ・・・・・・・・・・・・・・・・
創立110周年記念精華会名簿発行 ・・・・・・・・・・・・・

2月23日（木）
3月  2日（木）

3月
4月

【2017年】

▲（写真上）食事会を行った結婚式場にて成人の挙式を行い、今日の日を良き思い出として胸に刻むことを
誓いあいました。（写真下左）着付けとヘアメイクを済ませた後は、「大人宣言」と題しスケッチブックに目標を
掲げました。（写真下右）『夏の成人式』式典では、太宰府市長を来賓としてお招きし、祝辞を頂きました。

長
谷
川
裕
一【
は
せ
が
わ
・
ひ
ろ
か
ず
】●
１
９
４
０（
昭
和
15
）年
10
月
10
日
生
。福
岡
県
直
方
市
出
身
。龍
谷

大
学
文
学
部
仏
教
学
科
卒
業
後
、株
式
会
社
長
谷
川
仏
壇
店（
現
・
株
式
会
社
は
せ
が
わ
）入
社
。１
９
８
２

（
昭
和
57
）年
４
月
、代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。２
０
０
８（
平
成
20
）年
４
月
、代
表
取
締
役
会
長
を
経
て
、

２
０
１
４（
平
成
26
）年
６
月
よ
り
同
社
相
談
役
。２
０
１
０（
平
成
22
）年
６
月
よ
り
本
学
理
事
兼
評
議
員
を
務

め
て
き
た
他
、九
州
大
学
総
長
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
会
議
委
員
、拓
殖
大
学
の
客
員
教
授
、九
州
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
創
立
者
、博
多
21
の
会
創
立
者
、遠
州
流
茶
道
連
盟
理
事
長
な
ど
多
方
面
に
活
躍
。

後援：太宰府市、福岡ベルエポック美容専門学校、西日本鉄道㈱、㈱ビー・パーチェ



９
５
９（
昭
和
34
）年
、中
学
校
に
入
学
い
た
し
ま
し

た
。学
園
創
立
50
周
年（
昭
和
32
年
）に
新
築
落
成

し
た
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
校
舎
で
し
た
。た
だ
、雨
の
日
に

は
、購
買
部
や
家
庭
科
教
室
へ
の
移
動
に
傘
が
必
要
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。1
ク
ラ
ス
60
名
以
上
で
5
ク

ラ
ス
で
し
た
。入
学
式
は
私
服
で
し
た
の
で
、制
服
は
入
学

後
に
注
文
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。私
は
1
組
で
し
た
が
、

担
任
の
一
木
明
子
先
生
が「
ア
ン
ネ
の
日
記
」を
毎
朝
少

し
ず
つ
読
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。こ
の
年
、高
校
2
年
生

に
田
中（
現
・
竹
宇
治
）聡

子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。「
筑
紫
」と
い
え

ば「
水
泳
」と
い
う
時
代

で
し
た
。

　

こ
の
こ
ろ
は
、度
々
中

学
校
・
高
校
全
校
生
徒
が

運
動
場
に
整
列
し
て
、水

月
文
英
校
長
先
生
か
ら
の

表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、平
和
台
陸
上
競
技

場
な
ど
で
毎
年
催
さ
れ

て
い
た
私
学
祭
で
は
、学
年
全
員
で
県
民
体
操
な
ど
も
し

ま
し
た
。中
学
校
に
入
学
し
て
最
初
の
映
画
鑑
賞
は
、中

州
の
映
画
館
で
ジ
ャ
ン
・
ギ
ャ
バ
ン
の「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」

で
し
た
。お
別
れ
遠
足
は
い
つ
も
太
宰
府
で
し
た
。西
鉄
電

車
で
都
府
楼
駅
ま
で
行
っ
て
、歩
い
て
観
世
音
寺
や
、当
時

は
草
茫
々
で「
ど
こ
が
？
」と
思
っ
た
政
庁
跡
を
抜
け
、天

満
宮
に
行
き
ま
し
た
。右
手
奥
に「
だ
ざ
い
ふ
え
ん
」が
あ
っ

て
、簡
単
な
遊
具
や
木
箱
を
連
ね
た
よ
う
な
可
愛
ら
し
い

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
の
修
学
旅
行
は
3
年
生
の
5
月
で
、宇
佐
神
宮

か
ら
別
府
へ
行
き
、関
西
汽
船
の
紫
丸（
船
中
泊
）で
四
国

に
行
き
ま
し
た
。栗
林
公
園
、金
比
羅
宮
、鷲
羽
山
、宮
島

な
ど
に
行
き
ま
し
た
。高
校
で
は
2
年
生
の
11
月
で
し
た
。

大
阪
か
ら
京
都
2
泊
、箱
根
1
泊
、東
京
2
泊
帰
路
車
中

泊
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。高
校
3
年
生
の
時
に
は
柳
原
の
バ

ス
停（
現
・
赤
坂
2
丁
目
）の

付
近
ま
で
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
聖
火
リ
レ
ー
を
見
に
行

き
ま
し
た
。

　

親
元
を
離
れ
て
中
学
校
に

入
学
し
た
私
に
と
っ
て
、警
固

で
の
学
園
生
活
、特
に
中
学

校
の
3
年
間
は
、大
人
へ
の
第

一
歩
の
日
々
で
し
た
。育
ん
で

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

人
式
」と
い
う
と
、生

ま
れ
育
っ
た
地
元
で
行

わ
れ
る
同
窓
会
的
な
催
し
が
一

般
的
で
す
が
、筑
女
で
は
、学
友

会
主
催
に
よ
る「
夏
の
成
人
式
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。振
袖
で
は
な

く
、浴
衣
で
式
典
を
執
り
行
う

と
い
う
も
の
で
、「
二
十
歳
の
時

を
共
に
過
ご
し
て
い
る
大
学
の

友
人
と
も
成
人
を
祝
い
あ
い
た

い
」と
考
え
た
、筑
女
だ
け
の
新

し
い
形
の
成
人
式
で
す
。

　
浴
衣
の
着
付
け
と
ヘ
ア
メ
イ

ク
、将
来
の
目
標
を
掲
げ
て
写

真
撮
影
す
る「
大
人
宣
言
」、式

典
で
は
、太
宰
府
市
長
に
ご
列

席
い
た
だ
き
、祝
辞
を
頂
戴
し

ま
し
た
。そ
し
て
、第
二
部
は
結

婚
式
会
場
の
Q
U
A
N
T
I
C

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
）で
食
事

会
を
実
施
。こ
こ
で
は
、会
場
の

Q
U
A
N
T
I
C
さ
ん
と
こ
の
企

画
の
総
合
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い

し
て
い
る
株
式
会
社
ビ
ー
・パ
ー

チ
ェ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
）と
し
て
、参

加
者
の
一
人
が
本
物
の
ウ
ェ

ディ
ン
グ
ド
レ
ス
を
着
て
行
う
模

擬
結
婚
式
を
行
い
ま
し
た
。参

加
者
や
協
力
の
企
業
の
方
々
、

さ
ら
に
、毎
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

着
付
け
と
ヘ
ア
メ
イ
ク
を
請
け

負
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ベ
ル
エ

ポ
ッ
ク
美
容
専
門
学
校
の
皆
さ

ん
が
楽
し
そ
う
に
時
間
を
過
ご

し
て
い
る
風
景
を
見
な
が
ら
、私

自
身
、達
成
感
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
企
画
を
と
お
し
て
、リ
ー

ダ
ー
と
し
て
メ
ン
バ
ー
を
巻
き
込

ん
で
仕
事
を
進
め
る
こ
と
の
難

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。一
人
で

や
っ
た
方
が
早
い
と
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。で
も
、大
切
な

こ
と
は
企
画
の
準
備
を
進
め
て

い
く
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、意
見

の
衝
突
が
あ
っ
て
も
み
ん
な
で

こ
の
企
画
を
作
り
上
げ
て
い
く

こ
と
に
こ
そ
、真
の
意
味
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。そ
し
て
、自
分
に
は
た
く

さ
ん
の
支
え
て
く
れ
る
仲
間

が
い
る
こ
と
も
実
感
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
失
敗
や
負
担

を
恐
れ
ず
、学
友
会
活
動
を

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
学
友
会
・
岩
尾
朱
莉
／
大
学
・
人
間
科
学

部
人
間
関
係
専
攻
発
達
臨
床
心
理
コ
ー
ス

２
年（
福
岡
県
立
小
郡
高
等
学
校
出
身
）】
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イ
ベ
ン
ト
主
催
を
と
お
し
て
、

仲
間
の
支
え
を
実
感

「
成 筑

女
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
夏
の
成
人
式
」

仲
間
と
ひ
と
つ
の
も
の
を
作
る

真
の
意
味
を
学
ぶ
！

大学

護
者
と
し
て
筑
紫
女
学

園
と
ご
縁
が
つ
な
が
り
、

６
年
前
か
ら
は
経
営
責
任
の
あ

る
理
事
と
し
て
客
観
的
に
学
園

を
見
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
度
、理
事
長
を
拝

命
し
、ま
た
新
た
な
気
持
ち
で

学
園
運
営
に
尽
力
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
理
事
時
代
に
感
じ
た
の
は
、

時
代
の
急
速
な
変
化
、Ｉ
Ｔ
の

進
歩
、そ
し
て
日
本
の
良
き
文

化
が
薄
ら
い
で
い
く
こ
と
で
し

た
。そ
う
し
た
中
、本
学
園
に
は

世
界
中
の
人
が
憧
れ
る
日
本
文

化
を
大
切
に
継
承
し
て
い
く
と

い
う
大
き
な
役
割
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。な

ぜ
な
ら
、卑
弥
呼
、推
古
天
皇
、

持
統
天
皇
な
ど
の
時
代
か
ら
今

日
ま
で
、日
本
は
元
々
女
性
が

支
え
て
き
た
国
で
あ
り
、女
性
の

教
育
こ
そ
が
本
学
園
の
伝
統
か

つ
特
長
だ
か
ら
で
す
。そ
し
て
、

そ
の
根
幹
に
、浄
土
真
宗
の
教

え
に
基
づ
く
建
学
の
精
神
に
よ

り
、｢

自
分
の
い
の
ち
の
尊
厳
に

気
づ
き
、他
者
の
尊
厳
を
認
め
、

大
い
な
る
恵
に
よ
っ
て
生
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
抱
く｣

生
き
方
へ
導
く
伝
統
を
堅
持
し

た
教
育
が
継
承
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。

　
こ
う
し
た
教
育
に
よ
っ
て
目

指
す
の
は
、子
ど
も
た
ち
が
こ

こ
で
の
学
び
を
人
生
の
バ
ッ
ク

ボ
ー
ン
に｢

私
は
日
本
一
の
学
校

で
学
ん
だ｣

と
い
う
自
信
と
誇
り

を
持
ち
、社
会
で
活
躍
で
き
る

よ
う
育
む
こ
と
で
す
。そ
れ
は
先

生
方
に
学
園
へ
の
自
信
と
誇
り

が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
す
る
も
の

で
す
が
、幸
い
本
学
園
は
人
財
に

恵
ま
れ
、素
晴
ら
し
い
先
生
方

が
子
ど
も
た
ち
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。本
質
的
に
責
任

感
に
優
れ
て
い
る
女
性
が
、本
学

園
を
巣
立
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、

社
会
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、日
本
は
今

以
上
に
素
晴
ら
し
い
国
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
よ
っ
て
、私
は
子
ど
も
た
ち
の

誇
り
や
自
信
に
直
結
す
る
先
生

方
の
願
い
や
夢
を
実
現
で
き
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。そ
の
責
務
を
し
っ
か
り
と
果

た
す
こ
と
に
よ
り
、子
ど
も
た

ち
と
先
生
方
の
今
と
未
来
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

オール筑女の「フレッシュ・トピック」を

お届け！

建
学
の
精
神
を
大
切
に

日
本
文
化
の
砦
と
な
る
学
園
に

保 理
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て

先
生
方
の
願
い
や
夢
に
応
え
、

子
ど
も
た
ち
に
自
信
と
誇
り
を

学園

本学に関わるすべての方に知っておいていただき
たい「筑紫女学園の取り組みやニュース」を厳選し
てお届けするこのコーナー。今回は、6月に就任し
た理事長からのメッセージ、および、大学で行って
いる「夏の成人式」の話題をお送りします。
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▲食事会の会場までは西鉄電車で移動。約70名の浴衣
姿の学生たちが電車に乗っている風景は艶やかなものと
なりました。

▲福岡ベルエポック美容専門学校の生徒さんをはじめ
プロの美容師さんにもご協力頂き、キャンパス内でヘアメ
イクと着付けを行いました。

学 園

大学

オ
ー
ル
筑
女
の「
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ト
ピ
ッ
ク
」 

／ 

筑
女
O
G
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

６
年
間
の
警
固
で
の
学
園
生
活
は

大
人への
第
一
歩
の
日
々
で
し
た

１今
年（
２
０
１
６
年
）の
精
華
会

総
会
に
て
。

お
別
れ
遠
足
で
行
っ
た「
だ
ざ
い
ふ

え
ん
」。 中

学
校
１
年
生
の
時
の
ク
ラ
ス
写
真
。

制
服
は
入
学
後
の
注
文
で
し
た
。

●
精
華
会
会
長

熊
谷 

敏
子
さ
ん

１
９
６
５（
昭
和
40
）年
高
等
学
校
卒
／

筑
紫
女
学
園
短
期
大
学 

英
文
科 

１
期
生

筑女卒業生からのメッセージ＆同窓会情報

精華会からのお知らせ
今後の行事等予定 （2016.9～2017.4）

※各行事等の詳細は精華会Webサイト
　（http://www.seikakai.com/）で
　ご確認ください

ご法話の会（講師：井浦 順爾 先生） ・・・・・・・・・・
一日研修（会場：大刀洗平和記念館） ・・・・・・・・・・・
精華セミナー（講師：波多江 愛子 氏〈新40回生〉）

9月24日（土）
10月12日（水）
11月26日（土）

【2016年】

追悼会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
精華会入会式 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
精華会だより「筑紫」第60号発行 ・・・・・・・・・・・・・・・・
創立110周年記念精華会名簿発行 ・・・・・・・・・・・・・

2月23日（木）
3月  2日（木）

3月
4月

【2017年】

▲（写真上）食事会を行った結婚式場にて成人の挙式を行い、今日の日を良き思い出として胸に刻むことを
誓いあいました。（写真下左）着付けとヘアメイクを済ませた後は、「大人宣言」と題しスケッチブックに目標を
掲げました。（写真下右）『夏の成人式』式典では、太宰府市長を来賓としてお招きし、祝辞を頂きました。

長
谷
川
裕
一【
は
せ
が
わ
・
ひ
ろ
か
ず
】●
１
９
４
０（
昭
和
15
）年
10
月
10
日
生
。福
岡
県
直
方
市
出
身
。龍
谷

大
学
文
学
部
仏
教
学
科
卒
業
後
、株
式
会
社
長
谷
川
仏
壇
店（
現
・
株
式
会
社
は
せ
が
わ
）入
社
。１
９
８
２

（
昭
和
57
）年
４
月
、代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。２
０
０
８（
平
成
20
）年
４
月
、代
表
取
締
役
会
長
を
経
て
、

２
０
１
４（
平
成
26
）年
６
月
よ
り
同
社
相
談
役
。２
０
１
０（
平
成
22
）年
６
月
よ
り
本
学
理
事
兼
評
議
員
を
務

め
て
き
た
他
、九
州
大
学
総
長
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
会
議
委
員
、拓
殖
大
学
の
客
員
教
授
、九
州
経
済
フ
ォ
ー
ラ

ム
創
立
者
、博
多
21
の
会
創
立
者
、遠
州
流
茶
道
連
盟
理
事
長
な
ど
多
方
面
に
活
躍
。

後援：太宰府市、福岡ベルエポック美容専門学校、西日本鉄道㈱、㈱ビー・パーチェ



筑
女
O
G
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

私の歩み

こ
や
ま
・
と
き
●
両
親
や
中
学
時
代
の
先
生
の
勧
め
で
筑
女
に
進
学
し
、昨
年
春
、北
海
道
大
学
総
合
教

育
部
に
現
役
で
合
格
。｢

筑
女
で
仏
教
を
学
ん
だ
の
で
、大
学
で
留
学
生
の
他
の
宗
教
に
基
づ
く
行
動
や

発
言
、お
祈
り
の
姿
に
ふ
れ
て
も
、仏
教
と
比
較
し
な
が
ら
そ
の
意
味
を
理
解
で
き
ま
す｣

と
語
る
。

医
学
部
や
農
学
部
が
よ
く
出
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
、憧
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。明
確
な
目

標
に
な
っ
た
の
は
、高
校
１
年
生

の
頃
。塾
に
行
か
ず
合
格
で
き

た
の
は
、筑
女
の
先
生
と
友
だ

ち
の
お
か
げ
で
す｣

は
本
人
曰
く
、２
年
生

で｢

低
迷
期｣

に
。理
系

科
目
の
成
績
が
振
る
わ
な
く
な

り
、そ
の
ま
ま
３
年
生
を
迎
え

ま
し
た
。し
か
し
、先
生
と
の
出

会
い
で
状
況
が
一
変
。｢

数
学
は

友
重
先
生
に
相
談
し
な
が
ら
セ

先
生
、そ
し
て
友
達
と
の

出
会
い
が
大
き
な
力
に

海
道
大
学
で
は
、学
部

入
試
と
別
に
、理
系
ま
た

は
文
系
の
総
合
入
試
枠
で
受
験

し
、本
人
の
希
望
と
１
年
次
の

成
績
に
よ
っ
て
他
の
学
部
に
移

行
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
ま
す
。こ
の
枠
で
合
格
を
勝

ち
取
っ
た
小
山
さ
ん
が
目
指
す

の
は
獣
医
学
部
。将
来
は
動
物

園
で
動
物
保
護
関
係
の
仕
事
に

携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　｢

幼
い
頃
か
ら
動
物
が
大
好

き
で
、動
物
関
連
の
テ
レ
ビ
番
組

を
見
て
い
た
の
で
す
が
、あ
る

時
、エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
北
大
の
獣

中学校からの6年間、あるいは高校での3年間の学校生活
の中で目標を見つけ、次のステージへと巣立っていく筑女生
たち。このコーナーでは、現在に繋がる筑女時代のターニン
グポイントや思い出、そして大学での学び、今後への想いな
どをOGの皆さんに伺います。

Vol.
08

ン
タ
ー
試
験
を
乗
り
切
り
、そ
の

後
は
朝
夕
、そ
し
て
土
日
も
指

導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。苦
手

の
化
学
も
先
生
方
が
常
に
励
ま

し
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す｣

　
ま
た
、友
だ
ち
の
存
在
も
大

き
か
っ
た
と
の
こ
と
。｢

勉
強
は

一
人
で
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、仲
間
と
勉
強
す
る

こ
と
が
力
に
な
り
ま
し
た
。口
に

は
出
さ
な
く
て
も
お
互
い
の
が

ん
ば
り
に
発
奮
で
き
た
ん
で
す｣

と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
夢
を
抱

く
仲
間
と
同
じ
ク
ラ
ス
で
学
び
、

想
像
を
超
え
て
人
間
関
係
が
広

が
る
今
、小
山
さ
ん
の
未
来
も

ま
た
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

将
来
は
動
物
園
で

動
物
保
護
関
係
の
仕
事
へ

獣
医
師
へ
の
憧
れ
が
、筑
女
で
確
か
な
目
標
に

現在
入学当初は男女比7：3のクラスにびっくり。で
も、6月に行われた学祭でクラスが一つになり、
今はいろんなことを相談できる友達もできまし
た。12もの学部とその先を目指す多様な人が集
まっているクラスでそれぞれの価値観にふれ、
充実した毎日です。

中学校時代
陸上部に入り、2年から部長に。自己記録を伸
ばすべく努力しながら、山ほどあった部内の様々
な出来事の調整に大変な思いもしました。でも、
やり遂げた時の達成感は、今も忘れられません。

小学校時代
卓球クラブの長としての経験や、お楽しみ
会などの企画を通し、まわりの人が楽しん
でいるのを嬉しいと感じるように。何も
せずにはいられない自分に気づきました。
親にどんな魔法をかけられたのか…。

子ども時代
体操、水泳、ピアノ、書道、英語など、いろんな習い
事に挑戦。考えるより、まずやってみる子でした。

座右の銘は？

 ｢苦なくして楽を得ず｣

達成感を得るためには頑張らないとい
けない時期がある―いろんなことを
経験するたびに、その思いが強くなりま
す。今も学生委員会の活動で大忙しの
毎日ですが、頑張っています！

Q １日だけ変身できるなら？

A 猫

野良猫は生きていくのが大変な
半面、縛られない生活。ノホホンと
していながら、まずいことになりそ
うだとサッと逃げ出すような自由
さを味わってみたいと思います。

小山さんへの｢一問一答｣もう少し聞かせてください！

Q

A

愛読書は？

『逆境を笑え』

高校時代に出合った、プロ野球
選手の川﨑宗則さんの本。たま
にグサッとくる言葉が書いてあ
り、付箋を付けてボロボロにな
るほど何度も読み返しました。

Q

A

ON
OFF&

リフレッシュ法は？

音楽を聴きながら、毎朝
約１時間のランニング
を続けています。北大は
自然が多く、無心で走っ
ているとスッキリします。

朝のランニング

Q

A

北

実

小山 都熙さんの場合

高校時代
北大進学という目標に向かって勉強しつつ、友
だちとの笑いが絶えない楽しい毎日を満喫。2年
から「スマイルCJプロジェクト」の代表の一人と
なり、行事の企画･運営、企業とのコラボ企画な
ども経験しました。

高・中

CJ People

大学
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本
学
卒
業
生
を
ご
採
用
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
へ
伺
う
こ
の

コ
ー
ナ
ー
。今
回
は
、日
本
最
大
級
の
複
合
商
業
施
設「
Ｊ
Ｒ
博

多
シ
テ
ィ
」の
開
発
・
運
営
事
業
を
通
し
て
街
づ
く
り
を
進
め
、

博
多
エ
リ
ア
に
笑
顔
と
元
気
を
創
出
す
る
株
式
会
社
Ｊ
Ｒ
博

多
シ
テ
ィ
で
活
躍
中
の
本
学
Ｏ
Ｇ
、川
内
浩
歌
さ
ん
と
上
司
の

久
富
隆
央
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

株
式
会
社
J
R
博
多
シ
テ
ィ

営
業
部 

営
業
二
課

川
内 

浩
歌
さ
ん 

の
巻

上司の方に
伺いました

な
や
か
さ
の
中
に
確
か

な
芯
を
感
じ
さ
せ
な
が

ら
仕
事
を
語
る
川
内
さ
ん
に
、

就
職
活
動
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、

｢

〝
人
が
楽
し
め
る
空
間
づ
く
り
〞

が
キ
ー
ワ
ー
ド
。で
も
、弊
社
と
の

出
会
い
は
偶
然
で
し
た
。た
ま
た

ま
遊
び
に
行
こ
う
と
思
っ
た
博

多
デ
イ
ト
ス
の
イ
ベン
ト
情
報
を

ホ
ー
ム
ペー
ジ
で
見
て
い
た
ら
採

用
情
報
が
載
っ
て
い
た
ん
で
す
。

商
業
施
設
は
興
味
を
持
っ
て
い

た
分
野
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
、慌

て
て
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を｣

と
い

う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
川
内
さ
ん
曰
く
、｢

筑

女
で
よ
か
っ
た
！｣

と
の
こ
と
。

　｢

ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
で
豊
富
な

情
報
が
得
ら
れ
、進
路
支
援
課

の
方
に
は
社
会
人
と
し
て
の
マ

ナ
ー
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の

書
き
方
ま
で
指
導
し
て
い
た
だ

い
た
ん
で
す
。〝
就
職
の
筑
女
〞と

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い

ま
し
た
が
、『
こ
こ
ま
で
一
人
ひ

と
り
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
な

ん
て
！
』と
思
い
ま
し
た｣

　
休
日
も
出
張
先
で
も
、つ
い
仕

事
モ
ー
ド
で
店
に
目
が
い
く
と
い

う
川
内
さ
ん
。来
春
の
ア
ミ
ュ
エ

ス
ト
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
で
す
。

多
駅
を
中
心
に
事
業
を
展

開
す
る
弊
社
は
、
九
州
の

玄
関
口
で
あ
り
、ア
ジ
ア
に
向
け

た
顔
で
も
あ
る
博
多
の
ま
ち
づ

く
り
を
担
い
、笑
顔
と
元
気
、そ

し
て
賑
わ
い
の
創
出
を
役
割
と

し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
貢
献
と

と
も
に
、福
岡
・
九
州
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
も
使
命
の
一
つ
で

す
。

 
 

九
州
の
玄
関
口
と
は
い
え
、東

京
と
比
べ
れ
ば
乗
降
人
員
の
は
る

か
に
少
な
い
博
多
駅
で
、駅
を
利

用
す
る
流
動
客
に
頼
る
の
で
は

な
く
、わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
た
い
と

人
々
が
思
う
街
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。そ
れ
だ
け
に
、川

内
さ
ん
が
担
当
す
る
テ
ナ
ン
ト

開
発
業
務
に
お
い
て
は
、た
だ
消

費
活
動
が
行
わ
れ
る
場
所
で
は

な
く
、人
々
が
集
い
、憩
い
や
話
題

が
生
ま
れ
、情
報
発
信
さ
れ
る
よ

う
な
場
づ
く
り
が
大
切
で
す
。川

内
さ
ん
は
現
在
、ア
ミ
ュ
エ
ス
ト

担
当
と
し
て
、館
の
高
い
感
度
や

新
鮮
さ
を
保
ち
、お
客
様
が
求
め

ら
れ
る
も
の
を
常
に
考
え
、出
店

交
渉
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
ナ
ン
ト
開
発
は
難
し
く
、か

な
り
苦
労
も
す
る
の
で
す
が
、真

面
目
で
粘
り
強
く
、自
ら
に
諦
め

も
妥
協
も
許
さ
な
い
川
内
さ
ん

な
ら
、き
っ
と
や
り
遂
げ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。徹
底
し
て
業

務
を
遂
行
し
て
く
れ
る
の
で
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。そ
も
そ

も
、今
年
か
ら
テ
ナ
ン
ト
開
発
と

い
う
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
抜
擢
さ

れ
た
の
は
、フ
ロ
ア
担
当
と
し
て

高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や

正
確
な
分
析
力
を
発
揮
し
、テ
ナ

ン
ト
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
評
価
も
高

か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
筑
女
生
の
皆
さ
ん
、こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
注
目
を
集
め
る
九
州

を
、更
な
る
発
展
を
遂
げ
る
福
岡

を
、一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

せ
ん
か
。
弊
社
の
理
念
に
共
感

し
、旺
盛
な
好
奇
心
で
共
に
邁
進

で
き
る
人
と
の
出
会
い
を
求
め

て
い
ま
す
。

就
職
活
動
で
改
め
て
感
じ
た

｢

筑
女
で
よ
か
っ
た
！｣

 

・
博
多
デ
イ
ト
ス
に
、

｢

ア
ミュエ
ス
ト｣

が
誕
生

し
て
以
来
２
年
間
、川
内
さ
ん
は

フ
ロ
ア
担
当
と
し
て
売
り
場
づ
く

り
や
売
上
ア
ッ
プ
の
サ
ポ
ー
ト

に
従
事
。現
在
は
、ア
ミュエ
ス
ト

の
70
区
画
の
出
店
交
渉
を
行
う

テ
ナ
ン
ト
開
発
業
務
を
担
当
し
、

東
京
や
大
阪
な
ど
に
あ
る
テ
ナ

ン
ト
の
本
部
と
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
な
が
ら
、来
春
の
３
周
年

に
向
け
て
、さ
ら
な
る
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　｢

お
店
と
一
緒
に
、い
か
に
お

客
様
に
選
ば
れ
る
館
に
し
て
い

く
か
が
常
に
課
題
で
す
。売
上
減

少
の
傾
向
が
あ
る
お
店
の
場

合
、テ
ナ
ン
ト
本
部
の
方
と
厳
し

い
話
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。店
長
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
の
日
頃
の
が
ん
ば
り
や
想

い
は
よ
く
分
か
っ
て
い
る
だ
け

に
、厳
し
い
話
を
す
る
時
は
辛
い

の
で
す
が
、逆
に『
あ
な
た
が
担

当
で
良
か
っ
た
』と
言
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。売
上

ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、そ
の
店
が

あ
る
こ
と
で
、た
く
さ
ん
の
お
客

様
の
笑
顔
を
見
ら
れ
る
こ
と
に

大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す｣

お
客
様
の
楽
し
げ
な
笑
顔
が

仕
事
へ
の
原
動
力
に

文学部アジア文化学科を平成21年に卒業。｢仕事における信条は、何事にも誠実に対応すること。テナ
ントさんとの交渉には駆け引きもありますが、嘘偽りなく相手と向き合う姿勢を大切にしています｣

わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
た
く
な
る

半
歩
先
の
感
度
と
新
鮮
さ
を

｢

心
に
適
う
感
動
の
サ
ー
ビ
ス

を
創
造
し
、笑
顔
あ
ふ
れ
る

九
州
の
実
現
を
目
指
す｣

を

テ
ー
マ
に
、九
州
の
顔
へ

｢筑女出身者は自分の
意見を持っている人が
多いですね｣と久富さん。

博

営
業
部 

営
業
二
課 

課
長
　
久
富 

隆
央
さ
ん

vol.

旧

今回の登場企業
●法人名：株式会社JR博多シティ
●設　立：昭和48年4月2日
●事業内容：JR博多シティを中心とした商業　
　　　　  施設の開発・運営
●資本金：11億5,000万円（九州旅客鉄道100％出資）
●従業員数：87名
　 （平成28年6月時点／他社からの出向者等を含む）

●テナント売上高：約1,035億円（平成27年度）
●平成28年度新卒者採用実績：7名

し



筑
女
O
G
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

私の歩み

こ
や
ま
・
と
き
●
両
親
や
中
学
時
代
の
先
生
の
勧
め
で
筑
女
に
進
学
し
、昨
年
春
、北
海
道
大
学
総
合
教

育
部
に
現
役
で
合
格
。｢

筑
女
で
仏
教
を
学
ん
だ
の
で
、大
学
で
留
学
生
の
他
の
宗
教
に
基
づ
く
行
動
や

発
言
、お
祈
り
の
姿
に
ふ
れ
て
も
、仏
教
と
比
較
し
な
が
ら
そ
の
意
味
を
理
解
で
き
ま
す｣

と
語
る
。

医
学
部
や
農
学
部
が
よ
く
出
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
、憧
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。明
確
な
目

標
に
な
っ
た
の
は
、高
校
１
年
生

の
頃
。塾
に
行
か
ず
合
格
で
き

た
の
は
、筑
女
の
先
生
と
友
だ

ち
の
お
か
げ
で
す｣

は
本
人
曰
く
、２
年
生

で｢

低
迷
期｣

に
。理
系

科
目
の
成
績
が
振
る
わ
な
く
な

り
、そ
の
ま
ま
３
年
生
を
迎
え

ま
し
た
。し
か
し
、先
生
と
の
出

会
い
で
状
況
が
一
変
。｢

数
学
は

友
重
先
生
に
相
談
し
な
が
ら
セ

先
生
、そ
し
て
友
達
と
の

出
会
い
が
大
き
な
力
に

海
道
大
学
で
は
、学
部

入
試
と
別
に
、理
系
ま
た

は
文
系
の
総
合
入
試
枠
で
受
験

し
、本
人
の
希
望
と
１
年
次
の

成
績
に
よ
っ
て
他
の
学
部
に
移

行
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
ま
す
。こ
の
枠
で
合
格
を
勝

ち
取
っ
た
小
山
さ
ん
が
目
指
す

の
は
獣
医
学
部
。将
来
は
動
物

園
で
動
物
保
護
関
係
の
仕
事
に

携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　｢

幼
い
頃
か
ら
動
物
が
大
好

き
で
、動
物
関
連
の
テ
レ
ビ
番
組

を
見
て
い
た
の
で
す
が
、あ
る

時
、エ
ン
ド
ロ
ー
ル
に
北
大
の
獣

中学校からの6年間、あるいは高校での3年間の学校生活
の中で目標を見つけ、次のステージへと巣立っていく筑女生
たち。このコーナーでは、現在に繋がる筑女時代のターニン
グポイントや思い出、そして大学での学び、今後への想いな
どをOGの皆さんに伺います。

Vol.
08

ン
タ
ー
試
験
を
乗
り
切
り
、そ
の

後
は
朝
夕
、そ
し
て
土
日
も
指

導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。苦
手

の
化
学
も
先
生
方
が
常
に
励
ま

し
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す｣

　
ま
た
、友
だ
ち
の
存
在
も
大

き
か
っ
た
と
の
こ
と
。｢

勉
強
は

一
人
で
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、仲
間
と
勉
強
す
る

こ
と
が
力
に
な
り
ま
し
た
。口
に

は
出
さ
な
く
て
も
お
互
い
の
が

ん
ば
り
に
発
奮
で
き
た
ん
で
す｣

と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、さ
ま
ざ
ま
な
夢
を
抱

く
仲
間
と
同
じ
ク
ラ
ス
で
学
び
、

想
像
を
超
え
て
人
間
関
係
が
広

が
る
今
、小
山
さ
ん
の
未
来
も

ま
た
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

将
来
は
動
物
園
で

動
物
保
護
関
係
の
仕
事
へ

獣
医
師
へ
の
憧
れ
が
、筑
女
で
確
か
な
目
標
に

現在
入学当初は男女比7：3のクラスにびっくり。で
も、6月に行われた学祭でクラスが一つになり、
今はいろんなことを相談できる友達もできまし
た。12もの学部とその先を目指す多様な人が集
まっているクラスでそれぞれの価値観にふれ、
充実した毎日です。

中学校時代
陸上部に入り、2年から部長に。自己記録を伸
ばすべく努力しながら、山ほどあった部内の様々
な出来事の調整に大変な思いもしました。でも、
やり遂げた時の達成感は、今も忘れられません。

小学校時代
卓球クラブの長としての経験や、お楽しみ
会などの企画を通し、まわりの人が楽しん
でいるのを嬉しいと感じるように。何も
せずにはいられない自分に気づきました。
親にどんな魔法をかけられたのか…。

子ども時代
体操、水泳、ピアノ、書道、英語など、いろんな習い
事に挑戦。考えるより、まずやってみる子でした。

座右の銘は？

 ｢苦なくして楽を得ず｣

達成感を得るためには頑張らないとい
けない時期がある―いろんなことを
経験するたびに、その思いが強くなりま
す。今も学生委員会の活動で大忙しの
毎日ですが、頑張っています！

Q １日だけ変身できるなら？

A 猫

野良猫は生きていくのが大変な
半面、縛られない生活。ノホホンと
していながら、まずいことになりそ
うだとサッと逃げ出すような自由
さを味わってみたいと思います。

小山さんへの｢一問一答｣もう少し聞かせてください！

Q

A

愛読書は？

『逆境を笑え』

高校時代に出合った、プロ野球
選手の川﨑宗則さんの本。たま
にグサッとくる言葉が書いてあ
り、付箋を付けてボロボロにな
るほど何度も読み返しました。

Q

A

ON
OFF&

リフレッシュ法は？

音楽を聴きながら、毎朝
約１時間のランニング
を続けています。北大は
自然が多く、無心で走っ
ているとスッキリします。

朝のランニング

Q

A

北

実

小山 都熙さんの場合

高校時代
北大進学という目標に向かって勉強しつつ、友
だちとの笑いが絶えない楽しい毎日を満喫。2年
から「スマイルCJプロジェクト」の代表の一人と
なり、行事の企画･運営、企業とのコラボ企画な
ども経験しました。

高・中

CJ People

大学
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本
学
卒
業
生
を
ご
採
用
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
へ
伺
う
こ
の

コ
ー
ナ
ー
。今
回
は
、日
本
最
大
級
の
複
合
商
業
施
設「
Ｊ
Ｒ
博

多
シ
テ
ィ
」の
開
発
・
運
営
事
業
を
通
し
て
街
づ
く
り
を
進
め
、

博
多
エ
リ
ア
に
笑
顔
と
元
気
を
創
出
す
る
株
式
会
社
Ｊ
Ｒ
博

多
シ
テ
ィ
で
活
躍
中
の
本
学
Ｏ
Ｇ
、川
内
浩
歌
さ
ん
と
上
司
の

久
富
隆
央
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

株
式
会
社
J
R
博
多
シ
テ
ィ

営
業
部 

営
業
二
課

川
内 

浩
歌
さ
ん 

の
巻

上司の方に
伺いました

な
や
か
さ
の
中
に
確
か

な
芯
を
感
じ
さ
せ
な
が

ら
仕
事
を
語
る
川
内
さ
ん
に
、

就
職
活
動
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、

｢

〝
人
が
楽
し
め
る
空
間
づ
く
り
〞

が
キ
ー
ワ
ー
ド
。で
も
、弊
社
と
の

出
会
い
は
偶
然
で
し
た
。た
ま
た

ま
遊
び
に
行
こ
う
と
思
っ
た
博

多
デ
イ
ト
ス
の
イ
ベン
ト
情
報
を

ホ
ー
ム
ペー
ジ
で
見
て
い
た
ら
採

用
情
報
が
載
っ
て
い
た
ん
で
す
。

商
業
施
設
は
興
味
を
持
っ
て
い

た
分
野
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
、慌

て
て
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を｣

と
い

う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
川
内
さ
ん
曰
く
、｢

筑

女
で
よ
か
っ
た
！｣

と
の
こ
と
。

　｢

ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
で
豊
富
な

情
報
が
得
ら
れ
、進
路
支
援
課

の
方
に
は
社
会
人
と
し
て
の
マ

ナ
ー
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の

書
き
方
ま
で
指
導
し
て
い
た
だ

い
た
ん
で
す
。〝
就
職
の
筑
女
〞と

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い

ま
し
た
が
、『
こ
こ
ま
で
一
人
ひ

と
り
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
な

ん
て
！
』と
思
い
ま
し
た｣

　
休
日
も
出
張
先
で
も
、つ
い
仕

事
モ
ー
ド
で
店
に
目
が
い
く
と
い

う
川
内
さ
ん
。来
春
の
ア
ミ
ュ
エ

ス
ト
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
で
す
。

多
駅
を
中
心
に
事
業
を
展

開
す
る
弊
社
は
、
九
州
の

玄
関
口
で
あ
り
、ア
ジ
ア
に
向
け

た
顔
で
も
あ
る
博
多
の
ま
ち
づ

く
り
を
担
い
、笑
顔
と
元
気
、そ

し
て
賑
わ
い
の
創
出
を
役
割
と

し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
貢
献
と

と
も
に
、福
岡
・
九
州
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
も
使
命
の
一
つ
で

す
。

 
 

九
州
の
玄
関
口
と
は
い
え
、東

京
と
比
べ
れ
ば
乗
降
人
員
の
は
る

か
に
少
な
い
博
多
駅
で
、駅
を
利

用
す
る
流
動
客
に
頼
る
の
で
は

な
く
、わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
た
い
と

人
々
が
思
う
街
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。そ
れ
だ
け
に
、川

内
さ
ん
が
担
当
す
る
テ
ナ
ン
ト

開
発
業
務
に
お
い
て
は
、た
だ
消

費
活
動
が
行
わ
れ
る
場
所
で
は

な
く
、人
々
が
集
い
、憩
い
や
話
題

が
生
ま
れ
、情
報
発
信
さ
れ
る
よ

う
な
場
づ
く
り
が
大
切
で
す
。川

内
さ
ん
は
現
在
、ア
ミ
ュ
エ
ス
ト

担
当
と
し
て
、館
の
高
い
感
度
や

新
鮮
さ
を
保
ち
、お
客
様
が
求
め

ら
れ
る
も
の
を
常
に
考
え
、出
店

交
渉
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
ナ
ン
ト
開
発
は
難
し
く
、か

な
り
苦
労
も
す
る
の
で
す
が
、真

面
目
で
粘
り
強
く
、自
ら
に
諦
め

も
妥
協
も
許
さ
な
い
川
内
さ
ん

な
ら
、き
っ
と
や
り
遂
げ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。徹
底
し
て
業

務
を
遂
行
し
て
く
れ
る
の
で
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。そ
も
そ

も
、今
年
か
ら
テ
ナ
ン
ト
開
発
と

い
う
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
抜
擢
さ

れ
た
の
は
、フ
ロ
ア
担
当
と
し
て

高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や

正
確
な
分
析
力
を
発
揮
し
、テ
ナ

ン
ト
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
評
価
も
高

か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
筑
女
生
の
皆
さ
ん
、こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
注
目
を
集
め
る
九
州

を
、更
な
る
発
展
を
遂
げ
る
福
岡

を
、一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

せ
ん
か
。
弊
社
の
理
念
に
共
感

し
、旺
盛
な
好
奇
心
で
共
に
邁
進

で
き
る
人
と
の
出
会
い
を
求
め

て
い
ま
す
。

就
職
活
動
で
改
め
て
感
じ
た

｢

筑
女
で
よ
か
っ
た
！｣

 

・
博
多
デ
イ
ト
ス
に
、

｢

ア
ミュエ
ス
ト｣

が
誕
生

し
て
以
来
２
年
間
、川
内
さ
ん
は

フ
ロ
ア
担
当
と
し
て
売
り
場
づ
く

り
や
売
上
ア
ッ
プ
の
サ
ポ
ー
ト

に
従
事
。現
在
は
、ア
ミュエ
ス
ト

の
70
区
画
の
出
店
交
渉
を
行
う

テ
ナ
ン
ト
開
発
業
務
を
担
当
し
、

東
京
や
大
阪
な
ど
に
あ
る
テ
ナ

ン
ト
の
本
部
と
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
な
が
ら
、来
春
の
３
周
年

に
向
け
て
、さ
ら
な
る
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　｢

お
店
と
一
緒
に
、い
か
に
お

客
様
に
選
ば
れ
る
館
に
し
て
い

く
か
が
常
に
課
題
で
す
。売
上
減

少
の
傾
向
が
あ
る
お
店
の
場

合
、テ
ナ
ン
ト
本
部
の
方
と
厳
し

い
話
も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。店
長
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
の
日
頃
の
が
ん
ば
り
や
想

い
は
よ
く
分
か
っ
て
い
る
だ
け

に
、厳
し
い
話
を
す
る
時
は
辛
い

の
で
す
が
、逆
に『
あ
な
た
が
担

当
で
良
か
っ
た
』と
言
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。売
上

ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、そ
の
店
が

あ
る
こ
と
で
、た
く
さ
ん
の
お
客

様
の
笑
顔
を
見
ら
れ
る
こ
と
に

大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す｣

お
客
様
の
楽
し
げ
な
笑
顔
が

仕
事
へ
の
原
動
力
に

文学部アジア文化学科を平成21年に卒業。｢仕事における信条は、何事にも誠実に対応すること。テナ
ントさんとの交渉には駆け引きもありますが、嘘偽りなく相手と向き合う姿勢を大切にしています｣

わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
た
く
な
る

半
歩
先
の
感
度
と
新
鮮
さ
を

｢

心
に
適
う
感
動
の
サ
ー
ビ
ス

を
創
造
し
、笑
顔
あ
ふ
れ
る

九
州
の
実
現
を
目
指
す｣

を

テ
ー
マ
に
、九
州
の
顔
へ

｢筑女出身者は自分の
意見を持っている人が
多いですね｣と久富さん。

博

営
業
部 

営
業
二
課 

課
長
　
久
富 

隆
央
さ
ん

vol.

旧

今回の登場企業
●法人名：株式会社JR博多シティ
●設　立：昭和48年4月2日
●事業内容：JR博多シティを中心とした商業　
　　　　  施設の開発・運営
●資本金：11億5,000万円（九州旅客鉄道100％出資）
●従業員数：87名
　 （平成28年6月時点／他社からの出向者等を含む）

●テナント売上高：約1,035億円（平成27年度）
●平成28年度新卒者採用実績：7名

し
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横
山 

麻
美
さ
ん

（
幼
稚
園
／
夕
葵
ち
ゃ
ん〈
年
少
〉・

　
　

  

未
空
ち
ゃ
ん〈
年
長
〉の
お
母
さ
ん
）

の
絵
本
は
、主
人
公
・
な
っ
ち
ゃ
ん
の
家
に
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
、マ
マ
に
甘
え
る
こ
と
を
我
慢
し
、何
で
も

自
分
で
や
ろ
う
と
す
る
な
っ
ち
ゃ
ん
の
姿
と
、最
後
に
マ
マ
に

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」で
は
な
く
、いっ
ぱ
い
抱
っ
こ
し
て
も
ら
う

姿
が
印
象
的
な
お
話
で
す
。

　

私
が
こ
の
絵
本
に
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、長
女
が
4

歳
、次
女
が
2
歳
、そ
し
て
三
女
が
生
ま
れ
て
間
も
な
い
頃

で
、忙
し
く
て
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
を
あ
ま
り

持
て
な
い
時
期
で
し
た
。あ
ま
り
甘
え
よ
う
と
し
な
い
娘
た

ち
の
姿
が
、絵
本
の
中
の
な
っ
ち
ゃ
ん
と
重
な
り
、読
む
た
び

に
後
ろ
め
た
さ
と
申
し
訳
な
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
、私
に
と

っ
て
は
胸
の
痛
く
な
る
絵
本
で
し
た
。し
か
し
、娘
た
ち
と
遊

ぶ
時
間
は
取
れ
な
く
て
も
、抱
っ
こ
な
ら
毎
日
で
も
で
き
る

と
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
絵
本
で
も
あ
り
ま
す
。

　

短
い
時
間
で
も
娘
一
人
ず
つ
と
向
き
合
う
時
間
は
私
に

と
っ
て
も
大
切
な
時
間
で
す
。当
時
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
三
女

が
今
年
年
少
に
な
り
、子
供
た
ち
の
成
長
を
日
々
感
じ
る

余
裕
も
で
き
ま
し
た
。今
で
も
、大
き
く
な
っ
た
娘
た
ち
は

ふ
と
し
た
時
に「
抱
っ
こ
し
て
！
」と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。こ
れ

か
ら
で
も
十
分
取
り
戻
せ
る
と
思
う
一
方
で
、い
つ
ま
で
言

っ
て
く
れ

る
か
な
と

い
う
寂
し

さ
も
あ
り

ま
す
が
、こ

の
時
間
を

大
切
に
し

た
い
で
す
。

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
少
な
かっ
た

時
期
に
、気
づ
き
を
与
え
て
く
れ
た
一
冊

親
子
で
読
み
た
い
！

こ
こ
ろ
に
響
く
絵
本

8

寄稿
連載

も
思
い
切
り
汚
し
て
る
！
た
っ

ぷ
り
遊
ん
だ
ん
だ
ね
」と
い
っ
た

感
じ
で
、さ
り
気
な
く
言
葉
を

か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。ホ
ッ
と

で
き
る
時
間
を
与
え
て
あ
げ
る

と
、自
分
か
ら
話
し
始
め
た
り

す
る
も
の
で
す
。

　
お
子
さ
ん
が
話
し
始
め
た
こ

と
に
関
心
を
持
ち
、一
緒
に
喜

ん
だ
り
考
え
た
り
す
る
こ
と
は

「
あ
な
た
の
こ
と
を
大
切
に
思

っ
て
い
る
よ
」と
示
す
こ
と
に
つ

な
が
り
、子
ど
も
は
自
己
肯
定

感
を
た
っ
ぷ
り
感
じ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。自
分
の
こ
と
を
一

人
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
年
齢
で
も
、ま
だ
ま
だ
甘
え

た
い
も
の
。園
で
は
元
気
一
杯

だ
っ
た
子
ど
も
が
、お
迎
え
に

来
ら
れ
た
お
母
さ
ん
の
顔
を
見

た
途
端
、急
に
ワ
ガ
マ
マ
を
言
い

な
が
ら
ぐ
ず
る
の
は
そ
の
証
で

す
。大
好
き
な
お
母
さ
ん
に
は
、

全
て
を
出
せ
る
の
で
す
。ぜ
ひ
、

何
も
し
な
い
時
間
の
中
で
受
け

止
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

│
最
近
、家
に
い
る
時
に
ぐ
ず

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、何
か

原
因
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
幼
稚
園
は
集
団
生
活
の
場

│
幼
稚
園
か
ら
帰
宅
後
、習

い
事
に
通
わ
せ
て
い
る
ご
家
庭
が

多
い
よ
う
で
す
が
、何
か
始
め
た

方
が
良
い
で
し
ょ
う
か
？

　
習
い
事
を
始
め
る
タ
イ
ミ
ン

グ
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す

が
、周
り
が
や
っ
て
い
る
か
ら
と

焦
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま

す
。子
ど
も
た
ち
は
、毎
日
幼
稚

園
で
、身
体
と
心
を
目
一
杯
使

っ
て
遊
ん
で
い
る
と
同
時
に
、い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま

す
。降
園
後
は
、親
子
で
ゆ
っ
く

り
過
ご
す
時
間
を
、な
る
べ
く

多
く
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、降
園
後
の
お
子

さ
ん
が
、何
を
す
る
で
も
な
く

ソ
フ
ァ
ー
に
寝
転
が
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

そ

ん
な
時
、つ
い「
幼
稚
園
で
何
か

あ
っ
た
？
」「
今
日
は
誰
と
遊
ん

だ
？
」な
ど
と
声
を
か
け
た
く

な
り
ま
す
が
、「
何
も
し
な
い
時

間
」は
、子
ど
も
に
と
っ
て
目
一

杯
使
っ
た
身
体
と
心
を
休
ま
せ

る
大
切
な
時
間
で
す
。幼
稚
園

で
の
出
来
事
を
聞
き
出
す
な

ら
、例
え
ば
、持
ち
帰
っ
た
服
を

洗
濯
に
出
し
な
が
ら
、「
今
日

で
す
。自
宅
で
過
ご
す
時
と
違

い
、時
に
は
友
だ
ち
と
け
ん
か

し
た
り
、う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
が
あ
っ
て
も
、園
に
い
る
時

は
、我
慢
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。そ
う
し
た
気
持
ち
を
言
葉

で
は
上
手
く
説
明
で
き
な
く

て
、ぐ
ず
っ
た
り
甘
え
た
り
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
人
も
同
じ
こ
と
で
す
が
、１

日
中
が
ん
ば
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
す
よ
ね
。そ
ん
な
時
こ
そ
、

親
子
の
時
間
が
必
要
で
す
。た

だ
し
、長
く
な
く
て
も
大
丈

夫
。１
日
10
分
間
で
も
構
い
ま

せ
ん
。例
え
ば
私
の
場
合
、夕

食
の
支
度
を
し
な
が
ら
、そ
れ

と
な
く
子
ど
も
が
話
し
や
す
い

雰
囲
気
を
作
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。大
事
な
話
は「
一

対
一
で
目
を
見
な
が
ら
」が
基

本
で
す
が
、た
と
え
料
理
中
で

も
、お
母
さ
ん
の
気
持
ち
の
目

が
自
分
に
向
い
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
と
、子
ど
も
は
嬉
し
い

も
の
。１
日
の
ど
こ
か
で
そ
う

し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、お
子
さ
ん
の
心
は
満

た
さ
れ
、次
の
日
は
元
気
に
登

園
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。子

ど
も
の
気
持
ち
を
受
け
止
め

て
あ
げ
ら
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。

今回のテーマ

岸田 由美子教諭

今回
のお話当番

筑紫女学園短期大学幼児教育科卒業後、現職に。
2度の育児休暇を挟み、教諭歴は今年で19年目。

「
気
持
ち
の
目
」で

心
に
寄
り
添
う

何
も
し
な
い
時
間
の
中
で

さ
り
気
な
く
話
を
引
き
出
し

思
い
を
受
け
止
め
て

『帰宅後の過ごし方』 について
vol.8

幼稚園

人間形成において大事な幼児期。思わぬことの連続で、ご心配の保護者もいらっしゃることでしょう。
ここではそんな心配や不安を吹き飛ばし、“ほっと”していただけるようなお話をお届けします。

写真で見る筑女生の「今」

大学

各
校
・
幼
稚
園
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
新
着
情
報
」に「
Ｃ
Ｊ
フ
ォ
ト
ピ
ッ
ク
ス
」で
紹
介
し
た
情
報
の
詳
細
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。そ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
で
！

▶今後の予定  【  大学 】

8
月
11
日
、お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、た
く
さ
ん
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。お
揃
い
の
ピ
ン
ク
の
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
を
着
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
C
A
M
P
U
S

案
内
を
は
じ
め
大
活
躍
し
ま
し
た
。

8月19～22日、高校生と大学生がチームを組
み、フィールドワークを通じて石垣島の白保の暮
らしやサンゴ礁文化について学びを深めました。

CJサマーキャンプ

インターナショナルカフェ

6月18日、学友会活動を通じて得た「気づき」や
入学当初からの自分の成長について、学生の
発表を保護者の皆さまに聞いていただきました。

保護者懇談会・後援会総会
6月29日・30日、教員採用試験に向け壮行会が行わ
れました。教職員より試験に向けての心構えや学生代
表からのあいさつの後、皆で健闘を誓いあいました。

教員採用試験に向けた壮行会

CJ Topics

Webサイト情報

▲こちらからもアクセスできます ▲こちらからもアクセスできます

●大学「公式Facebookページ」
http://www.facebook.com/ChikushiJogakuenUniversity

●大学・現代社会学部「公式Facebookページ」
https://www.facebook.com/CJ.gensha

【大学】 【大学・現代社会学部】

『ちょっとだけ』
●瀧村有子 作／鈴木永子 絵
福音館書店 刊／900円＋税

6月2日、お昼休みに留学生や帰国留学生とラン
チやお菓子を食べながら英語・中国語・韓国語
で情報交流をはかりました。(毎週木曜日に開催）

O
P
E
N  

C
A
M
P
U
S

9月修了式（院）・
卒業式（大）

開催内容日程 開催場所
保護者懇談会

後期開講

キャンパス説明会

高校生授業見学

熊本・宮崎

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

開催内容日程 開催場所
学園祭
入試相談会（30日のみ）

保護者プラスガイダンス

全学礼拝（報恩講）

一般入試（前期）※

定期試験

10月29日（土）・30日（日）

11月  6日（日）

11月  8日（火）

  1月31日（火）

2月1日（水）～7日（火）

  9月10日（土）

  9月21日（水）

  9月21日（水）

10月  9日（日）

10月10日（月・祝）

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

こ

6月11日、筑紫女学園短期大学50年の集い～短大
から大学へ～が行われました。参加された多くの卒業
生の方 も々懐かしく当時を振り返っておられました。

筑紫女学園短期大学50年の集い

6月21日・23日、今年2月に現地訪問した学
生・教員による報告会ならびに、今年度の活動
に関する説明会が行われました。

ネパール大地震復興教育支援プロジェクト報告会・説明会

7月7日、6カ国8大学から本学に短期留学中
の学生に、各協定大学や自国の文化について
発表してもらいました。

短期留学生による発表会
7月8日、県人会の主催でホークス戦観戦が行われ
ました。今日が野球観戦が初めてという学生や留学
生も参加してくれ、良い思い出づくりになりました。

県人会主催 ソフトバンクホークス試合観戦

幼稚園

大学

学
園
の
話
題

子
育
て
お
役
立
ち
情
報

学生による学習講座
6月2日、学生が講師となる学習講座がお昼休
みに行われました。今回のテーマは「評価があ
がるレポート作り」でした。（毎週木曜日に開催）

14 CJ Report No.90 13CJ Report No.90

※詳細については本誌裏表紙をご参照ください。

ゆ
き

み
く



CJ People

横
山 

麻
美
さ
ん

（
幼
稚
園
／
夕
葵
ち
ゃ
ん〈
年
少
〉・

　
　

  

未
空
ち
ゃ
ん〈
年
長
〉の
お
母
さ
ん
）

の
絵
本
は
、主
人
公
・
な
っ
ち
ゃ
ん
の
家
に
赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
、マ
マ
に
甘
え
る
こ
と
を
我
慢
し
、何
で
も

自
分
で
や
ろ
う
と
す
る
な
っ
ち
ゃ
ん
の
姿
と
、最
後
に
マ
マ
に

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
」で
は
な
く
、いっ
ぱ
い
抱
っ
こ
し
て
も
ら
う

姿
が
印
象
的
な
お
話
で
す
。

　

私
が
こ
の
絵
本
に
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、長
女
が
4

歳
、次
女
が
2
歳
、そ
し
て
三
女
が
生
ま
れ
て
間
も
な
い
頃

で
、忙
し
く
て
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
を
あ
ま
り

持
て
な
い
時
期
で
し
た
。あ
ま
り
甘
え
よ
う
と
し
な
い
娘
た

ち
の
姿
が
、絵
本
の
中
の
な
っ
ち
ゃ
ん
と
重
な
り
、読
む
た
び

に
後
ろ
め
た
さ
と
申
し
訳
な
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
、私
に
と

っ
て
は
胸
の
痛
く
な
る
絵
本
で
し
た
。し
か
し
、娘
た
ち
と
遊

ぶ
時
間
は
取
れ
な
く
て
も
、抱
っ
こ
な
ら
毎
日
で
も
で
き
る

と
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
絵
本
で
も
あ
り
ま
す
。

　

短
い
時
間
で
も
娘
一
人
ず
つ
と
向
き
合
う
時
間
は
私
に

と
っ
て
も
大
切
な
時
間
で
す
。当
時
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
三
女

が
今
年
年
少
に
な
り
、子
供
た
ち
の
成
長
を
日
々
感
じ
る

余
裕
も
で
き
ま
し
た
。今
で
も
、大
き
く
な
っ
た
娘
た
ち
は

ふ
と
し
た
時
に「
抱
っ
こ
し
て
！
」と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。こ
れ

か
ら
で
も
十
分
取
り
戻
せ
る
と
思
う
一
方
で
、い
つ
ま
で
言

っ
て
く
れ

る
か
な
と

い
う
寂
し

さ
も
あ
り

ま
す
が
、こ

の
時
間
を

大
切
に
し

た
い
で
す
。

子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
が
少
な
かっ
た

時
期
に
、気
づ
き
を
与
え
て
く
れ
た
一
冊

親
子
で
読
み
た
い
！

こ
こ
ろ
に
響
く
絵
本

8

寄稿
連載

も
思
い
切
り
汚
し
て
る
！
た
っ

ぷ
り
遊
ん
だ
ん
だ
ね
」と
い
っ
た

感
じ
で
、さ
り
気
な
く
言
葉
を

か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。ホ
ッ
と

で
き
る
時
間
を
与
え
て
あ
げ
る

と
、自
分
か
ら
話
し
始
め
た
り

す
る
も
の
で
す
。

　
お
子
さ
ん
が
話
し
始
め
た
こ

と
に
関
心
を
持
ち
、一
緒
に
喜

ん
だ
り
考
え
た
り
す
る
こ
と
は

「
あ
な
た
の
こ
と
を
大
切
に
思

っ
て
い
る
よ
」と
示
す
こ
と
に
つ

な
が
り
、子
ど
も
は
自
己
肯
定

感
を
た
っ
ぷ
り
感
じ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。自
分
の
こ
と
を
一

人
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
年
齢
で
も
、ま
だ
ま
だ
甘
え

た
い
も
の
。園
で
は
元
気
一
杯

だ
っ
た
子
ど
も
が
、お
迎
え
に

来
ら
れ
た
お
母
さ
ん
の
顔
を
見

た
途
端
、急
に
ワ
ガ
マ
マ
を
言
い

な
が
ら
ぐ
ず
る
の
は
そ
の
証
で

す
。大
好
き
な
お
母
さ
ん
に
は
、

全
て
を
出
せ
る
の
で
す
。ぜ
ひ
、

何
も
し
な
い
時
間
の
中
で
受
け

止
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

│
最
近
、家
に
い
る
時
に
ぐ
ず

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、何
か

原
因
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
幼
稚
園
は
集
団
生
活
の
場

│
幼
稚
園
か
ら
帰
宅
後
、習

い
事
に
通
わ
せ
て
い
る
ご
家
庭
が

多
い
よ
う
で
す
が
、何
か
始
め
た

方
が
良
い
で
し
ょ
う
か
？

　
習
い
事
を
始
め
る
タ
イ
ミ
ン

グ
は
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す

が
、周
り
が
や
っ
て
い
る
か
ら
と

焦
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま

す
。子
ど
も
た
ち
は
、毎
日
幼
稚

園
で
、身
体
と
心
を
目
一
杯
使

っ
て
遊
ん
で
い
る
と
同
時
に
、い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま

す
。降
園
後
は
、親
子
で
ゆ
っ
く

り
過
ご
す
時
間
を
、な
る
べ
く

多
く
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、降
園
後
の
お
子

さ
ん
が
、何
を
す
る
で
も
な
く

ソ
フ
ァ
ー
に
寝
転
が
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

そ

ん
な
時
、つ
い「
幼
稚
園
で
何
か

あ
っ
た
？
」「
今
日
は
誰
と
遊
ん

だ
？
」な
ど
と
声
を
か
け
た
く

な
り
ま
す
が
、「
何
も
し
な
い
時

間
」は
、子
ど
も
に
と
っ
て
目
一

杯
使
っ
た
身
体
と
心
を
休
ま
せ

る
大
切
な
時
間
で
す
。幼
稚
園

で
の
出
来
事
を
聞
き
出
す
な

ら
、例
え
ば
、持
ち
帰
っ
た
服
を

洗
濯
に
出
し
な
が
ら
、「
今
日

で
す
。自
宅
で
過
ご
す
時
と
違

い
、時
に
は
友
だ
ち
と
け
ん
か

し
た
り
、う
ま
く
い
か
な
い
こ

と
が
あ
っ
て
も
、園
に
い
る
時

は
、我
慢
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。そ
う
し
た
気
持
ち
を
言
葉

で
は
上
手
く
説
明
で
き
な
く

て
、ぐ
ず
っ
た
り
甘
え
た
り
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
人
も
同
じ
こ
と
で
す
が
、１

日
中
が
ん
ば
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
す
よ
ね
。そ
ん
な
時
こ
そ
、

親
子
の
時
間
が
必
要
で
す
。た

だ
し
、長
く
な
く
て
も
大
丈

夫
。１
日
10
分
間
で
も
構
い
ま

せ
ん
。例
え
ば
私
の
場
合
、夕

食
の
支
度
を
し
な
が
ら
、そ
れ

と
な
く
子
ど
も
が
話
し
や
す
い

雰
囲
気
を
作
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。大
事
な
話
は「
一

対
一
で
目
を
見
な
が
ら
」が
基

本
で
す
が
、た
と
え
料
理
中
で

も
、お
母
さ
ん
の
気
持
ち
の
目

が
自
分
に
向
い
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
と
、子
ど
も
は
嬉
し
い

も
の
。１
日
の
ど
こ
か
で
そ
う

し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、お
子
さ
ん
の
心
は
満

た
さ
れ
、次
の
日
は
元
気
に
登

園
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。子

ど
も
の
気
持
ち
を
受
け
止
め

て
あ
げ
ら
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を

探
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。

今回のテーマ

岸田 由美子教諭

今回
のお話当番

筑紫女学園短期大学幼児教育科卒業後、現職に。
2度の育児休暇を挟み、教諭歴は今年で19年目。

「
気
持
ち
の
目
」で

心
に
寄
り
添
う

何
も
し
な
い
時
間
の
中
で

さ
り
気
な
く
話
を
引
き
出
し

思
い
を
受
け
止
め
て

『帰宅後の過ごし方』 について
vol.8

幼稚園

人間形成において大事な幼児期。思わぬことの連続で、ご心配の保護者もいらっしゃることでしょう。
ここではそんな心配や不安を吹き飛ばし、“ほっと”していただけるようなお話をお届けします。

写真で見る筑女生の「今」

大学

各
校
・
幼
稚
園
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
新
着
情
報
」に「
Ｃ
Ｊ
フ
ォ
ト
ピ
ッ
ク
ス
」で
紹
介
し
た
情
報
の
詳
細
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。そ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
で
！

▶今後の予定  【  大学 】

8
月
11
日
、お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、た
く
さ
ん
の
方
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。お
揃
い
の
ピ
ン
ク
の
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
を
着
た
学
生
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
C
A
M
P
U
S

案
内
を
は
じ
め
大
活
躍
し
ま
し
た
。

8月19～22日、高校生と大学生がチームを組
み、フィールドワークを通じて石垣島の白保の暮
らしやサンゴ礁文化について学びを深めました。

CJサマーキャンプ

インターナショナルカフェ

6月18日、学友会活動を通じて得た「気づき」や
入学当初からの自分の成長について、学生の
発表を保護者の皆さまに聞いていただきました。

保護者懇談会・後援会総会
6月29日・30日、教員採用試験に向け壮行会が行わ
れました。教職員より試験に向けての心構えや学生代
表からのあいさつの後、皆で健闘を誓いあいました。

教員採用試験に向けた壮行会

CJ Topics

Webサイト情報

▲こちらからもアクセスできます ▲こちらからもアクセスできます

●大学「公式Facebookページ」
http://www.facebook.com/ChikushiJogakuenUniversity

●大学・現代社会学部「公式Facebookページ」
https://www.facebook.com/CJ.gensha

【大学】 【大学・現代社会学部】

『ちょっとだけ』
●瀧村有子 作／鈴木永子 絵
福音館書店 刊／900円＋税

6月2日、お昼休みに留学生や帰国留学生とラン
チやお菓子を食べながら英語・中国語・韓国語
で情報交流をはかりました。(毎週木曜日に開催）

O
P
E
N  

C
A
M
P
U
S

9月修了式（院）・
卒業式（大）

開催内容日程 開催場所
保護者懇談会

後期開講

キャンパス説明会

高校生授業見学

熊本・宮崎

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

開催内容日程 開催場所
学園祭
入試相談会（30日のみ）

保護者プラスガイダンス

全学礼拝（報恩講）

一般入試（前期）※

定期試験

10月29日（土）・30日（日）

11月  6日（日）

11月  8日（火）

  1月31日（火）

2月1日（水）～7日（火）

  9月10日（土）

  9月21日（水）

  9月21日（水）

10月  9日（日）

10月10日（月・祝）

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

太宰府キャンパス

こ

6月11日、筑紫女学園短期大学50年の集い～短大
から大学へ～が行われました。参加された多くの卒業
生の方 も々懐かしく当時を振り返っておられました。

筑紫女学園短期大学50年の集い

6月21日・23日、今年2月に現地訪問した学
生・教員による報告会ならびに、今年度の活動
に関する説明会が行われました。

ネパール大地震復興教育支援プロジェクト報告会・説明会

7月7日、6カ国8大学から本学に短期留学中
の学生に、各協定大学や自国の文化について
発表してもらいました。

短期留学生による発表会
7月8日、県人会の主催でホークス戦観戦が行われ
ました。今日が野球観戦が初めてという学生や留学
生も参加してくれ、良い思い出づくりになりました。

県人会主催 ソフトバンクホークス試合観戦

幼稚園

大学

学
園
の
話
題

子
育
て
お
役
立
ち
情
報

学生による学習講座
6月2日、学生が講師となる学習講座がお昼休
みに行われました。今回のテーマは「評価があ
がるレポート作り」でした。（毎週木曜日に開催）
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※詳細については本誌裏表紙をご参照ください。

ゆ
き

み
く



写真で見る筑女生の「今」

高等学校・中学校

CJ Topics

▶今後の予定  【  高等学校・中学校 】▶今後の予定  【  幼稚園 】

写真で見る筑女生の「今」

幼稚園

5
月
24
日
、年
長
さ
ん
は
親
子
で
鴻
臚
館
広
場
に
遠

足
に
出
か
け
ま
し
た
。お
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、親
子

で
と
っ
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

年
長 

親
子
遠
足

5
月
20
〜
21
日
、テ
ー
マ「
C
J
力
〜
み
ん
な
が
ヒ
ロ

イ
ン 

未
来
は
広
い
ん
?!
〜
」の
も
と
、筑
女
生
全
員

が
相
手
を
思
い
や
り
未
来
を
輝
か
せ
る
力「
C
J
力
」

を
十
分
に
発
揮
で
き
た
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

7月1日、体育館にて中学のクラスマッチを開催し
ました。競技種目はドッジボールと長縄跳び！ クラ
スで一致団結し、熱い闘いが繰り広げられました。

7月2日に中学校、8月5日に高校の学校紹介・見学会を
開催しました。学校生活や学習についての説明や、体験授
業や施設見学など、生徒がガイド役となって行いました。

7月29日～8月3日、グローバルアリーナにて2泊3日の
語学研修を行いました。アメリカ人大学生と生活をとも
にし、日常会話やアメリカの文化を直に体験しました。

7月9日、父母教師会・国際理解委員会による浴衣の
着付けや茶道・華道の体験プログラムが開催され、色
鮮やかな浴衣を身にまとった生徒たちが参加しました。

7月1日、九電記念体育館にて「超戦」のスロー
ガンのもと高校の体育祭を開催しました。白熱
した競技や演技が繰り広げられました。

5月7日、学園の創立記念式典と併せて釈尊と
親鸞聖人の誕生をお祝いする法要を勤めまし
た。

6月24日、オーストラリア・セントポール高校の生徒24名と
教員5名が来校されました。英語の授業や茶道体験を行い、
お別れの際はコーラス部による歌を披露しました。

6月26日、エルガーラにて私立中学校の合同入試説
明会が開催されました。たくさんの方にご来場いただき、
本校の魅力を十分にお伝えできた説明会となりました。

学校紹介・見学会 中学校 サマー語学研修

中学校  私学展 中学校 クラスマッチ

日本文化体験プログラム

高等学校 体育祭

創立記念式典・宗祖降誕会・花まつり セントポール高校との交流会
5月26日、大濠公園能楽堂にて伝統芸能であ
る「能」や「狂言」を鑑賞しました。改めて日本の
伝統文化について考える良い機会となりました。

高等学校 能・狂言鑑賞会

7月20～21日、一生に一度しか体験できない
幼稚園でのお泊まり会は、川遊びやキャンプ
ファイヤーなど、楽しい思い出ができました。

5月30日、お散歩をしながら摘んできたよもぎを
使って、よもぎだんごパーティーをしました。たくさん
あったよもぎだんごも、あっという間になくなりました。

年長 お泊り会
7月1日、大学の原陽一郎先生においでいただ
き、身近な問題である「子どもとメディア」との関
わりについてお話を伺いました。

講演会

5月31日、みんなで油山登山に挑戦しました。
頂上から見る景色は最高！！年長さんの声、届
きましたか？

年長 油山登山年中 よもぎだんごパーティー

6月27日、19名のお父さんに参加していただ
き、プール出し・花壇の整備・坂道の清掃をお
手伝いしていただきました。

お父さんの会（らいおん組）

7月4日、親子でみそ作りをしました。秋には自
分達で育てたお米と一緒に、この手作りみそで
おみそ汁を作る予定です。

年長 みそ作り

◀こちらからも
アクセスできます

Webサイト情報

●幼稚園ブログ「みてみて！げんきな筑女っ子」
http://www.chikushi.ac.jp/knd/blog/

各
校
・
幼
稚
園
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
新
着
情
報
」に「
Ｃ
Ｊ
フ
ォ
ト
ピ
ッ
ク
ス
」で
紹
介
し
た
情
報
の
詳
細
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。そ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
で
！

6月17日、親子でわらべうた・レクレーションを
楽しんだ後は、カレーパーティーです。みんなで
食べるカレーは普段よりもっと美味しいですね！

年中 給食参観

6月13日、朝からお家の方と一緒に幼稚園で
過ごしました。百年の森に出かけ、幼稚園の給
食を一緒にいただきました。

年少 給食参観

6月21日、大人はちょっと苦手な梅雨ですが、
子どもたちにとっては最高の季節です。雨上がり
の園庭は子どもたちに大人気でした。

年少 泥遊び

Webサイト情報

▲こちらからもアクセスできます ▲こちらからもアクセスできます

●中学校ブログ「筑女って!!」
http://www.chikushi.ac.jp/hsc/j/blog/

●高等学校ブログ「CJチャンネル」
http://www.chikushi.ac.jp/hsc/h/blog/

【中学校】 【高等学校】

開催内容日程 開催場所
警固キャンパス

警固キャンパス

九電記念体育館

警固キャンパス

警固キャンパス

開催内容日程 開催場所
中学校 ナイト説明会

中学校 入試※

高等学校 専願入試※

高等学校 前期入試※

高等学校 後期入試※

警固キャンパス

警固キャンパス

警固キャンパス

警固キャンパス

警固キャンパス

1月  9日（月・祝）

  1月24日（火）

  2月  3日（金）

2月11日（土・祝）

開催内容日程 開催場所
運動会

秋の遠足

竹馬づくり

願書受付※

年中 発表会

幼稚園

未定

幼稚園

幼稚園

幼稚園

開催内容日程 開催場所
年長 発表会

餅つき

終園式

始園式

竹馬披露会

12月10日（土）

12月17日（土）

12月19日（月）

  1月10日（火）

  1月21日（土）

10月  1日（土）

10月21日（金）

10月29日（土）

11月  1日（火）

12月  3日（土）

幼稚園

幼稚園

幼稚園

幼稚園

幼稚園

紫
苑
祭（
文
化
祭
）

11月11日（金）・
16日（水）・21日（月）

  9月30日（金）

10月15日（土）

10月25日（火）

11月18日（金）
12月  1日（木）

10月29日（土）
11月12日（土）

学
園
の
話
題

高・中

幼稚園

※詳細については本誌裏表紙をご参照ください。 ※詳細については本誌裏表紙をご参照ください。
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中学校・高等学校 
前期終業式
高等学校 
学校紹介・見学会

中学校 
学校紹介・見学会
高等学校 
ナイト説明会

中学校 体育祭



写真で見る筑女生の「今」

高等学校・中学校

CJ Topics

▶今後の予定  【  高等学校・中学校 】▶今後の予定  【  幼稚園 】

写真で見る筑女生の「今」

幼稚園

5
月
24
日
、年
長
さ
ん
は
親
子
で
鴻
臚
館
広
場
に
遠

足
に
出
か
け
ま
し
た
。お
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、親
子

で
と
っ
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

年
長 

親
子
遠
足

5
月
20
〜
21
日
、テ
ー
マ「
C
J
力
〜
み
ん
な
が
ヒ
ロ

イ
ン 

未
来
は
広
い
ん
?!
〜
」の
も
と
、筑
女
生
全
員

が
相
手
を
思
い
や
り
未
来
を
輝
か
せ
る
力「
C
J
力
」

を
十
分
に
発
揮
で
き
た
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

7月1日、体育館にて中学のクラスマッチを開催し
ました。競技種目はドッジボールと長縄跳び！ クラ
スで一致団結し、熱い闘いが繰り広げられました。

7月2日に中学校、8月5日に高校の学校紹介・見学会を
開催しました。学校生活や学習についての説明や、体験授
業や施設見学など、生徒がガイド役となって行いました。

7月29日～8月3日、グローバルアリーナにて2泊3日の
語学研修を行いました。アメリカ人大学生と生活をとも
にし、日常会話やアメリカの文化を直に体験しました。

7月9日、父母教師会・国際理解委員会による浴衣の
着付けや茶道・華道の体験プログラムが開催され、色
鮮やかな浴衣を身にまとった生徒たちが参加しました。

7月1日、九電記念体育館にて「超戦」のスロー
ガンのもと高校の体育祭を開催しました。白熱
した競技や演技が繰り広げられました。

5月7日、学園の創立記念式典と併せて釈尊と
親鸞聖人の誕生をお祝いする法要を勤めまし
た。

6月24日、オーストラリア・セントポール高校の生徒24名と
教員5名が来校されました。英語の授業や茶道体験を行い、
お別れの際はコーラス部による歌を披露しました。

6月26日、エルガーラにて私立中学校の合同入試説
明会が開催されました。たくさんの方にご来場いただき、
本校の魅力を十分にお伝えできた説明会となりました。

学校紹介・見学会 中学校 サマー語学研修

中学校  私学展 中学校 クラスマッチ

日本文化体験プログラム

高等学校 体育祭

創立記念式典・宗祖降誕会・花まつり セントポール高校との交流会
5月26日、大濠公園能楽堂にて伝統芸能であ
る「能」や「狂言」を鑑賞しました。改めて日本の
伝統文化について考える良い機会となりました。

高等学校 能・狂言鑑賞会

7月20～21日、一生に一度しか体験できない
幼稚園でのお泊まり会は、川遊びやキャンプ
ファイヤーなど、楽しい思い出ができました。

5月30日、お散歩をしながら摘んできたよもぎを
使って、よもぎだんごパーティーをしました。たくさん
あったよもぎだんごも、あっという間になくなりました。

年長 お泊り会
7月1日、大学の原陽一郎先生においでいただ
き、身近な問題である「子どもとメディア」との関
わりについてお話を伺いました。

講演会

5月31日、みんなで油山登山に挑戦しました。
頂上から見る景色は最高！！年長さんの声、届
きましたか？

年長 油山登山年中 よもぎだんごパーティー

6月27日、19名のお父さんに参加していただ
き、プール出し・花壇の整備・坂道の清掃をお
手伝いしていただきました。

お父さんの会（らいおん組）

7月4日、親子でみそ作りをしました。秋には自
分達で育てたお米と一緒に、この手作りみそで
おみそ汁を作る予定です。

年長 みそ作り

◀こちらからも
アクセスできます

Webサイト情報

●幼稚園ブログ「みてみて！げんきな筑女っ子」
http://www.chikushi.ac.jp/knd/blog/

各
校
・
幼
稚
園
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
新
着
情
報
」に「
Ｃ
Ｊ
フ
ォ
ト
ピ
ッ
ク
ス
」で
紹
介
し
た
情
報
の
詳
細
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。そ
ち
ら
も
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

詳
し
く
は
ウ
ェ
ブ
で
！

6月17日、親子でわらべうた・レクレーションを
楽しんだ後は、カレーパーティーです。みんなで
食べるカレーは普段よりもっと美味しいですね！

年中 給食参観

6月13日、朝からお家の方と一緒に幼稚園で
過ごしました。百年の森に出かけ、幼稚園の給
食を一緒にいただきました。

年少 給食参観

6月21日、大人はちょっと苦手な梅雨ですが、
子どもたちにとっては最高の季節です。雨上がり
の園庭は子どもたちに大人気でした。

年少 泥遊び

Webサイト情報

▲こちらからもアクセスできます ▲こちらからもアクセスできます

●中学校ブログ「筑女って!!」
http://www.chikushi.ac.jp/hsc/j/blog/

●高等学校ブログ「CJチャンネル」
http://www.chikushi.ac.jp/hsc/h/blog/

【中学校】 【高等学校】

開催内容日程 開催場所
警固キャンパス

警固キャンパス

九電記念体育館

警固キャンパス

警固キャンパス

開催内容日程 開催場所
中学校 ナイト説明会

中学校 入試※

高等学校 専願入試※

高等学校 前期入試※

高等学校 後期入試※

警固キャンパス

警固キャンパス

警固キャンパス

警固キャンパス

警固キャンパス

1月  9日（月・祝）

  1月24日（火）

  2月  3日（金）

2月11日（土・祝）

開催内容日程 開催場所
運動会

秋の遠足

竹馬づくり

願書受付※

年中 発表会

幼稚園

未定

幼稚園

幼稚園

幼稚園

開催内容日程 開催場所
年長 発表会

餅つき

終園式

始園式

竹馬披露会

12月10日（土）

12月17日（土）

12月19日（月）

  1月10日（火）

  1月21日（土）

10月  1日（土）

10月21日（金）

10月29日（土）

11月  1日（火）

12月  3日（土）

幼稚園

幼稚園

幼稚園

幼稚園

幼稚園

紫
苑
祭（
文
化
祭
）

11月11日（金）・
16日（水）・21日（月）

  9月30日（金）

10月15日（土）

10月25日（火）

11月18日（金）
12月  1日（木）

10月29日（土）
11月12日（土）

学
園
の
話
題

高・中

幼稚園

※詳細については本誌裏表紙をご参照ください。 ※詳細については本誌裏表紙をご参照ください。

16 CJ Report No.90 15CJ Report No.90

中学校・高等学校 
前期終業式
高等学校 
学校紹介・見学会

中学校 
学校紹介・見学会
高等学校 
ナイト説明会

中学校 体育祭



資
金
収
支
計
算
書

に
つ
い
て 

（
■
表
1
）

1

表2／事業活動収支計算書　平成27年4月1日から平成28年3月31日まで

表3／貸借対照表　平成28年3月31日 （単位：千円）

20,433,225

11,752,836

8,550,572

129,817

3,438,659

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

特定資産

その他の固定資産

流 動 資 産

（単位：千円）

学 園

CJ Information

平
成
27
年
度  

決
算
報
告

表1／資金収支計算書　平成27年4月1日から平成28年3月31日まで （単位：千円）

収入の部 支出の部
科　目 金　額

科　目 金　額

科　目 金　額

科　目

人 件 費 支 出

教 育 研 究 経 費 支 出

管 理 経 費 支 出

借 入 金 等 利 息 支 出

借 入 金 等 返 済 支 出

施 設 関 係 支 出

設 備 関 係 支 出

資 産 運 用 支 出

そ の 他 の 支 出

〔 予 備 費 〕

資 金 支 出 調 整 勘 定

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金

3,705,354

720,517

245,514

762

76,800

364,310

92,249

4,830,675

216,412

△ 391,705

3,181,387

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入

手 数 料 収 入

寄 付 金 収 入

補 助 金 収 入

資 産 売 却 収 入

受 取 利 息・配 当 金 収 入

雑 収 入

前 受 金 収 入

そ の 他 の 収 入

資 金 収 入 調 整 勘 定

前 年 度 繰 越 支 払 資 金

学 生 生 徒 等 納 付 金

手 数 料

寄 付 金

経 常 費 等 補 助 金

付 随 事 業 収 入

雑 収 入

教 育 活 動 収 入 計

3,790,437
67,497
29,427
964,356

0
176,491
5,028,208

3,790,437

67,497

27,194

972,898

2,172,496

90,247

256,793

362,712

2,316,423

△ 595,671

3,581,249

金　額
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し
て
人
件
費
支
出
か
ら
資
金
支

出
調
整
勘
定
ま
で
の
資
金
支
出

は
、総
額
98
億
６
，０
８
９
万
円

で
、資
金
収
支
差
額
は
、３
億

９
，９
８
６
万
円
の
支
出
超
過

と
な
り
ま
し
た
。こ
の
結
果
、翌

年
度
繰
越
支
払
資
金
は
、31
億

８
，１
３
９
万
円
に
な
り
ま
し

た
。資
金
収
入
の
う
ち
、予
算
に

対
し
決
算
額
が
上
回
っ
た
主
な

科
目
は
、補
助
金
収
入
７
，５
５

５
万
円
、受
取
利
息
・
配
当
金
収

入
１
，１
９
２
万
円
な
ど
で
、予

算
に
対
し
決
算
額
が
下
回
っ
た

主
な
科
目
は
、学
生
生
徒
等
納

付
金
収
入
１
，９
６
３
万
円
、手

数
料
収
入
２
，０
９
１
万
円
、前

受
金
収
入
１
，５
０
７
万
円
な

ど
で
す
。

　
資
金
支
出
の
う
ち
、予
算
に

対
し
決
算
額
が
上
回
っ
た
主
な

科
目
は
、人
件
費
支
出
１
億
３
，

３
２
０
万
円
、そ
の
他
の
支
出

２
，５
５
８
万
円
な
ど
で
、予
算

に
対
し
決
算
額
が
下
回
っ
た
主

な
科
目
は
、教
育
研
究
経
費
支

出
１
，７
０
８
万
円
、管
理
経
費

支
出
２
，１
１
１
万
円
、施
設
関

係
支
出
１
億
１
，７
９
４
万
円
、

設
備
関
係
支
出
１
，１
９
３
万

円
な
ど
で
す
。

　
特
に
差
異
が
大
き
い
資
産
売

却
収
入
、資
産
運
用
支
出
及
び

そ
の
他
の
収
入
は
、い
ず
れ
も

有
価
証
券
の
購
入
額
に
係
る
予

算
と
決
算
の
差
額
も
し
く
は
収

入
と
支
出
の
両
膨
ら
み
に
よ
る

も
の
で
、実
質
的
な
資
金
の
増

減
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

業
活
動
収
支
計
算
書

は
、当
該
会
計
年
度
の

「
教
育
活
動
」、「
教
育
活
動
以

外
の
経
常
的
な
活
動
」及
び「
前

記
二
つ
の
活
動
以
外
の
活
動
」

に
分
け
て
、収
支
の
均
衡
の
状

態
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。企
業
で

は
損
益
計
算
書
に
相
当
す
る
も

の
で
す
。特
に
基
本
金
組
入
前

当
年
度
収
支
差
額
は
、当
年
度

の
経
営
状
況
を
見
る
指
標
と
し

て
重
要
な
も
の
で
、マ
イ
ナ
ス
が

大
き
く
な
る
ほ
ど
経
営
が
窮
迫

し
ま
す
。

　
事
業
活
動
収
入
計
は
５１
億

３
，３
６
４
万
円
で
、事
業
活
動

支
出
計
は
５１
億
６
，１
６
７
万

円
と
な
り
、そ
の
結
果
、基
本
金

組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
は

２
，８
０
３
万
円
の
支
出
超
過

と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、基
本
金
組
入
額
に
は
、

主
に
学
校
用
地
取
得（
伊
都
の

里
）２
億
８
，０
７
８
万
円
、大

学
・
短
期
大
学
部
の
第
２
号
基

本
金
の
積
立
額
２
億
円
と
中
学

校
・
高
等
学
校
校
舎
お
よ
び
体

育
館
工
事
に
伴
う
借
入
金
の
返

済
額
７
，６
８
０
万
円
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

成
27
年
度
の
貸
借
対
照

表
は
、平
成
28
年
3
月

31
日
現
在
の
財
政
状
態
を
示
す

も
の
で
す
。

　
平
成
27
年
度
末
の
総
資
産

は
、２
３
８
億
７
，１
８
８
万
円

で
前
年
度
末
と
比
較
し
て
１
億

５
，４
５
７
万
円
増
加
し
て
お
り

ま
す
。学
園
の
金
融
資
産（
現
金

預
金
及
び
有
価
証
券
等
）の
残

高
は
、前
年
度
１
１
６
億
１
，１

５
１
万
円
か
ら
、平
成
27
年
度

は
、１
１
７
億
４
，０
９
６
万
円

と
な
り
、１
億
２
，９
４
５
万
円

ほ
ど
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、負
債
総
額
は
、27
億

８
，７
４
５
万
円
で
前
年
度
に

比
べ
１
億
８
，２
６
０
万
円
増

加
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
結
果
、

今
年
度
末
の
純
資
産（
資
産
総

額
│
負
債
総
額
）は
、２
１
０
億

８
，４
４
３
万
円
で
、前
年
度
末

よ
り
２
，８
０
３
万
円
減
少
し

て
お
り
ま
す
。ま
た
、基
本
金
は

２
２
１
億
４
，１
８
０
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
６
億
５
，０
３
４

万
円
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
決
算
書
は
、学
校
法
人
筑

紫
女
学
園
が
設
置
す
る
筑
紫
女

学
園
大
学
大
学
院
、筑
紫
女
学

園
大
学
、筑
紫
女
学
園
大
学
短

期
大
学
部
、筑
紫
女
学
園
高
等

学
校
、筑
紫
女
学
園
中
学
校
、筑

紫
女
学
園
大
学
短
期
大
学
部
附

属
幼
稚
園
及
び
補
助
活
動（
研

修
所
、寮
な
ど
）を
総
合
計
し
た

学
園
全
体
の
計
算
書
で
あ
り
、監

査
法
人
よ
り
適
正
で
あ
る
旨
の

報
告
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

校
法
人
会
計
基
準
は
、

1
9
7
1（
昭
和
46
）年

の
制
定
以
来
、私
立
学
校
の
財

政
基
盤
の
安
定
に
資
す
る
も
の

と
し
て
、ま
た
補
助
金
の
配
分
の

基
礎
と
な
る
も
の
と
し
て
、広
く

実
務
に
定
着
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
一
方
で
制
定
以
来
40
年
が
経

過
し
、社
会
・
経
済
状
況
の
大
き

な
変
化
、会
計
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

等
を
踏
ま
え
た
様
々
な
会
計
基

準
の
改
正
、私
学
を
取
り
巻
く

経
営
環
境
の
変
化
等
を
受
け
て
、

公
教
育
を
担
う
学
校
法
人
の
経

営
状
態
に
つ
い
て
、社
会
に
わ
か

り
や
す
く
説
明
す
る
仕
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

   

こ
う
し
た
趣
旨
か
ら
、収
支
状

況
に
つ
い
て
経
常
的
な
収
支
と

臨
時
的
な
収
支
が
区
分
で
き
る

事
業
活
動
収
支
計
算
書
と
、活

動
区
分
ご
と
に
資
金
の
流
れ
が

分
か
る
活
動
区
分
資
金
収
支
計

算
書
を
作
成
す
る
こ
と
等
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

金
収
支
計
算
書
は
、当

該
会
計
年
度
の
資
金
の

流
れ
、お
よ
び
収
入
・
支
出
の
て

ん
末
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。

　
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入
か

ら
資
金
収
入
調
整
勘
定
ま
で
の

資
金
収
入
は
、総
額
94
億
６
，１

０
３
万
円
と
な
り
、こ
れ
に
対

平

資

学

貸
借
対
照
表

に
つ
い
て 

（
■
表
3
）
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決
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事
業
活
動
収
支

計
算
書
に
つ
い
て 

（
■
表
2
）

2

学園学園

支 出 の 部 合 計 13,042,275収 入 の 部 合 計 13,042,275

資 産 の 部 合 計 23,871,884

資産の部
科　目 金　額

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 23,871,884

負債の部

固 定 負 債

流 動 負 債

負 債 の 部 合 計

基 本 金

第1号基本金

第2号基本金

第3号基本金

第4号基本金

繰 越 収 支 差 額

純 資 産 の 部 合 計

純資産の部

1,725,350
1,062,104
2,787,454

22,141,796
20,717,397
700,000
395,399
329,000

△ 1,057,366
21,084,430

事
業
活
動
収
入
の
部教

育
活
動
収
支

科　目 金　額

人 件 費

教 育 研 究 経 費

管 理 経 費

徴 収 不 能 額 等

教 育 活 動 支 出 計

教 育 活 動 収 支 差 額

3,646,596
1,150,518
321,807

0
5,118,921
△ 90,713

事
業
活
動
支
出
の
部

科　目 金　額

受 取 利 息・配 当 金

その他の教育活動外収入

教 育 活 動 外 収 入 計

90,247
0

90,247

事
業
活
動
収
入
の
部

教
育
活
動
外
収
支

科　目 金　額

借 入 金 利 息

その他の教育活動外支出

教 育 活 動 外 支 出 計

教育活動外収支差額

762
0

762
89,485

事
業
活
動
支
出
の
部

科　目 金　額

資 産 売 却 差 額

そ の 他 の 特 別 収 入

特 別 収 入 計

1,487
13,694
15,181

事
業
活
動
収
入
の
部特

別
収
支

科　目 金　額

資 産 処 分 差 額

そ の 他 の 特 別 支 出

特 別 支 出 計

特 別 収 支 差 額

41,233
750

41,983
△ 26,802

事
業
活
動
支
出
の
部

経 常 収 支 差 額 △ 1,228

科　目 金　額

〔予備費〕

基本金組入前当年度収支差額

基 本 金 組 入 額 合 計

当 年 度 収 支 差 額

前 年 度 繰 越 収 支 差 額

基 本 金 取 崩 額

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

△ 28,030
△ 650,338
△ 678,368
△ 378,998

0
△ 1,057,366

科　目 金　額

〔参考〕

事 業 活 動 収 入 計

事 業 活 動 支 出 計

5,133,636
5,161,666

平
成
27
年
度
か
ら
の
学
校
法
人
会
計
基
準

一
部
改
正
に
つ
い
て



資
金
収
支
計
算
書

に
つ
い
て 

（
■
表
1
）

1

表2／事業活動収支計算書　平成27年4月1日から平成28年3月31日まで

表3／貸借対照表　平成28年3月31日 （単位：千円）

20,433,225

11,752,836

8,550,572

129,817

3,438,659

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

特定資産

その他の固定資産

流 動 資 産

（単位：千円）

学 園

CJ Information

平
成
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年
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決
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報
告

表1／資金収支計算書　平成27年4月1日から平成28年3月31日まで （単位：千円）

収入の部 支出の部
科　目 金　額

科　目 金　額

科　目 金　額

科　目

人 件 費 支 出

教 育 研 究 経 費 支 出

管 理 経 費 支 出

借 入 金 等 利 息 支 出

借 入 金 等 返 済 支 出

施 設 関 係 支 出

設 備 関 係 支 出

資 産 運 用 支 出

そ の 他 の 支 出

〔 予 備 費 〕

資 金 支 出 調 整 勘 定

翌 年 度 繰 越 支 払 資 金

3,705,354

720,517

245,514

762

76,800

364,310

92,249

4,830,675

216,412

△ 391,705

3,181,387

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入

手 数 料 収 入

寄 付 金 収 入

補 助 金 収 入

資 産 売 却 収 入

受 取 利 息・配 当 金 収 入

雑 収 入

前 受 金 収 入

そ の 他 の 収 入

資 金 収 入 調 整 勘 定

前 年 度 繰 越 支 払 資 金

学 生 生 徒 等 納 付 金

手 数 料

寄 付 金

経 常 費 等 補 助 金

付 随 事 業 収 入

雑 収 入

教 育 活 動 収 入 計

3,790,437
67,497
29,427
964,356

0
176,491
5,028,208

3,790,437

67,497

27,194

972,898

2,172,496

90,247

256,793

362,712

2,316,423

△ 595,671

3,581,249

金　額
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し
て
人
件
費
支
出
か
ら
資
金
支

出
調
整
勘
定
ま
で
の
資
金
支
出

は
、総
額
98
億
６
，０
８
９
万
円

で
、資
金
収
支
差
額
は
、３
億

９
，９
８
６
万
円
の
支
出
超
過

と
な
り
ま
し
た
。こ
の
結
果
、翌

年
度
繰
越
支
払
資
金
は
、31
億

８
，１
３
９
万
円
に
な
り
ま
し

た
。資
金
収
入
の
う
ち
、予
算
に

対
し
決
算
額
が
上
回
っ
た
主
な

科
目
は
、補
助
金
収
入
７
，５
５

５
万
円
、受
取
利
息
・
配
当
金
収

入
１
，１
９
２
万
円
な
ど
で
、予

算
に
対
し
決
算
額
が
下
回
っ
た

主
な
科
目
は
、学
生
生
徒
等
納

付
金
収
入
１
，９
６
３
万
円
、手

数
料
収
入
２
，０
９
１
万
円
、前

受
金
収
入
１
，５
０
７
万
円
な

ど
で
す
。

　
資
金
支
出
の
う
ち
、予
算
に

対
し
決
算
額
が
上
回
っ
た
主
な

科
目
は
、人
件
費
支
出
１
億
３
，

３
２
０
万
円
、そ
の
他
の
支
出

２
，５
５
８
万
円
な
ど
で
、予
算

に
対
し
決
算
額
が
下
回
っ
た
主

な
科
目
は
、教
育
研
究
経
費
支

出
１
，７
０
８
万
円
、管
理
経
費

支
出
２
，１
１
１
万
円
、施
設
関

係
支
出
１
億
１
，７
９
４
万
円
、

設
備
関
係
支
出
１
，１
９
３
万

円
な
ど
で
す
。

　
特
に
差
異
が
大
き
い
資
産
売

却
収
入
、資
産
運
用
支
出
及
び

そ
の
他
の
収
入
は
、い
ず
れ
も

有
価
証
券
の
購
入
額
に
係
る
予

算
と
決
算
の
差
額
も
し
く
は
収

入
と
支
出
の
両
膨
ら
み
に
よ
る

も
の
で
、実
質
的
な
資
金
の
増

減
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

業
活
動
収
支
計
算
書

は
、当
該
会
計
年
度
の

「
教
育
活
動
」、「
教
育
活
動
以

外
の
経
常
的
な
活
動
」及
び「
前

記
二
つ
の
活
動
以
外
の
活
動
」

に
分
け
て
、収
支
の
均
衡
の
状

態
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。企
業
で

は
損
益
計
算
書
に
相
当
す
る
も

の
で
す
。特
に
基
本
金
組
入
前

当
年
度
収
支
差
額
は
、当
年
度

の
経
営
状
況
を
見
る
指
標
と
し

て
重
要
な
も
の
で
、マ
イ
ナ
ス
が

大
き
く
な
る
ほ
ど
経
営
が
窮
迫

し
ま
す
。

　
事
業
活
動
収
入
計
は
５１
億

３
，３
６
４
万
円
で
、事
業
活
動

支
出
計
は
５１
億
６
，１
６
７
万

円
と
な
り
、そ
の
結
果
、基
本
金

組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
は

２
，８
０
３
万
円
の
支
出
超
過

と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、基
本
金
組
入
額
に
は
、

主
に
学
校
用
地
取
得（
伊
都
の

里
）２
億
８
，０
７
８
万
円
、大

学
・
短
期
大
学
部
の
第
２
号
基

本
金
の
積
立
額
２
億
円
と
中
学

校
・
高
等
学
校
校
舎
お
よ
び
体

育
館
工
事
に
伴
う
借
入
金
の
返

済
額
７
，６
８
０
万
円
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

成
27
年
度
の
貸
借
対
照

表
は
、平
成
28
年
3
月

31
日
現
在
の
財
政
状
態
を
示
す

も
の
で
す
。

　
平
成
27
年
度
末
の
総
資
産

は
、２
３
８
億
７
，１
８
８
万
円

で
前
年
度
末
と
比
較
し
て
１
億

５
，４
５
７
万
円
増
加
し
て
お
り

ま
す
。学
園
の
金
融
資
産（
現
金

預
金
及
び
有
価
証
券
等
）の
残

高
は
、前
年
度
１
１
６
億
１
，１

５
１
万
円
か
ら
、平
成
27
年
度

は
、１
１
７
億
４
，０
９
６
万
円

と
な
り
、１
億
２
，９
４
５
万
円

ほ
ど
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、負
債
総
額
は
、27
億

８
，７
４
５
万
円
で
前
年
度
に

比
べ
１
億
８
，２
６
０
万
円
増

加
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
結
果
、

今
年
度
末
の
純
資
産（
資
産
総

額
│
負
債
総
額
）は
、２
１
０
億

８
，４
４
３
万
円
で
、前
年
度
末

よ
り
２
，８
０
３
万
円
減
少
し

て
お
り
ま
す
。ま
た
、基
本
金
は

２
２
１
億
４
，１
８
０
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
６
億
５
，０
３
４

万
円
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
決
算
書
は
、学
校
法
人
筑

紫
女
学
園
が
設
置
す
る
筑
紫
女

学
園
大
学
大
学
院
、筑
紫
女
学

園
大
学
、筑
紫
女
学
園
大
学
短

期
大
学
部
、筑
紫
女
学
園
高
等

学
校
、筑
紫
女
学
園
中
学
校
、筑

紫
女
学
園
大
学
短
期
大
学
部
附

属
幼
稚
園
及
び
補
助
活
動（
研

修
所
、寮
な
ど
）を
総
合
計
し
た

学
園
全
体
の
計
算
書
で
あ
り
、監

査
法
人
よ
り
適
正
で
あ
る
旨
の

報
告
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

校
法
人
会
計
基
準
は
、

1
9
7
1（
昭
和
46
）年

の
制
定
以
来
、私
立
学
校
の
財

政
基
盤
の
安
定
に
資
す
る
も
の

と
し
て
、ま
た
補
助
金
の
配
分
の

基
礎
と
な
る
も
の
と
し
て
、広
く

実
務
に
定
着
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
一
方
で
制
定
以
来
40
年
が
経

過
し
、社
会
・
経
済
状
況
の
大
き

な
変
化
、会
計
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

等
を
踏
ま
え
た
様
々
な
会
計
基

準
の
改
正
、私
学
を
取
り
巻
く

経
営
環
境
の
変
化
等
を
受
け
て
、

公
教
育
を
担
う
学
校
法
人
の
経

営
状
態
に
つ
い
て
、社
会
に
わ
か

り
や
す
く
説
明
す
る
仕
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

   

こ
う
し
た
趣
旨
か
ら
、収
支
状

況
に
つ
い
て
経
常
的
な
収
支
と

臨
時
的
な
収
支
が
区
分
で
き
る

事
業
活
動
収
支
計
算
書
と
、活

動
区
分
ご
と
に
資
金
の
流
れ
が

分
か
る
活
動
区
分
資
金
収
支
計

算
書
を
作
成
す
る
こ
と
等
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

金
収
支
計
算
書
は
、当

該
会
計
年
度
の
資
金
の

流
れ
、お
よ
び
収
入
・
支
出
の
て

ん
末
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。

　
学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入
か

ら
資
金
収
入
調
整
勘
定
ま
で
の

資
金
収
入
は
、総
額
94
億
６
，１

０
３
万
円
と
な
り
、こ
れ
に
対

平

資

学

貸
借
対
照
表

に
つ
い
て 

（
■
表
3
）
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2

学園学園

支 出 の 部 合 計 13,042,275収 入 の 部 合 計 13,042,275

資 産 の 部 合 計 23,871,884

資産の部
科　目 金　額

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 23,871,884

負債の部

固 定 負 債

流 動 負 債

負 債 の 部 合 計

基 本 金

第1号基本金

第2号基本金

第3号基本金

第4号基本金

繰 越 収 支 差 額

純 資 産 の 部 合 計

純資産の部

1,725,350
1,062,104
2,787,454

22,141,796
20,717,397
700,000
395,399
329,000

△ 1,057,366
21,084,430

事
業
活
動
収
入
の
部教

育
活
動
収
支

科　目 金　額

人 件 費

教 育 研 究 経 費

管 理 経 費

徴 収 不 能 額 等

教 育 活 動 支 出 計

教 育 活 動 収 支 差 額

3,646,596
1,150,518
321,807

0
5,118,921
△ 90,713

事
業
活
動
支
出
の
部

科　目 金　額

受 取 利 息・配 当 金

その他の教育活動外収入

教 育 活 動 外 収 入 計

90,247
0

90,247

事
業
活
動
収
入
の
部

教
育
活
動
外
収
支

科　目 金　額

借 入 金 利 息

その他の教育活動外支出

教 育 活 動 外 支 出 計

教育活動外収支差額

762
0

762
89,485

事
業
活
動
支
出
の
部

科　目 金　額

資 産 売 却 差 額

そ の 他 の 特 別 収 入

特 別 収 入 計

1,487
13,694
15,181

事
業
活
動
収
入
の
部特

別
収
支

科　目 金　額

資 産 処 分 差 額

そ の 他 の 特 別 支 出

特 別 支 出 計

特 別 収 支 差 額

41,233
750

41,983
△ 26,802

事
業
活
動
支
出
の
部

経 常 収 支 差 額 △ 1,228

科　目 金　額

〔予備費〕

基本金組入前当年度収支差額

基 本 金 組 入 額 合 計

当 年 度 収 支 差 額

前 年 度 繰 越 収 支 差 額

基 本 金 取 崩 額

翌 年 度 繰 越 収 支 差 額

△ 28,030
△ 650,338
△ 678,368
△ 378,998

0
△ 1,057,366

科　目 金　額

〔参考〕

事 業 活 動 収 入 計

事 業 活 動 支 出 計

5,133,636
5,161,666

平
成
27
年
度
か
ら
の
学
校
法
人
会
計
基
準

一
部
改
正
に
つ
い
て
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筑紫女学園

19CJ Report No.90

学 園

筑
紫
女
学
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

今だから考えたい！

これからの 
「女子を伸ばす教育」とは？
長野 雅弘 聖徳大学教授×小柳 和孝 校長×久光 洋子 中高一貫コース教頭
特別鼎談

①10月  2日(日)
②11月20日(日)
10:00～15:30 (12:30～13:30休憩)

音楽と自然によるともいき
～ガムラン・ワークショップと“筑女の森”自然観察～

筑紫女学園大学
飛翔会館３階

スクヮーヴァティーホール
および学内高雄山遊歩道

一般／
30名
※各回完結、
複数回受講可

筑紫女学園大学
８号館１階
８１０３教室

一般／
30名気になる子の行動の理解 平成29年2月18日(土)

10:00～12:00

一般／
50名

仏教専修課程入門講座
「親鸞思想へのいざない」

光蓮寺
梵響会館ホール
(太宰府市宰府1-10-23）

①11月  5日（土）
②11月12日（土）
③11月19日（土）

④11月26日（土）
⑤12月  3日（土）
　 13:30～15:00

太宰府市
いきいき情報センター
(太宰府市五条3-1-1）

一般／
50名

英語と英文学の世界
①Gender and Culture～ジェンダーから見た文化
②Representations of Japanese and American Culture in Cinema
③英国詩の世界　④英単語と漢字の意外な共通点　⑤感じてみよう～日本語と英語の違い

①なぜか誤解？されているらしい西アジアの風土と民族　
②西アジアの人 と々の正しいつきあい方　③西アジアの女性たちも、それなりに、がんばっています

アジア塾
「遠いですか？アラブ・ペルシア・トルコ」 一般／

50名

①11月  5日(土)
②11月12日(土)
③11月19日(土)
14：00～15：30

太宰府市
いきいき情報センター
(太宰府市五条3-1-1)

公開
講座

公開
講座

体験
講座

公開
講座

公開
講座

公開
講座

公開
講座

①10月  1日(土)
②10月  8日(土)
③10月15日(土)

④10月22日(土)
⑤10月29日(土)
　 15:00～16:30

ピーポート甘木
（朝倉市甘木198-1）

一般／
50名

①火野葦平と沖縄　②上野英信と沖縄　③谷川雁と沖縄　④佐木隆三と沖縄
文学と南(3) ～火野葦平・上野英信・谷川雁・佐木隆三～ 一般／

30名

第23回 仏教学研究室公開講義 「ビジュアル ～ブッダの歩んだ道～」
①ブッダ生誕の地：ルンビニー
②成道の地：ブッダガヤ

③初転法輪の地：サールナート
④王舎城の悲劇：ラージギル

⑤涅槃の地：クシナガル

①10月  1日(土)
②10月  8日(土)
③10月15日(土)

④10月22日(土)

　 14:00～16:00

福岡市赤煉瓦文化館
(福岡市中央区天神1-15-30)

2017（平成29）年度入学試験要項

●入試要項の詳細はホームページでも紹介しています。 ［ホームページアドレス］http://www.chikushi.ac.jp

学校名 学部･学科・専攻・コース 入学試験の種類定員･募集人員

大
　
　
学

高等学校

大学院

普通科

後期入試50名
（特進5名を含む）

幼稚園

人間科学研究科

願書受付期間 試験日 合格発表日
一般入試
社会人入試

外国人留学生入試
学内進学入試

  2月16日（木）

220名 2016年12月14日（水）～2017年1月6日（金）必着
ただし、2016年12月28日（水）～2017年1月5日（木）の受付はいたしません。

1月  9日（月・祝）   1月11日（水）

10名

2016年11月1日（火）

2017年1月27日（金）～2月1日（水）※土日は除く

1期 10月16日（日） 10月25日（火）

2期   2月22日（水）  2月17日（金）

※両日とも面接
11月2日（水）・4日（金）

　　  

90名
90名
70名

【文学部】
日本語・日本文学科
英語学科
アジア文化学科

【人間科学部】
人間科学科人間関係専攻
　発達臨床心理コース
　社会福祉コース
人間科学科人間形成専攻
　初等教育コース
　幼児保育コース

70名
60名

50名
100名

【現代社会学部】
現代社会学科 190名

ホームページ上にて
お知らせします

大学一般入試（前期日程）の試験会場は、本学以外にも北九州・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島があります。大学では外国人留学生特別入試、海外帰国生特別入試も実施します。詳しくはホームページをご覧ください。

中学校

2月11日（土・祝）

前期入試230名
（特進80名を含む）

  2月  7日（火）  2月  3日（金）

専願入試100名
（特進5名を含む）

  1月26日（木）  1月24日（火）

1期
2期

公募推薦入試A・B 12月18日（日） 12月27日（火）
指定校推薦入試 11月13日（日） 11月22日（火）

自己推薦入試
12月17日（土） 12月27日（火）
  3月14日（火）   3月17日（金）

センタープラス型入試   2月16日（木）
一般入試（後期日程）   3月12日（日）   3月17日（金）

大学入試
センター試験
利用入試

1月14日（土）・15日（日）
大学入試センター試験

※本学での個別試験は課さない

  2月16日（木）
  3月  7日（火）
  3月17日（金）

10月16日（日） 10月25日（火）

  2月17日（金）   2月22日（水）

海外帰国生特別入試   2月17日（金）   2月22日（水）

1期

2期

1期
2期
3期

編入学試験
社会人特別入試

外国人留学生特別入試

一般入試（前期日程）   1月31日（火）   2月16日（木）
併設校推薦入試B 12月18日（日） 12月27日（火）
併設校推薦入試A 11月13日（日） 11月22日（火）

2017年  1月18日（水）～  1月20日（金）

2017年  2月7日（火）～  2月10日（金）

2017年  1月30日（月）～  2月13日（月）

2016年12月  1日（木）～12月14日（水） 
2016年11月  1日（火）～11月  8日（火） 

2016年12月  1日（木）～12月14日（水） 
2017年  2月23日（木）～  3月  9日（木）

2017年  1月  6日（金）～  1月23日（月） 
2017年  2月17日（金）～  3月  6日（月）
2017年  1月  6日（金）～  1月26日（木）
2017年  2月17日（金）～  2月27日（月）
2017年  3月  1日（水）～  3月13日（月）

2016年10月  3日（月）～10月10日（月・祝）

2017年  1月30日（月）～  2月13日（月）

2017年  1月30日（月）～  2月13日（月）

2017年  1月  6日（金）～  1月23日（月） 
2016年12月  1日（木）～12月14日（水） 
2016年11月  1日（火）～11月  8日（火） 

筑紫女学園大学 公開講座2016（平成28）年度 後期 受講料無料

講座名 日時 会場 対象

お申込み・お問合せ

＊お申し込みの際は、①受講希望講座名②氏名（フリガナ）③郵便番号④住所⑤電話番号・FAX番号をご記入ください。  ＊定員に達した場合は、締切りとなりますのでご了承ください。
＊お預かりした個人情報は適切に管理し、公開講座運営以外に使用することはありません。

TEL／092（925）9685   FAX／092（925）8319
Eメール／gakushu@chikushi-u.ac.jp

筑紫女学園大学生涯学習センター
〒818-0192  福岡県太宰府市石坂2丁目12-1

お申込み方法
ハガキ・FAX・Eメールまたは
本学ホームページより
（Eメールは右のQRコードから）

“ともいき(共生)”～あらゆる存在とのつながりの中で生かされていることへの目覚め～

★詳細につきましては、本学ホームページをご覧ください。 http://www.chikushi-u.ac.jp/campaign/lecture/

12月14日（水）
19:00～20:30
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西
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